
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　車は、ひっそりとした海沿いの道を走っていた。窓からは、キラキラと輝く冬の海が見える。

　小こ松まつ崎ざきリエは、その薄い鉛なまりの板のような湘しょう南なんの海をぼんやりと見ていた。

　冬枯れの景色がどこまでもつづいていて、時々、濃い緑色の松林と、ハッとするほど白い浜が目の端はしをよぎっていく。

　父の悠ゆう介すけが運転する車はベンツ。

　今日はリエのために、会社を脱ぬけ出してきてくれたのだ。

　ほんとうは、母の美み和わ子こと二人だけで来てもよかったのだが、母と二人きりにはなりたくなかった。

「パパ、おねがい。一緒に来て」

　ねだるリエに、父は笑ってうなずいてくれた。

「リエがいなくなるのは淋さびしいからな。よし、じゃ、会議を夕方に延ばして、送ってやろう」

「ワーイ、パパ、大好き」

　というわけで、リエは父と母と三人で新しい学校、聖アザレア女子学園へと向かっていた。

　カーステレオからは、モーツァルトのピアノ協奏曲が流れていた。

　心地よく柔らかい音をききながら、リエはまた、遠い水平線へと目をやった。

〝パパの好きな曲だわ……今朝のパパ、ほんとうに淋しそうだった。……でも、仕方ないんだわ……パパには絶対、ほんとうのことはいわないでおこう。パパ、ごめんなさい〟

　ぼんやりと考えているリエの耳に、母の美和子の声がした。

「リエ、いいこと？　これから行く学園は厳格なカトリック系の学校なのよ。いままでの共学とはわけがちがいますからね、あなたみたいなおっとりとした子がなじめるかどうか、ママはほんとうに心配で心配で……。先生やシスターのおっしゃることをよく聞いて、ちゃんとするのよ」

「うん」

　リエはうなずいた。

　父の悠介が、バックミラーに映っているリエの顔をチラッと見て、笑った。

「ママは心配性だからな。しかし……あの学校へ行きたいといい出したのはリエだし、そんなに気にすることもないだろう」

　助手席に座っている美和子が、小さく頷うなずいた。

「そうね。あそこは女の子ばかりの全寮制の学校だから、悪い虫はつかないわね。いままでの共学よりは安心かしら」

「ママったら……」

　リエの眉まゆがふとくもった。

〝ママのせいよ、こうなったのは……。パパが可哀かわいそう。パパったら、なんにも知らないんだもの〟

　そのリエの思いには気づかないまま、美和子がいった。

「それに、あの学校には立派な音楽室もあるし、グランドピアノだってありますものね。ママはあなたが、ピアノをやめるっていいださなかったことだけ、ホッとしたわ。リエ、ピアノはちゃんとつづけるのよ。ママは、あなたにピアニストになってもらいたいのよ。そのために子供のころからピアノを習わせたんですからね」

「おいおい、そんな先のことまで……リエが可哀そうじゃないか」

　悠介の声に、美和子は美しい横顔をみせた。パールのネックレスが、細いエリ足にぴったりと貼りついている。

「あなたって、のん気なんですもの。リエだってもう高校二年生なんですよ。そろそろ将来のことだって考えないと……」

「わかってるよ、なあ、リエ」

「はい、パパ」

　後ろの座席で答えながらリエは、美和子の白いエリ足から目をそらした。ほつれ毛が幾いく本ほんか首の周りに渦うず巻まいている。

　きれいなエリ足だった。

〝このエリ足に、南なん条じょう先生の唇が……〟

　思い出したくないことだった。リエはそっと目を伏せて、母の首筋を見まいとした。

「ねえ、リエ……リエったら」

「は、はい、ママ……」

　リエはあわてて顔をあげた。美和子が助手席からリエをのぞきこんでいた。濃い口紅の色が鮮やかだった。

「また、ぼんやりしてる……向こうへ行ったら先生のいうことを聞いて、何かあったら手紙を書くのよ」

　美和子のお説教がましい声をさえぎるように、悠介が陽気にいった。

「共学のほうがよかった、なんてくれぐれも書かんでくれよ」

「まあ……パパったら、いやな人」

　笑い出した美和子の顔からスッと目をそらして、リエは小さく唇をかんだ。

〝男の人なんて……もうリエには関係ないもんね……あたし……ママのようにはなりたくない〟

　冬枯れの景色に目をやりながら、リエはまた家庭教師の南条恒つね夫おのハンサムな顔を思い出していた。




　──ママのお化粧が濃くなったのはいつごろだったかしら。そう、高校に入って、南条先生が家にくるようになってからだわ。そしてあたしが、夜、はずかしいことを覚えてしまったのも……いままで思い浮かべた男の子のだれよりも、すごく感じた。でも、もうあんなこと、しないわ。絶対に、南条先生のことなんて思い浮かべない……だって、あの夜──。

　それは昨年の初冬のことだった。

　いつものようにリエは自分の部屋で南条恒夫に英語と数学をみてもらっていた。

　リエの胸はドキドキしていた。南条恒夫に会った時、リエは初めて恋をしたのだ。

　南条恒夫は大学三年生。リエの周りにいる男の子たちとは違った大人の雰囲気があった。

　キリッとした眉と、大柄な体。大学でラグビーをしているという南条恒夫は、いかにもスポーツマンらしくて、礼儀正しかった。

「なかなかいい青年じゃないか」

「ええ、リエの先生にピッタリだわ」

　母の美和子も父の悠介も南条を気に入っていた。

　でも、リエの気き持もちにはだれも気づいていなかった。

　リエは、傍でノートをのぞきこんでいる南条の男っぽい匂いに、胸をドキドキさせていた。

　もう少し南条が顔を寄せたら、リエの髪に触れそうなほど近くにいる。

　清潔な男っぽい爪が、参考書をめくっていた。

　手の甲に生えている濃い毛が、リエの胸を苦しくさせた。

〝センセイ……もっと近くへきて……リエ、先生のこと好き〟

　もう何度も心の中でつぶやいた台詞が、いまにも喉のど元もとに出かかっている。

　リエはそれをグッとのみこんで、ノートに必死に目をこらした。

〝センセイは、リエのこと、どう思ってるのかしら……センセイ、ステキだから、きっとガールフレンドもいっぱいいるんだろうなあ。リエなんか、メじゃないんだわ〟

　机の上には、テストの用紙が置いてある。英語と数学の成績はトップだった。これも、南条にほめられたくて、一生けん命がんばったのだ。

「よくできたね、リエちゃん。ボクもうれしいよ」

　南条はよろこんでくれたが、リエはもの足りなかった。

〝センセイ、もっとほめて……リエを、リエをぎゅっと抱きしめて……。もし、想像がほんとうになったら、リエはもっとがんばるわ〟

　思いながらリエはじっと待ったのだ。

　でも、何も起こらなかった。

　テストの用紙を机に戻すと、南条はいつものように参考書を開いてこういった。

「さて、前回はどこまでだったかな」

「センセイ……」

「ん……どうした、リエちゃん」

「い、いえ、なんでもありません」

　とても淋しかった。自分の気持なんて何ひとつわかってくれない南条が恨うらめしかった。

　今度こそ、南条にラブレターを書こう。彼の鞄かばんの中に忍しのばせたら、彼はどんな顔をするかしら。

　少しも勉強に身が入らなかった。

　ぼんやりとしているうちに二時間はアッという間にたってしまった。

「じゃ、今日はこれまで」

　リエはがっかりした。

　しかも美和子がタイミング良く顔を出して、南条にいった。

「先生、ちょっとリエの進学のことでお話が……。少し時間をいただけます？」

　リエはますますがっかりした。いつもだったら勉強後三十分ぐらい、南条はリエの部屋で雑談をしていくのだ。

「リエちゃん、冬休み、パパとママとスキーに行ったんだって？」

　一年ほど前の正月明け、南条は雑談を始め、リエにスキーが上手になるコツを教えてくれた。

　あの時、手をとって腰の落とし方や、ストックの持ち方を教えてくれた。腕に触れた南条の手のぬくもりや感触を、リエは忘れていなかった。

　勉強が終おわったら、スキーの話をして、もう一度南条に手とり足とり教わろうと思っていたリエは、しょんぼりと美和子をみていた。

「リエ、ママは先生と大事なお話がありますから、邪魔にならないようにね」

　美和子の声は優しかったが、大人同士の話なんだから、リエはここにいなさい、というニュアンスがこめられていた。

「はい、ママ」

「さっきの問題、解いてごらん。きっときみならできるから」

　南条がそう言い残し美和子と一緒に下に降りていってしまうと、リエはベッドにひっくり返った。

「アーア、つまんない」

　ぬいぐるみのスヌーピーやベアがベッドの上に行ぎょう儀ぎよく並んでいる。そのひとつひとつの顔にリエはそっとたずねた。

「センセイは、あたしがスキ？　キライ？　どっちでもいい？」

　フーッとタメ息が洩もれた。

「あたし、こんなに好きなのに……」

　リエは、そっと自分のスカートの中へと手をやった。

　自分でもよくわからないのだが、南条が来る日、勉強が終るといつもそこが濡れているのだ。

　初めてあそこに触った日も、南条が帰った夜だった。

　あの日はいつまでも南条の顔が頭にちらついて眠れなかった。体が、びっくりするほど火ほ照てっていた。

　なんだか、ヘン、あたし……。

　うずいているのがどこなのかわからないまま、リエはおずおずとパンティの上へと手をやった。

　そして、あそこがしっとりと湿っているのに気づいたのだ。

　上から指でそっとなぞると、じいんとした快こころよさが体中に広がった。

　がまんできなくなって、パンティの中に手を入れた。尖とがっていた。触れるとズキンとした快感があった。

　指が止まらなくなり、リエは夢中であそこをさわりつづけた。

〝あ、すごく……いい気持……なんなの、これ……あたし……あ……いや〟

　おそれと快さでふるえながら、リエは一番感じる芽めをさぐりあててとびあがった。

〝すごい……ここ……ああ……リエ、ヘンになりそう……〟

　熱くてとろけそうな気分だった。さわりつづけているとどんどん熱さが増して、自然に喘あえぎがもれた。

　体がトロンとして、指まで熱く濡れた。そしてリエは、敏感な芽がキュッと引き締まり、いままで感じたことのないすごい波が体の中を通り抜けていくのを感じたのだった。

〝ア……ア……アッ〟

　のけぞりながらリエは、思わずスヌーピーをしっかりと抱きしめていた。

　それがリエの初めてのオナニーだった。

　それから時々、リエは夜になると自分のものにさわってみた。

　いつもは乾いているそこが、指でさわっていると少しずつ湿ってくる。

　その日も、すごく濡れていた。パンティの上からでもはっきりとわかった。ひんやりとしたものが、リエの割れ目を包んでいた。

〝いやだわ、リエったら、なんにもしないのにもうこんなに……はずかしい……〟

　でも、一度さわったら、どうしても止めることができなくなってしまう。

　リエはそっと、人差指の腹で敏感な芽をなぞりあげた。

　背筋がビクッとふるえ、目がトロンとしてくる。眠たいような、くすぐったいような快さが全身をおおう。

　リエはゆっくりとパンティをぬぎ、ベッドに横になった。

　枕に体をもたせかけて、足を少し開いた。

　もう一度、指をあそこに当てた。最初はおずおずと、少しずつ力を入れて……。

　じーんとしてくる。なんだか、腰もムズムズしてくる。

　まつげをふるわせながらリエは喘いだ。

「ああ……センセイ」

　南条の顔を思い浮かべると、芽が硬く尖ってくる。そして、蜜みつもあふれてくるのだ。

　指はもうぐっしょりだ。

「はあっ……あ……あ」

　ギュッとリエはシーツをつかんだ。

「あ……リエ、ダメ。センセイ……リエ、もうダメ……体が浮いてる……あそこがすごく……すごく熱くて……あ……いや」

　足の指がギュッとそり返り、リエは手の甲を硬く口に押し当てた。

　指は、せわしなくあそこをまさぐり、芽を撫なでつづけていた。そしてリエは、大きな快感にさらわれて首をそらした。

「もう……ダメェ……リエ……あ、あ……」

　胸が大きく波打っていた。

　体中が汗ばんでいる。

　リエは尖っている乳首をギュッとつかみながら、しばらくぼんやりと天井を見ていた。

　部屋はとても静かだった。階下からも人声はしない。

　机の上には、ついさっきまで勉強していたノートや参考書が広げっ放しになっている。

　リエはハッと我に返り、顔を赤らめた。

〝リエったら……悪い子、また、しちゃったんだわ〟

　小さな罪悪感が胸をしめつけた。リエは、後ろめたい気持を払うように、チェストから新しいパンティをとり出して身につけた。

　身み支じ度たくをととのえると、もう一度耳を澄ました。

　あれからどれぐらいの時間がたったのか、南条の声も美和子の声もしない。

〝センセイ、もう帰っちゃったのかなあ〟

　そっと、階段を降りていった。

　居い間まにはだれもいない。ウイスキーのグラスとチーズや薫くん製せいの肉を盛ったオードブル皿がテーブルの上にのっていた。

　美和子の姿もない。

〝センセイ、帰っちゃったんだわ〟

　がっかりして、シャワーでも浴びようとした時だった。

　どこかで、美和子のくぐもった笑い声を聞いたような気がした。

「ママ……」

　美和子の部屋で、低い人声がするのだ。

〝センセイの声だわ……なんだ、ママの部屋でお話ししていたのか。まだ帰ってないんだわ〟

　声につられるようにリエは美和子の部屋のほうへと歩いていった。

　大人の話を邪魔するようで、いつの間にか忍び足になっていた。

　もう声はしない。

　ドアは閉まっていた。

　そっとノブに手をかけ、耳を澄ました。

　空耳だったのだろうか。

　部屋の中をのぞくつもりはなかった。でも自然にノブを持つ手に力が加わり、つい回してしまっていたのだ。

　部屋の中は薄暗かった。

　ロッキングチェアの背もたれに、南条の背せ広びろが無造作にひっかけてあった。

　そのロッキングチェアの向こう、厚いジュータンの上に、美和子が着ていたワンピースが落ちていた。

　そして、ドアの細いすき間からリエは見たのだった。

　あんなにも憧れていた南条が、美和子の体におおいかぶさっているのを……。

「あなた……悪い人ね……あ……もっと……」

「奥さんだって……ボクを誘ったりして……」

「いいの……好きよ」

　二人の含み笑いと喘ぎが交互した。

　リエはスーッと体が冷たくなっていった。

　ドアを音もなく閉めると、リエは再びしのび足で部屋に戻った。

〝ママと南条センセイが……〟

　信じられない光景だった。気が狂いそうだった。

〝あたし、なんにも知らなかったなんて……もう、センセイなんてキライ……ママも大キライ〟

　リエは、青い顔で唇をかんだ。

　美和子の仄ほの白じろい体と、南条の裸の背中がいつまでもリエの脳裏に残っていた。

　リエは、激しく頭を振った。

〝ひどい……ひどいわ……あたし、メチャメチャになりそう……ママのバカ……〟

　リエは、ベッドの上で啜すすり泣いた。憧れが黒く汚けがされてしまったのだ。今日まで輝いていたものが光を失ったばかりではなく、踏みにじられてしまったのだ。

〝もう、リエ……男の人のことなんて思わない……もう、二度とセンセイのことなんて……〟

　涙のにじむ目を伏せて、リエは決意した。そして、思ったのだ。

〝このことは、パパにはいうまい。大好きなパパを苦しめたくはないもの。でも……ママのいる、この汚らしい家なんか……リエはもう……この家にいたくない……〟




「……リエ……聞いてるの？　ほんとにこの子ったら、このごろ他よそ事ごとばっかりに気をとられているんだから……リエ」

「あ……はい、ママ」

　我に返ったリエは、振り返って自分を見ている美和子にやっと気づいた。

「な、なあに、ママ」

「忘れ物はないわね、足りないものがあったら連絡するのよ。すぐに送りますから……」

「はい」

　リエは素直にうなずいた。

　車は、海から少し入った道を上っていた。

　この坂道の上に聖アザレア女子学園があるのだ。

　冬枯れの木こ立だちの向こうに、赤い鐘しょう楼ろうの屋根が見える。

　いま車は、重厚な煉れん瓦がの門をくぐろうとしていた。

　リエは車のシートで背筋をのばした。もう南条のことは忘れるのだ。そして、十字架の下で清きよらかな日々を送るのだ。

〝神さま……あたしはもう二度と男の人に憧れたり、信じたりはいたしません〟

　リエは、冬の光の下で青白く輝いている礼拝堂の屋根の十字架を見あげた。おだやかな冬の陽ひに、どこもかもが洗われていた。まるでリエの出発を祝うように……。




　鐘楼の鐘かねの音ねが止むと、礼拝堂の中は静まり返った。

　リエは、たくさんの女子生徒の間に立ち、マリア像のある台座をみつめていた。

　リエの耳には、低いがよく通る学園長の声が届いていた。尼に僧そう姿の学園長の胸には金の十字架が輝き、窓にはめこまれた色とりどりのステンドグラスの光が、部屋じゅうにふり注そそいでいる。

「……新学期が始まりました。新しい年あけに、元気なみなさんのお顔が見られたことを神に感謝いたします」

　学園長はゆっくりと女子生徒をながめ回し、かすかな微笑を浮かべた。化け粧しょう気っけのない顔が生き生きと輝いている。

　学園長は、言葉をついだ。

「ここで、生徒会長の早はや川かわなおみさんに、新学期の挨拶をしていただきましょう。早川さん、前へ……」

「はい」

　澄んだ声がリエのずっと背後でした。かすかにざわめく生徒の群れの中から、規則正しい足音が聞こえた。

「生徒会長の早川なおみさん……どんな女ひとかしら」

　前を向いたままのリエの耳に、落ちついた足音が近くなる。

　早川なおみは、整列した生徒たちの間を、速くもない遅くもない、乱れひとつない歩ほを進めて、やがてリエの傍そばを通りすぎた。

　ほのかなシャンプーの匂いがリエの鼻をくすぐる。

　ほっそりと美しい体つきだった。制服で身を包んだ早川なおみは、大人びた横顔を見せて、つつましく目を伏せていた。

　肩にたれかかった柔らかな髪が、歩くたびにふわりと持ち上がった。

　リエはその優雅さに目をうばわれていた。

「うわぁ、なんてきれいな女ひとなの……あたし憧れちゃう……」

　なおみの後うしろ姿すがたは乱れがなく、物おじひとつせずに演台へと進んでいく。

　やがて、演台にのぼりきると、なおみは背筋をまっすぐに立てた美しい姿勢で、静かに話し始めた。

「豊かなる神の恵みと、その深き慈じ愛あいに包まれた私たちの新しい学びの日々が始まろうとしています。それは神が、私たちにお与えくださる新たなる試練の日々でもあります。私たちは試練を求める心と汚れなき愛をもって、その試練に立ち向かわなくてはなりません……」

　リンと澄んだ、美しくしかも奥行きのある声だった。

　リエは、キラキラと目を輝かせ、挨拶をする早川なおみに釘くぎづけになっていた。

　まっすぐ立った清らかな姿勢は、背後のマリア像をいっそうきわ立たせ、その声のひびきは、高い礼拝堂の天井に、しみ通っていった。

　泣きそうになっている女子生徒がいた。

　うっとりとなおみをみつめている生徒もいた。みんな、なおみを信頼しきっているようだった。

　リエもまた、なおみの挨拶をかなしばりにあったように聞き入っていた。

「なんてきれいな声なの、深くて柔らかくて……しかもリンとしていて……まるで、遠くで鳴る鐘の音みたい……ううん、鈴すずだわ。金色の鈴……」

　リエがボーッとみつめているうちになおみの挨拶は終わった。

「……私たちに、神のご加護がありますように。アーメン」

　静かに十字を切る隣となりの生徒を真ま似ねて、リエも十字を切った。

　なおみが、ゆっくりとこちらに戻ってくる。演台に上った時の、静かな歩調は変わらなかった。リエはくい入るように、なおみをみつめていた。

　ほんのりと頰ほおが紅くれないに染まり、目がキラキラと輝いていた。長いまつげが、びっくりするほど大きな瞳を隈くまどっていた。

　横顔よりも、正面のほうがずっと美しい。抜けるような白い肌、そして黒々とした髪。すんなりと伸びた長い足。

〝……美しいひと……〟

　リエがそっと心の中でつぶやいた時だった。みつめつづけるリエの視線に気づいたのか、なおみがふと顔をあげた。

「あ……やだ」

　視線が合った。リエは頰を染めた。自分でも思いがけない反応だった。

　はじらうリエの瞳の中に、なおみの目が深々と入りこみ、そしてリエにだけわかるかすかなゆらぎで笑ったのだ。

　ほんの少し、そこに熱意をこめて……ほんの少し、二人だけにわかる秘密をこめて……。

　リエはそれを、なぜだかわからないけど、ドキドキしながら受けとめていた。




　またたく間に一週間がたち、リエはようやく、美和子と悠介にあてた手紙を書いていた。

　それまでの日々、なにひとつわからない学校の習慣にマゴマゴし、すっかり疲れ果てて手紙を書く余裕がなかったのだ。

　リエは、学園の簡素なレターペーパーに、文字を連つらねていた。




『パパ、ママ、お元気ですか？

　あっという間に一週間が過ぎ、リエは元気いっぱいに暮らしています。パパもママも心配しないで。先生もシスターもクラスの子も、とても親切です。校則は厳しいけど、慣れてしまえばとても快適。特に、周りの環境が素晴らしくて、都会にいた頃の空の色とは全然違います。授業が終わるとひとりで学校の周りを散歩していますが、まだどこになにがあるのかわからなくて迷っています。

　いまは、同じクラスの工く藤どう真ま理りという女の子と一緒の部屋にいますが、来週あたり、この学校のことがよくわかるように、上級生のかたと同じ部屋にしてくださる、とシスターがおっしゃっていました。

　ママ、音楽室にあるピアノも自由に使えるようにシスターに頼んでおきましたから、きっと来週からは使えるようになると思います。パパも、園長先生に頼んでくださったんですってね、パパ、サンキュー。

　リエはとても元気です。部屋替え、どんなかたと一緒になるのか、とっても楽しみです。

　あ、それから、まだあたしは見ていませんが、鐘楼から海がみえるそうです。いつかのぼってみるつもり。

　じゃ、パパ、ママ、お休みなさい。神のご加護がありますように（これは夜のお祈りなんです。お祈りもずいぶん覚えました。すごいでしょ！）。リエ』




「リエ、まだ起きてるの？」

「うん、もうすぐ終わるわ」

「あ、そうか。パパとママに手紙書いてるんだ」

　同じクラスの真理が、ベッドの上からリエに話しかけた。

　リエは、机に向かいながら、封筒に父の悠介の名前を書き記した。そして、そっと封筒の表を撫でた。

　この学園に来てから、ふしぎと一度も家庭教師の南条恒夫のことは思い出さなかった。

　規則正しい生活と、同室の真理ののびのびとした性格がいやなことを忘れさせてくれたのだ。

　真理がいなかったら、リエはきっと、もっともっと落ちこんでいただろう。この一週間、慣れない学園で、いろんなことを教えてくれたのは真理だった。

「リエ、廊下は走っちゃだめよ」

「リエ、食事の前には必ずお祈りがあるのよ」

「リエ、ここじゃマンガは読んじゃいけないの。毎日聖書を数行ずつ暗記するの」

　どれだけ真理にお世話になったかわからない。

　いま、真理は、清潔な白いシーツの上に寝そべって、禁止されているはずのマンガを読んでいた。こっそりとベッドの下に隠しているのだ。

　それを見て、リエはクスッと笑った。

　真理もクスッと笑い返す。

「いいの、いいの、たまには息抜きしなきゃ。みつからなきゃいいんだから……」

　真理は無む邪じゃ気きにいった。リエはそんな真理が大好きだった。

　子供っぽくて可愛い真理。その真理は、父親が再婚した新しい母親に、どうしてもなじめなくてこの学園に来たのだった。

　聖アザレア女子学園の生徒は、みんな政治家の娘、外交官の娘、富豪家の娘たちだったが、真理もそうだった。

　何ひとつ不自由ない家庭に育った真理は、どこかおっとりとして年よりも幼く見えた。

　同じ年なのに、リエは時々、真理のほうが年下に感じることがあった。

「ねえ、リエ、男の人と手を握ったことある？　あたし、まだないの」

「ねえ、リエ、キスってどんな感じがするものなの？　ほんとうに、鼻と鼻がぶつかるのかなあ」

　無邪気にたずねられるとリエも困るのだったが、真理と話している時は楽しかった。

　真理がいま夢中になっているスターは映画「愛と青春の旅立ち」のリチャード・ギアだった。

「あたしいつか、リチャード・ギアみたいな人、みつけるんだ。リエ、あたしの夢は、あんな人があらわれて、サッと抱きかかえて連れ去ってくれることなの。あたしのプリンス、王子さま……リエ、笑わないでよ、本気なんだから……」

　リエは笑いながら真理の無邪気な話を聞いていた。

　真理に「あたしはもう男の人なんかいいの」といいたかったが、まだリエにはいえない。真理の夢をこわしたくないのだ。

　手紙を書き終わり、パジャマに着替えたリエの耳に、ドアをノックする音が聞こえた。

「はい」

　真理が、マンガ本を枕の下に隠し、すばやく起き上がる。

　ドアの外にはシスターが立っていた。

「十時の消灯の時間ですよ。一緒にお祈りを。今日一日の神のご加護に感謝します。安らかな眠りを」

　ドアの前に跪ひざまずいて、リエは首を垂たれた。真理も、床に跪き、静かに唇を動かしていた。

「今日一日の、神のご加護に感謝します。安らかな眠りを、アーメン」




　教室の高いガラス窓から、冬の柔らかい陽ざしがいっぱいにあふれていた。

　新しい学校での緊張が、少しずつ薄らいで、リエがこの聖アザレア女子学園に来てから十日が過ぎていた。

　窓の外の木立の向こうに、遠く煌きらめく海がある。うっすらと黄色味を帯びた冬の海は、眠くなるほど静かだった。

　リエは、しんと静まり返った教室にひびく英語教師の声を聞きながら、礼拝堂で見たなおみの、キラキラと輝く目や美しい姿を思い出していた。

　あれから一度も、なおみには会わない。

　一年上級のなおみの校舎は隣にあり、寄宿舎の棟むねも違う。

　もう一度、あのひとに会いたい……ステキなひとだった……。

　英語教師のシスターの事務的な口く調ちょうが、耳の端をボーッと通りすぎる。

「……というわけで、今日は基礎的な前置詞の勉強をいたしましょう……ここにある五つの例題は、いずれもみなさんが今まで勉強してきたものの応用です……１の例題は……」

　真剣に黒板をみつめている級友のなかで、リエは鉛筆をクルクルと回しながら上の空だった。

〝どうしたらまたあのひとに会えるかしら。……でも、会ってもあたし、なんにもお話できないだろうな……だって、だってあたし、あのひとのこと、なんにも知らないんだもの……〟

　いつの間にかリエの目は黒板を離れ、白いノートにいっぱい同じ文字を書いていた。

「早川なおみ　早川なおみ　早川なおみ……早川なおみ……」

「……さん、……リエさん」

　遠いところで自分の名前を呼ばれたような気がした。ノートから顔を上げると、みんなの目がリエに注がれていた。

　ハッとしてリエは、早川なおみの姿を脳裏から追い払った。

　今度ははっきりと、黒板の前に立ってこちらを見ているシスターの声が聞えた。

「小松崎リエさん、さっきから何をぼんやりしているんです。さあ、いま私がここに書いた五つの例題をといてごらんなさい。空欄を、適切な前置詞で埋うめるのよ……」

「あ……はい」

　あわててリエは立ち上がったが、いままで授業を聞いていなかったせいで、黒板に書かれている例文が頭に入ってこない。

　ためらいながら、リエは黒板の前に立ち、１から５までの例文に目を走らせた。

　しかし、あわてているせいか、なにがなんだかちっともわからない。

　うろたえているリエに追い打ちをかけるようにシスターの声が後ろからひびいた。

「どうしたの？　あなたは前の学校の学年でトップだったはずよ、あなたならきっととけると思うけど……」

　教師の険けんのある口調に、白はく墨ぼくを持つリエの手がかすかにふるえた。

　あせればあせるほど、ひとつも単語が出てこないのだ。

　教室の中はしーんとしていた。みんなが、かたずをのんでリエを見守っていた。

「あ……あの、先生……あたし……先生のお話を……」

　恥ずかしさと惨みじめさで、顔が真まっ赤かになった。うなだれてリエは、厳しい顔をしている英語の教師に素直に謝るつもりだった。

　その時、静まり返った教室の片隅で、ガタンと椅子の動く音がして、一人の少女が、ツカツカと黒板に向かって歩いてきたのだ。

　少女は、瘦やせた手でついとリエの持っていた白墨を取り上げ、無言で黒板の空欄を埋め始めた。

　リエもみんなもあっけにとられていた。まるでリエの姿なんて見えないといった、堂々とした態度だった。

　答こたえを書き終わると、少女は来た時と同じように、平然とした態度で席へと戻っていった。

　前髪を切り揃えた瘦せっぽっちの少女は、動揺するふうもなく、かといって得意げでもなく、静かに前をみつめていた。

「よ、よくできましたね、碧みどりさん」

　教師があわてて碧をほめた。その言葉をきっかけにして、教室にホッとした空気が流れた。

　リエも、ホッとタメ息をついた。

「さあ、リエさん、席に戻って。ぼんやりしていちゃダメよ。ここは、勉強の場所なんですからね、授業に心を集中してください」

「はい、先生」

　しょんぼりとリエが席に戻ると、教室内はふたたび和なごやかな空気に変わり、教師の機嫌も直ったようだった。

　鐘が鳴り授業が終わると、リエは教室を出た。なんとなく一人になりたかった。さっきの恥ずかしさを、寄宿舎に戻って洗い流したかった。

　廊下に出ると、真理の声がした。

「リエ……リエったら」

「あ、真理」

　同じクラスの陽よう子こや久く美みも一緒だった。

　胸にノートを抱えながら、みんな一群になってよく磨みがかれている廊下を歩いた。

　真理の頭のリボンが、歩くたびにピョコピョコ揺れている。真理は、しょんぼりとしているリエをのぞきこんでいった。

「気にしない、気にしない。あの先生、いつもああなの」

「そうよ、あたしも以前、ずいぶんいじわるされたのよ」

　陽子という、スポーツ選手みたいにがっしりした体つきの少女がいった。

「あの先生ね、神に仕つかえているくせにとっても嫉しっ妬とぶかいんだ。新入生とか転入生とか、必ず一度は、ああやってイビるのが趣味なんだから」

　久美がいった。

　リエは、頭をふって小さく笑った。

「ううん、さっきは、あたしがいけなかったのよ、ぼんやりしてたから……」

「ぼんやりしててもしていなくても、あの先生、どのみち一度はリエにいじわるしたわよォ。だって、あの先生のあだな……」

　いいながら真理はクスッと笑った。

「ストーン先生って、あたしたち呼んでるの。ストーン・ヘッド、わかる？　石頭ってこと」

　みんな、くすくすと笑い出した。

　リエも、なんだかおかしくなって笑ってしまった。どうやら厳格なカトリックの学校でも、教師にあだなをつけるのは同じらしい。

　リエは、笑ってしまってから少し後ろめたいような気持になったが、それにしても、あの教師の顔は、ざらっとした石に似ていた。

　そう思うと余計におかしくて、さっきまで落ちこんでいた気持が、一気に晴れていった。

「そういえばリエ、リエはすっごくピアノがうまいんですって？」

　真理が、無邪気な声で話題を変えた。

「えーっ、ほんと？」と陽子。

「そうなの、春のコンクールに出るのよね。あたし、花束持っていっちゃう。ね、リエ、忘れないで招待してね」

「あ、あたしも……」

「わぁ、あたしもよ、ステキねぇ」

　ワイワイ、みんな勝手なことをいっている。リエは、恥ずかしさに小さくなりながら、それでもうれしかった。

「今日はドジっちゃったけど、リエはもともと優等生なんだもの。いいなぁ、アタマよくてしかもピアノがうまくて……。あたし、リエのこと尊敬してるんだ」

「そ、そんな……真理」

　お世せ辞じでもなさそうな真理の口調に赤くなったリエは、なんだか居心地が悪かった。聖アザレア女子学園に来てまだ日数もたたないうちに、こうして真理のようにリエを励はげまし、慰なぐさめてくれる女の友だちができるとは、夢のようだった。

　以前の学校は共学だったせいか、女の子はどうしても男の子に関心がいってしまい、ほんとうに仲よしの女の子は少なかったのだ。

　リエの場合、家庭教師がいたから塾通いもしなくてすんだし、どちらかというとお嬢さんといった感じで、友だちには敬遠されていた。

「リエんちは、お金持ちだもんね。あたしんちとは違うもん」

「リエは、きっと大人になっても優雅にピアノ弾ひいたりして、きっとエリートの男性と結婚するんだろうなぁ」

　そんなふうにしか、見てくれなかったのだ。

　リエは、この聖アザレア女子学園に来て、初めて周りととけあい、ほんとうの友だちができそうな気がしていた。

　フッと優しい気持になって、真理のほうを見た時だった。廊下の後ろから、足あし早ばやに、彼女たちを追い越していく少女がいた。

　さっき、リエを助けてくれたあの瘦せっぽっちの少女だった。

　まるで、少年が歩いているみたいだ。

　リエはあわてて、少女のあとを追った。

「あ、あの……」

「なあに」

　少女が、振り返った。さっきと同じように平然と落ち着いた視線がリエに注がれている。

「あ……碧さん。さっきはありがとうございました。あたし、ぼんやりしてて……」

　リエがいうと、碧はまじまじとリエをみつめたかと思うと、冷たい笑いを浮かべた。

「あんなことでしたら、いつでもどうぞ。でも、あの先生の前じゃ、これからはぼんやりとしないことね。じゃ」

　それだけ言うと、さっさと廊下の先へと消えていく碧を、リエはあっけにとられてみていた。

　まるで、みんなと関わりあいになるなんてごめんだわ、といった感じだった。

「なあに、あの態度……」

「なによ、あの子」

　陽子と久美が、顔を見合わせてつぶやいた。

　小さくなっていく碧の頭を、まだぼんやりとみつめていたリエに向かって、真理は口をとがらせて耳打ちした。

「リエ、気にしないで。あの子、クラスの変わりものなの。あんまりしゃべらないし、それに、陰いん気きなのよ。あたし、ああいう子、好きじゃないなぁ。なんか、大人ぶっちゃってて、気取ってるんだもん」

「そう……」

「それにさぁ」

　陽子がいった。陽子は他人のスキャンダルとなると俄が然ぜんと元気が出るらしい。

　身をのり出して目がキラキラと輝いている。大柄な体つきの女の子のくせに、声をひそめるとひどく気弱に見える。

「家庭に問題があるんですって。なんでもね、ママはいるけど、パパがいないんだって」

「それ、どういうこと？　死んじゃったの？」

　久美がけげんそうにたずねた。

「ううん、違うわよ。パパとママが一緒に暮らせない関係……。やあね、わかんないの？」

「ふうん」

　久美も真理もきょとんとしている。

　陽子は、どこで仕入れてきたのか、得意気に碧のことを話しつづけた。

「だからあの子ね、一時すごいグレててね。いろいろあってこの学校に来たんだって」

「そう……ここにいる人たちも、いろんなことがあるのね。お金持ちで、とても幸福そうに見えても……」

　リエはつぶやいた。

　真理だってそうだ。新しい母親がキライで、真理はここに来たのだ。

「あたしだって……」

　リエは思う。碧や真理と同じだ。

　美和子の浮気を見たばっかりに、この学園を選んだのだ。

　でも、とリエは思った。

　もう南条のことは忘れたけど、好きなひとが欲しい。心があたたかくなって、優しい気持になって、そして、そのひとのためだったら、どんなことでもできるような、そんなひとがほしい……。

　リエは、陽子や久美や真理の、無邪気なはしゃぎ声を聞きながら、碧の消えていった廊下の先の、陽の照っている庭をみていた。

　あの後ろ姿。少年のように瘦せていて、なんだか折れそうだった。

　そして、あの目。

　とても、あぶなくて、とても淋しそうで。

　リエは、教室でリエを助けてくれた碧の冷ややかな顔や、廊下での会話を思い出して、碧という少女になぜか心を魅ひかれているのを感じていた。




　聖アザレア女子学園の、がっしりとした校舎には、いたるところに精巧なステンドグラスがはめこまれていた。

　音楽室にも、群むれ集つどう天使たちが、翼を広げてうたっている絵柄のステンドグラスが天井まではめこまれていた。

　冬の放課後、淡い光を浴びながら、リエは無む心しんに春のピアノコンクールの課題曲と、自由作品の練習をしていた。

　昨日、音楽の教師がリエを廊下で呼び止め、にっこりと笑っていった。

「リエさん、許可がおりましたから、音楽室、いつでも使っていいですよ。あ、これ鍵。他にも使う人がありますから、いつも私のところに預けてくださいね」

　リエは、早速、今日の午後、授業が終わると音楽室に飛んできたのだ。

　ピカピカに磨かれたピアノは、少しも音に狂いがない。

　淡いステンドグラスの光が鍵盤の上に落ちていて、いかにも誰かに弾かれるのを待っているように見えた。

　リエは、静かに椅子に腰をおろし、指をキーの上に乗せた。

　子供のころから、毎日、ピアノを弾かなかった日はなかったように思う。

　それが、この聖アザレア女子学園の、転入後のあわただしさや規則の厳しさのせいで二週間近くのブランクができたのだ。

　キーにおろした指はすっかり固くなっていた。

　それが少しずつ柔らかくなり、一時間もするとリエの体も指も、リズムと勘かんを取り戻していた。

　指が、自然にメロディをなぞり、体の中から音が湧き出してくる。

「ああ、いい気持……二週間もピアノを弾かなかったなんて……」

　リエはうっとりとして、音に体と心をまかせていた。

「月光」はリエの大好きな曲だ。そしてショパンの「ノクターン」……。

　ショパンの小曲なら、リエはたいていの曲は弾きこなすことができた。

　コンクールの自由曲も、大好きなショパンからとったのだ。

　無心にピアノを弾くリエは、音楽室のノブが回り、だれかがそっと入ってくるのに気づかなかった。

　目を閉じ、体の中からあふれる音、つむぎ出される音に没頭していたリエは、だれかがすぐ隣で、別のキーを叩く音を聞いてハッと指を止めた。

　いつの間に入ってきたのか、傍に立ってほほえんでいるのは、あの憧れの上級生、早川なおみだった。

「あ……」

　リエは、息をのんだ。

　やさしくリエをのぞきこみながら、なおみの白い指が、高音のキーを押おさえていた。

　その高い突き抜けるような音の残響がリエの頭をクラクラとさせた。

　ステンドグラスの光の中に音が消えていくと、なおみは柔らかな声でいった。

「とてもお上手なのね、あたしが入ってきたのにも気づかないで……あなた、かわいかったわ」

　かわいかった、といわれて、リエは赤くなった。その表情の変化をとらえて、なおみはなおも優しくたずねた。

「あなた、転入生？」

「は、はい」

「そう。あたし、早川なおみ」

「知ってます。新学期の挨拶を礼拝堂で……あ、あたし……小松崎リエといいます」

「そう、リエちゃん……」

　なおみはにっこりと笑った。

「わからないことがあったら何でも聞いてね」

「はい、早川せんぱい」

「あら、早川せんぱい、は、やめて」

　なおみは軽くにらむようにリエを見ていった。

「名前で呼んでちょうだい、なおみって……」

「でも……はい、なおみお姉さま……」

「ま、お姉さまだなんて……でもいいわ、あなたにそう呼ばれるんなら」

　フッと目の奥が揺れたかと思うと、なおみはリエのすべすべとした頰ほっぺを軽くつついた。

　優しい微笑を浮かべながらなおみは、白い指先でピアノのキーを指さした。

「さあ、もう少し聞かせてちょうだい。あたし、ピアノの音があんまりステキだから来たのよ。いいこと？」

　リエは、胸がいっぱいになりながら、素直に椅子に腰をおろした。

　なおみが傍で聞いていると思うと、体が硬くなって胸がドキドキしたけれど、指を降ろした途端に、音がつむぎ出されていく。

〝なおみお姉さま……聞いて。リエ、お姉さまのために一生けんめい弾きます〟

　なおみが軽く触れた頰の一か所が、焼けるように熱かった。

〝まるで、あたしったら……恋をしてるみたい、なおみお姉さまに……お姉さま……リエ、お姉さまが好き……〟

　思いながらリエは、なめらかに指を動かしつづけていた。

　なおみの髪やセーラー服に、ステンドグラスの光が注ぎ、美しいシルエットをつくっていた。

　じっとリエをみつめるなおみの瞳が濡れている。長い黒々としたまつげが、なおみの白く美しい肌に濃いかげりをつくっていた。

　そのなおみの目が、さきほど入ってきたドアのあたりに注がれていた。

　リエはなにひとつ気づかなかったが、ドアの陰にはもうひとりの少女が身じろぎもせずに立っていた。

　瘦せっぽっちの少女、碧だった。

　なおみと目を絡みあわせると、碧はフッと薄い笑いを浮かべた。

　なおみが、合図のように小さく顔を振って見せた。

　碧はそれを確かめると、音もなく音楽室のドアの陰から消えた。

　なおみの目が碧の姿を追いながら一瞬、残酷そうな微笑を浮かべた。

　しかしそれは一瞬のことで、リエが最後の音を押え、静かにキーから指を上げ、なおみの顔をみつめた時、なおみの表情は以前の優しい目に戻っていた。

　ほんのりと頰を紅こう潮ちょうさせているリエに向かって、なおみは心底、感動したといった声こわ音ねでいった。

「ほんとに、お上手だわ。あたし、何だかボーッとしちゃった」

「お姉さま……リエ、うれしい」

　リエの目をすくいとるように、なおみはそっと、ピアノの上に置かれたリエの手に自分の手を重ねた。

　ひんやりとしなやかな指だった。

「リエちゃん……ずっとお友だちでいましょうね」

「は、はい、お姉さま」

　きらきらと輝くなおみの目に吸いこまれるように、リエはうなずいた。

　感激だった。一ひと目め見た時から憧れていた早川なおみのほうから、リエに近づいてきてくれたのだった。

　どぎまぎしながらも、リエの心は舞い上がった。

　もうピアノの練習どころではなかった。リエはもっとなおみと一緒にいたくて、そっとピアノのふたを閉めた。

　ここで、このまま二人でおしゃべりができたら……。

　そんなリエの姿を探るようにみつめ、なおみはさりげなく聞いた。

「あら、もうピアノのレッスンはいいの？」

「いいんです」

「じゃ」

　なおみの顔がほころんだ。

「まだ早いから、寮に帰る前に学園の中を案内してあげる。まだゆっくり見てないんでしょ？」

「ほんとうですか？」

「ええ、リエちゃん、いらっしゃい」

「は、はい」

　リエはあわててなおみのあとを追った。思ったことが次々と実現されていくようで、なんだかこわい。

　なおみと二人きりで、散歩ができるなんて……。リエは波打つなおみの、長い髪を目で撫でながら、髪から漂ただよってくるシャンプーの清潔な匂いを胸いっぱいに吸いこんだ。

「ここが図書館よ、あちらはシスターたちの棟。ね、きれいな学園でしょ」

「ええ」

　冬枯れの庭に、落葉がたくさん舞っていた。

　校舎や棟の間にまばらな林があり、赤い煉瓦の歩道が棟と棟とをつないでいる。

　古めかしい建物なのに、どこもかもがよく手入れされているせいか、暗さは少しもない。

　ガラス張りの建物は温室だ。

「ほら、ここがシスターたちご自慢の天国の部屋……」

　いたずらっぽく、なおみがドアをあけると、中には色とりどりの花が咲き乱れていた。

「あたしたちも時々、手入れを手伝うのよ。クリスマスとか、卒業式や新入生の歓迎会、行事があるたびに、ここのお花を使うの」

　濃厚な匂いが、ガラスの部屋の中に漂い、中は汗ばむほどに暖かい。

　ちょうど一人のシスターが、温室の中で花をきっていた。

　シスターはチラッとなおみをみとめると、けげんな顔をした。

「あら、早川なおみさん……」

　なおみは、無断で温室に入ったことをとがめられる前に、素早くいった。

「シスター、ごめんなさい。転入生に学園の案内をしていたものですから」

「そう……」

　シスターの顔から不審の色が消えて、柔らかな微笑に変わった。

　ドアを閉めると、なおみはまたいたずらっぽい口調でいった。

「うふっ、ほんとは許可なく入っちゃいけないの。でも、いいわ、リエちゃんのためだもの」

　リエは幸せだった。なおみがこんなにも打ちとけてくれるなんて、そしてこんなに熱心にリエのために案内してくれるなんて……。

　シスターたちのいる棟を通りすぎると、人ひと気けのない道に出た。

　目の前には、ツタの茎くきが貼りついている重厚な礼拝堂が建っていた。

　新学期のミサの時、一度入ったきりの建物だった。

　なおみは、ツカツカと厚い木のドアに向かって歩いていく。

　ここも、普段は入ることを禁止されているはずだった。

　なおみは、素早くあたりに人気のないことを確かめると、木のドアを押した。

　ギイーッと、ドアが軋きしんだ。

　中はうす暗く、しーんとしている。

　黙って手招きするなおみのあとから、リエはおずおずと、礼拝堂の中へ入った。

　ステンドグラスに梢こずえの影が幾いく重えにも重なりながら揺れている。

　高い天井に、なおみの靴音がコツコツとひびき渡った。

　リエは、ためらいながらなおみに声をかけた。

「お姉さま……ここ、ミサの時以外は立ち入り禁止では……」

「いいのよ、ドアを閉めて」

　落ちついたなおみの声が、びっくりするほど大きく聞えた。

　リエの背後でドアが軋みながら閉じると、リエは手招きするなおみの姿に誘われて、礼拝用の椅子の間を、マリア像のほうへと近づいていった。

　うす暗い部屋の中に、なおみの影が長く伸びている。

　低いささやきが、リエの耳に届いた。

「いいのよ、リエちゃん……あなたと二人きりになりたかったの」

「え？」

　思いがけないなおみの声に、リエは立ちすくんだ。

　キラキラと光るなおみの瞳が、リエの間近にあった。

「かわいいわ、リエちゃん」

　なおみの指が、リエの髪と首すじにふれた。

「あ……なに」

　なおみの手が、グイッとリエの首筋を引き寄せた。

　甘い香りが鼻をくすぐったかと思うと、リエは、なおみに唇を吸われていた。

　生まれて初めてのキスだった。

　しっとりとした唇が、リエの唇の上を何度か行き来してくすぐったかと思うと、柔らかい舌が、リエの口をこじあけるようにして入ってきた。

「あ……あ」

　なおみの舌と唇が、リエの舌をじんわりと吸い上げる。そして、チロチロとそよぎ始めたのだ。

「う……うっ」

　息苦しかった。が、すぐにそれはふしぎな感覚へと変わっていった。

　もっともっときつく吸われたいような、もっと体を押しつけていきたいような……。

　寒々としていた体の中に、熱いお湯が入りこんできて、ゆっくりと広がっていく、そんな感じだった。

　なおみの長いまつげがかすかにふるえ、リエの目め許もとをくすぐっていた。

〝これがキス……あぁ、体がとけてしまいそう……〟

　長いキスだった。

　あえぎながらリエの体から力が抜けていく。

　どこかにつかまらないと倒れてしまいそうだった。リエはそっと、背中にある礼拝用の椅子にもたれかかり、もう一度おりてきたなおみの唇に唇を押しつけていった。

「あぁ、お姉さま……リエ、リエ……お姉さまのこと好き……」

　たまらなくなってリエの口から、かすれた声がもれた。

　なおみは、リエの体を支えながら、静かにその手を前へと回した。乳房をそっとつかむ。

　ズキンとした快感がリエの背中に走った。

「あ……いや」

　なおみの手は、なおもゆっくりと下へとおり、やがていきなりリエのスカートの横のファスナーへともぐりこんだ。

「あ……お姉さま……そこはいや……あ、やめて」

　もがきながら、リエの体から力がぬけていった。なおみの指が素早く、パンティの中へ入りこみ、リエの尖った小さな芽を探りあてたのだ。

　しなやかな指が、リエの頂いただきをなぞった。

　自然に体がのけぞり、リエはなおみにしがみついていった。

「リエちゃん……」

　しっかりとリエを抱きしめながら、なおみはなおも奥へと指をすすめる。

　そこはもう、うるおっている。

「リエちゃん……かわいいわよ」

　そっと、芽をつまむようにしてふるわせる。リエはもう立っていられなくなって、床へとくずれおちた。

　重なりあったなおみが、また唇を押しつけてきた。

　今度はリエのほうから吸った。

「上手よ、リエちゃん……あたしも、リエちゃんのこと、好き……」

「ああ、お姉さま……リエ、うれしい、大好き……お姉さま、大好き……」

　うわごとのようにリエはささやいた。

　指の動きのひとつひとつに敏感に体が反応していく。

　それは、自分でするのとは全然ちがうよろこびだった。

　唇を合わせたまま、リエは腰をくねらせ、なおみの指を自分から求めていった。

　体のどこもかもがじーんとしびれている。

　うっすらと開いた目に、淡く陽に照らされているマリア像が浮かんだが、リエにはここが礼拝堂であろうがなかろうが、そんなことはもうどうでもよかった。

　大好きななおみに抱きしめられ、大切なところをさわられているというだけで、リエは気が遠くなりそうだった。

「じゃ、リエちゃん、このつづきはまたね……。だれにもいっちゃだめよ。リエちゃんとあたしの秘密……」

　ぐったりとしたリエを抱きおこして、なおみがささやいた。

　その体にしがみつき、はずかしさでふるえながらリエはうなずいた。

「はい……お姉さま。……あのお姉さま、あたし、あたし、お姉さまの写真、ほしいんです。いつでも、お姉さまのこと、抱きしめられるように……」

　優しくなおみがうなずいた。

「いいわ、リエちゃん。今度ね」

「うれしい、お姉さま……」

　そのリエをさとすように、なおみはいった。

「あたしもよ。でも、リエちゃん、勉強やピアノはちゃんと一生けんめいするのよ。そうしないともうつきあってあげないことよ」

「はい、お姉さま」

　リエはにっこりと笑った。なおみにそういわれると元気がでた。

　お姉さまにほめられたい。

　お姉さまをよろこばせたい。

　リエは、この時も礼拝堂のドアにスルリと忍びこみ、静かに目を光らせてなおみとリエをみつめている少女がいたことに気づかなかった。

　少女は好奇心いっぱいの、獲物を狙うような目で、リエのあえぎ声や、なおみへの愛の告白を、身じろぎもせずに聞いていた。




　その夜、なおみの部屋では二つの影が素す裸はだかでからみあいながら、ヒソヒソと含み笑いをかわしていた。

「フフッ、おもしろかったわ、さすがなおみお姉さまね」

　いったのは碧だった。

　碧は、猫のような目を光らせ、なおみの白い体に顔を埋めていた。

「だからいったでしょ、碧。あの子を落とすのは簡単だって……一目であたしはわかったわ。あの子があたしに夢中だって……」

「でもあの子……ほんとうにあたしたちのペットになるかしら」

「碧ったら、いやな子ね。どうしてもあの子をペットにしたいっていうから、あたしがあの子を誘ったんじゃないの」

「それはそうだけど……」

　碧は、なおみに髪を撫でられながら目を伏せた。

　瘦せっぽっちの体は、なおみの傍にいると少年のように見えた。

　小さな碧の乳房をてのひらですくうようにすると、なおみはきつい口調でいった。

「いいこと、碧。あたしは、するといったらするのよ。あなたも、そのことは知ってるでしょ。あたしが、優等生の生徒会長の仮面をかぶっているのも、そのほうがやりやすいからよ。今まで、あたしに逆さからった子なんて一人もいないわ。逆らったらどういうことになるか……碧、よく知ってるでしょ」

　ギュッと碧の乳首をねじり上げて、なおみは残酷に笑った。

「あうっ……はい、お、お姉さま」

「そう……いい子ね、碧」

　苦痛で眉をしかめる碧を、おもしろそうにみおろしながら、なおみはゆっくりと碧の、淡いしげみへと手を伸ばした。

「……碧……。でもあなた、少し生意気よ。自分からあの子をペットにしたいだなんて……。いいこと、あの子は、あたしが先にペットにするのよ。そして三人で楽しむの。わかった？」

「は……はい」

「ふふっ。碧ったら、もう濡れてる。あの子が欲しくて濡れてるの？　それともあたし？」

「も、もちろん、お姉さまよ」

「いいわ。じゃ、今日はあの子を欲しがったバツにたっぷりとお仕置きしてあげる」

「い、いや」

「ウソつきね。ほら、欲しがってるじゃないの」

　なおみの指が碧の下か肢しの割れ目にもぐりこむと、柔らかい襞ひだをぐいとえぐった。

「くうっ……お、お姉さま」

　碧のあそこはもう、あふれるほどだ。なおみの指は、そのぬめりを確かめると、残ざん忍にんに碧の体から離れた。

「今日は、指はあげないわ。そのかわり、アレでいじめてあげる……碧、アレ、好きでしょ……」

「いやっ……アレは、やめて」

「感じすぎるから？　フフッ。ほんとうは大好きなくせに……たっぷりと感じていいわよ、碧」

　いつの間にかなおみの手には、くねくねと動く、みだらな黒いバイブレーターが握られていた。

　低いうなりをあげながら、バイブレーターは、碧の割れ目に押し当てられた。

「どう？」

「いい……いいわ、お姉さま」

「ウフッ、あんたって……みだらな子ね」

「い、いわないで……ああっ……いやっ」

　バイブレーターの震動に、身もだえしながら、碧はなおみのなすがままに腰をうごかしている。

　その碧の反応をじっと確かめながら、なおみは闇の中でニヤッと笑った。美しい顔に残酷な表情がはっきりと浮かび上がっている。

「……ふふ……あの子も、これでたっぷりと可愛がってあげる……どんな声をあげるかしら……碧より、手応えがありそうね。……来週には、リエはあたしのもの……フフッ、楽しみなこと……」

　碧の少年のような体をいたぶりながら、なおみはうっとりと、リエをいじめる時のことを想像していた。

　そして、ついに自分も耐えられなくなり、碧の顔の上へ、大きく開いた割れ目を押し当てていった。

「碧……あたしのも舐なめるのよ」

　やがて二つの影は、静まり返った寄宿舎のベッドの上で、激しくのけぞり、ひとつにくずおれていった。




　月曜日の放課後。

「リエ、リエ！　リエの部屋が決まったみたいよ。通知が来てるわ。一緒に、リエ宛ての手紙も入ってたわよ」

　真理がパタパタと部屋に飛びこんできた。薄い紙が二枚、指にはさまれていた。

　一方は白い書類、もう一方は淡い水色の封筒だった。

「なんだか、あやしいなぁ、この封筒、ラブレターかもね」

　真理が大きな目をクルリとさせていった。

「いやだ、真理、そんなんじゃないわよ」

　それにしても水色の封筒に心あたりはなかった。差し出し人の名前も書いていない。

〝なんだろう、この封筒……〟

　気になって開いてみた。

「あ……なおみせんぱい」

　写真だった。短いコメントが、上品な薄紙にかかれていた。




『お約束のもの、同封します。ご一緒の部屋になるそうですが、よろしくね。なおみ』

　背後で、真理の声がした。

「わぁ、リエと一緒の部屋になるの、三年生の早川なおみさんなのね。すごいじゃん、リエ……あのひと、みんなのあこがれのマトなのよ」

　いつの間にか、さっさと通知を読んだ真理が、羨ましそうな声を上げた。

「いいなぁ、リエ。ほら、みて、ここにちゃんと書いてあるわよ。西棟Ａ室、早川なおみと同室って……」

　リエは、真理の声には上の空で、封筒から出てきたなおみの写真をうっとりとみていた。

　かすかにほほえんでいるなおみ。

　形のいい唇から白い歯がこぼれている。

「……あのひと、すごい優等生だし、先生方も一いち目もく置いてるの。なにしろ早川コンツェルンのお嬢さんでしょ……とってもお金持ちで、去年のクリスマスなんて、すごかったわよォ。早川なおみさんのお父さまがこの学校にすごい寄き附ふをなさったんですって……。いいな、いいな、あたしも、一度でいいから、あのひとと同室になりたかったなぁ……リエ……リエったら、聞いてるの？」

「うふっ、真理、あたし、サイコー」

　思わずリエは、真理に飛びついて部屋をくるくる回り始めた。

「ど、どーしたのよォ、リエ」

「なんでもない。だって、あたしも早川さんにあこがれてたもの。うれしくって……」

「ふうん。なんだかリエだけいい思いをしていいわね。でも、さみしいな。せっかくお友だちになれたのに、離れ離れなんて……」

「そうね」

　もうリエは、半分しか真理の話を聞いていなかった。チェストを開いて、パジャマやコートをバッグにつめる。

　机の上のノートや参考書や鉛筆も、それこそチリひとつなくバッグに入れてしまうと、リエは、そのバッグを大事そうに胸に抱えた。

　しょんぼりと、さみしそうにリエをみている真理に近づくと、リエは明るくいった。

「じゃ、真理。短い間だったけど、ありがとう。また教室で会おうね」

「う、うん」

「じゃあね、バイバイ、チャオ、アデュー」

　思いつく限りの別れの言葉を投げるリエを、真理はボーゼンと見ていた。こんなにはしゃいでいるリエを見たことがなかったのだ。

「リエさん、なんですか、廊下は走っちゃいけません」

　シスターに𠮟しかられながら廊下を遠去かっていくリエを見送りながら、真理はホッとタメ息をついた。

「リエったら、もう……」

　リエのいなくなった部屋で、真理は小さくつぶやいた。

「あたしだって、早川なおみさんにあこがれてたのに……。リエ、一人占めしないでよ」

　それから真理は、リエが忘れていった事務局からの通知書を、リエのいない机の上にそっと置いた。




「十時の消灯の時間ですよ。さあ、お祈りを。今日一日の神のご加護に感謝します。安らかな眠りを、アーメン」

「今日一日の神のご加護に感謝します。安らかな眠りを、アーメン」

　見回りに来たシスターと一緒に床に跪き夜の祈りを唱となえ終わると、なおみは優しくリエを抱きしめた。

「お姉さま……リエ、ほんとうにうれしくって……」

「あたしもよ、リエちゃん。ああ……あなたってどうしてこんなにかわいいのかしら」

「お姉さま……」

　なおみはパジャマ姿のリエを抱きしめると、そっと唇を合わせた。

　今日の午後、なおみの部屋に入った途端、リエはなおみに飛びつき、自分のほうから唇を求めた。

　その時なおみは「ダメよ、まだ今は」と、上級生らしくたしなめたのだった。

　あれから、夕べの祈り、夕食、入浴と、寮の生活があわただしく過ぎ、やっと二人きりになれたのだった。部屋の入口には二人の名札が並んでかけてあった。

　唇が離れるとなおみはクスッと笑った。

「リエちゃんたら、キスもすごく上手……。いつの間におぼえたの？　悪い子」

「だって……お姉さまが……」

　リエは真赤になった。なおみに誘われるままに、夢中で舌を動かしていたのだ。

　なおみの頰も上気している。パジャマの上からもわかるほど乳首の先が硬くなっている。

　リエの乳首もそうだった。

「でも……まだリエ信じられない。お姉さまと一緒の部屋になれたなんて……」

「ウフッ、あたしがちょっと細さい工くすれば、部屋組みなんて簡単よ。シスターも先生も早川コンツェルンには弱いの。おかしいわね、神に仕える身なのに……」

　おもしろそうに笑いながら、なおみはリエの肩を抱いてベッドに腰をおろさせた。

「そんなことより、リエちゃん……この間のつづき、してあげる」

　ついと、なおみの手が、リエの薄いピンクのパジャマの上から乳首をなぞった。

　ピクッとリエの肩がふるえる。

「リエったら……こんなに乳首硬くして、いやらしい子ね」

「ご、ごめんなさい」

「気持いい？」

　指先が布地の上から巧たくみにリエの乳首をなぞり上げた。

　あえぎながらリエは、小さくうなずいた。はずかしさと、快感が一緒になって、ほんのりと首筋が染まっていく。

「もっと悪い子にしてあげる……リエ、パジャマぬいで……寒くないでしょ。あたしにあなたの体、よく見せてほしいの」

「は……はい」

　小さくふるえながら、リエはボタンを外した。それをなおみの手が素早く手伝う。

　リエは、おずおずとベッドに横たわった。

　窓から月の光が射さし込み、リエの体を青白く照らした。

「リエちゃん、きれいよ」

　ベッドの傍に腰をかけて、なおみが低くささやいた。

「リエ……はずかしい……」

「ううん、とってもきれい、ここも……ここも……」

　なおみの手が、小さなリエの形のいい乳房をなぞり、しげみのほうへとおりていった。

　しげみの上をそっとてのひらで撫でながら、なおみが耳もとでささやいた。

「リエちゃん、ちょっと足ひらいてみて……」

　ためらいながらリエは足を開いた。

　しげみから割れ目へとなおみの指がさぐっている。リエのそこはもう、自分でもわかるほど熱くとけていた。

「ほら、こんなに濡らしちゃって……リエったらおませな子ね」

　いいながらなおみの指は、なおもリエの割れ目へともぐりこみ、襞の一枚一枚をくすぐった。

「あ……あ……いい気持……お姉さま……」

「こんなみだらな子、見たことないわ……ほらリエちゃん、自分で見てごらん、こんなにびちょびちょにしちゃって……はしたないんだから……」

「いや、いわないで、リエ、はずかしい」

　なおみにしがみついてリエはいやいやをするように首を振った。

　引き抜かれたなおみの指はぐっしょりと濡れ、透明な液がみだらに糸を引いている。それをみせつけるようにすると、なおみは低い声でささやいた。

「いいのよ、リエ、かわいいわ。もっともっと、かわいくしてあげる……リエが、あたしのことがキライになるまで、かわいがってあげる」

「お姉さま……リエ、うれしい……」

　リエにそっとキスすると、なおみはハラリとネグリジェを脱いだ。

　まぶしいほど白い乳房と肩がこぼれる。

　すんなりと伸びた足。なおみは、小さなパンティを脱ぐと、リエの傍へ横たわった。

「お姉さま……きれい……リエより、何倍もきれいだわ」

　手を差しのべ、甘えるようにリエはなおみにしがみついた。

　なおみの体が重なってくる。

　硬く尖った乳首がリエの乳首にぴったりと合わさり、円を描いた。

「ああ……感じる……」

「こうすれば、もっと感じるわ」

　なおみの髪がリエの顔にかぶさり、熱い唇がリエの硬くなった乳首を含んだ。

「……お……お姉さま」

　なおみの歯が、リエの乳首を軽くかんだり転がしたりするたびに、リエの体がピクピクとけいれんする。

　そして、じっとりと濡れてくるあそこ。

　ひとしきり乳首を刺激すると、なおみは少しずつ体をずらしていった。

「リエちゃん、足……もう少し開いて」

　体をずらしながら、なおみの指が、蜜であふれているリエの割れ目に深く入っていく。

　しなやかな指がリエの敏感な芽を刺激しながら、別の指が奥へと入っていく。

　おそれとよろこびで、リエは硬くなっていた。

　突然、なおみの指が蜜の中で激しく動いた。

「あ……い、痛い」

　のけぞるリエをみながら、なおみが低く笑った。

「リエは、まだネンネね。そんなに体を硬くしちゃだめ……もっと力を抜いて、そう、もう痛くないでしょ」

「は……はい」

「うふ、じゃ、もっともっと気持よくしてあげる……」

　リエの体の上を下へ下へと降りていったなおみの舌が、リエの芽にそっと触れた。

「あーっ」

　今まで一度も感じたことのないすごい快さが体を突き抜けていく。

「ああ……いい気持……」

　ざらざらとした、熱い舌がリエの芽をなぞり上げ、ふっくらとした唇が時々、そっと花弁をふくんだ。

「ああ……なんなの、これ……リエ、感じちゃう……お、お姉さま……」

　リエの声など聞こえないかのように、なおみは激しく舌と唇を使いつづけていた。

　舌先がチロチロとリエの芽をくすぐる。そして、軽く嚙む。

「あ……ああ……もう……」

　自然にリエの足は開ききって、しっかりとなおみの頭をはさみこんでいた。

「あ……やめないで……ああ……お、おねがい……」

　あまりの気持よさに、リエの腰が浮き上がり、背中がそり返った。

　やがてなおみはゆっくりと身をおこし、リエのもので濡れた唇を、リエの唇に合わせた。そしていった。

「これからよリエちゃん……とってもおいしいわよ」

　そういうとなおみは、再び指をリエの割れ目へともぐりこませ、静かに動かした。

　と同時に、なおみの舌がリエの硬くふくらみきった芽をやわらかく吸い始めたのだ。

「ああーっ、ああ、……なに……お姉さま……ああ……たすけて……リエ、ヘンに……ヘンになっちゃう……」

　狂おしく枕の上で髪をふり乱しながら、リエはあえいだ。

　中では指がたえまなくうごめき、外ではなおみの唇があそこにぴったりと貼りつき、リエの芽をそよがせているのだ。

「あ……くっ……」

　指の動きが少しずつ強く激しくなる。

　みだらな音が、ピチャピチャとひびいた。

　リエの頰を、涙がスーッと伝わった。

「ああ……リエ……もうダメ……もう……おねがい……ああーっ」

　激しい波が、内側と外側の両方からおこった。

　あえぎ叫びながら、リエは体を硬直させた。

　遠いところに運ばれていく……。

　その間、リエの襞はなおみの指にからみつくようにふるえつづけていた。

　なおみがゆっくりと指を引き抜いた。

　汗でぬれているリエの顔を見おろしながら、なおみはフーッとタメ息をついた。

「ふふっ……かわいそうに。失神しちゃったわ……」

　残酷そうに笑うと、なおみはふと、ドアのほうへと声をかけた。

「碧、もう入ってきていいわよ」




　キラッとした猫のような碧の目が、ベッドの上で気を失っているリエをみおろしていた。

「さすがお姉さまね……一夜にして自分のものにしちゃうなんて……」

「うふっ、まだまだ序じょの口くちよ。碧、ちゃんといわれたとおり持ってきたわね」

「はい、お姉さま」

　碧が、パジャマの中から取り出したのは、サルグツワとロープ、それにバイブレーターだった。

「みんな、碧の大好きなものばかりね。最初のころを思い出すでしょ」

　いじわるくなおみは笑った。

「あなたも、あのころ、とってもかわいかったわよ……可哀そうに、この子。なんにも知らないであたしに近づくなんて……」

　低く笑いながら、なおみは碧に命令した。

「碧、いいこと。この子が気がついて声をあげないように、しっかりサルグツワをして、ロープでしばるのよ」

「わかったわ、お姉さま」

　楽しいゲームを始める前のように、二人は目と目を合わせてニッと笑った。

「うふっ、久しぶりに楽しい夜になりそうね、お姉さま」

　碧が、リエをしばりながらいった。




　にぶくくぐもった音が、薄暗い部屋にひびいていた。

　気を失ったままベッドに横たわっているリエの体には、ロープが巻きつき、口にはしっかりとサルグツワがはめられていた。

　ロープのせいで、変形し盛り上がった乳房が赤く充血している。

　碧はそんなリエの、下半身だけは自由になっている体を、舌なめずりしながらながめおろしていた。

「どこからいこうかな」

　クスッと笑いながら、碧はバイブレーターのスイッチを弱から強へともてあそんでいる。

「最初はおっぱいがいいんじゃない。この子おっぱいもすごく感じるの。でも、まだネンネだから、強くしちゃだめよ、碧」

「はい、わかってます、お姉さま」

　ニヤッと笑いながら碧は、くねくねと動く、黒くみだらなペニス状のバイブレーターをそっと乳首に当て、なぞるように丸く動かす。

　無意識のうちにリエの体がピクッと反応した。

　それを楽しむように碧は、ゆっくりと乳房からお腹、しげみのほうへとバイブレーターの先端を動かしていった。

　きつくしばられた手が、碧が動かすバイブレーターにつれて、開いたり閉じたりしている。

「いやだわ、この子、失神したまま感じてる……ほんと、お姉さまがいったとおり……すごい敏感な子ね」

「碧、ゆっくりよ、もっと、ゆっくり」

　なおみが傍から命令するようにいった。なおみの目も、みだらな好奇心でぬれていた。

「あ……バイブレーターのせいかしら。この子、気がついたみたい……」

　碧がなおみと目を見合わせた。

「う、うーん」

　ハッとして、目を見開いたリエの顔は驚きで青ざめていた。身動きができないのだ。しかも、声が出ないように口にはサルグツワがしっかりとはめられている。

　なおみが、目を見開いたリエに、優しい声でいった。

「気がついた？　リエ。紹介するわ。この子、あたしのペットなの。碧っていうの。知ってるわね。うふっ、どうしたの？　そんなにびっくりした顔をして……。今夜、この子がどうしても、あなたをメチャメチャにするってきかないのよ。どう……こうしてしばられている気持。悪くないでしょ」

　なおみのいじわるな声の傍で、碧がじっと、リエの股間をのぞきこんでいた。

　すっと碧はリエの割れ目へと指を這はわせた。

「ふ、リエって、もっとぶりっ子かと思ってたのに、とってもいやらしいのね。ほら、失神してる間に、こんなに……」

　碧は、リエの前に指をつき出してみせた。指先には、光る透明な液が貼りついていた。

「むむっ」

　いや、といったつもりなのに、声が出ない。はずかしさに硬く膝を閉ざしたリエに、碧は楽しそうにいった。

「感じちゃったお仕置をしてあげる。これ知ってる？　ふ、こわがらなくてもいいの。とってもいい気持よ」

　碧は再びバイブレーターのスイッチを入れ、あやしくうごめくペニス状のものをリエの鼻先へとつきつけ、静かにしげみのほうへと近づけた。

　恐怖のせいで、リエの体がふるえ、目が大きく見開かれた。

「ほうら、どう、感じるでしょ」

　しげみの上をなぞるように、バイブレーターの先端が行き来する。

　助けを求めるようになおみを見上げたリエの耳に、冷ややかに笑いを含んだ声が落ちてきた。

「碧、リエちゃんたら、音を聞いただけでもう感じちゃってるみたい。あそこもグチョグチョみたいよ。もっと気持よくしてあげたら？」

「ム……ムグッ……ム」

　もがくリエの腰はなおみの手で押えられ、バイブレーターが太ふと腿ももを這い上がってくる。

「中に入れちゃおうかな」

　碧が、チラッとなおみを見た。

　なおみはうなずく。

　ゆっくりと、黒いゴムの頭がリエの花はな芽めの周りをなぞり、蜜があふれる中心へと埋めこまれていく。

　こきざみに揺れるバイブレーターの先から、小さなさざ波のような快感が押し寄せてくる。

「こ、こわい……でも、すごい。あたし……こわれちゃう……」

　首を左右にふりながら、リエは苦しげに呻うめいた。先端が少しずつ埋めこまれていくたびに、リエの額にはじっとりとした汗がにじみ出た。

　額だけではない。全身が熱をもったように火照っている。

　碧が、薄い笑いを浮かべながらスイッチを弱から強へと切り替えた。音が一段と大きくなり、襞がまくれあがるように狂おしく刺激された。

　激しい痛みと快感が同時にリエの体を貫いた。もう目をあけていられない。

　汗でべっとりと貼りついた髪がサルグツワに挟まり、リエの顔は美しく紅潮していた。

　かわいらしい鼻から、息が激しくもれた。

　碧が残酷に、リエの中でバイブレーターを一回転させた。

「あうっ……あ……う」

　顔を激しくのけぞらせたリエは、はずみでサルグツワがはずれたのを感じた。息苦しさがなくなり、同時に、涙が目からあふれた。

「リエちゃん、どうバイブレーターの味は？　指よりも、ずっとずっといいでしょ」

　なおみが、涙で濡れた頰に顔を寄せていった。汗と涙でまみれているリエが、かわいくてたまらないという顔だった。

　ピンクの美しいなおみの乳首も硬く尖とがっている。それを見ると、リエは思わず、なおみにしっかりと抱きしめられたくなって叫んだ。

「お、お姉さま……リエひとりに、リエにだけ、こんなことしないで……」

「お姉さま、リエがああいってるわ。お姉さまも楽しんだら？」

　バイブレーターを動かしながら、碧が笑った。

「リエひとりじゃいやなんですって……」

「碧さん、そ……そんな……」

「ふふ、かわいいわね、リエって……。じゃ、あたしにもして、あたしのも……なめて……」

　あえいでいるリエの口の上に、なおみは裸の白い腰を近づけていった。なおみのそこもキラキラと蜜をふくんでいる。

「お姉さま……」

「あたしのを、なめるのがいやっていうんじゃないでしょうね……さぁ、リエ」

「…………」

　答えるより早く、リエの唇に、熱く甘い味のするなおみのものがかぶさってきた。

　硬く尖っている芽が、みだらにリエの舌を求めてふるえていた。

「う……う」

「ああ……いいわ、リエ」

　リエの下肢では碧が操るバイブレーターがなおも激しくうごめき、上のほうではなおみの腰がリエの舌を誘うようにうごめいている。

「そう……もっと、もっと舌を使うのよ……動かして……リエ」

　身動きができないまま、リエはなおみの硬い芽を舌でなぞり、舌ではさみ、夢中でそよがせた。

　なぜだろう、いやだとは思わなかった。

　大好きなお姉さまのために、どんなことでもしたかった。いままで一度もしたことのないことでも、なんでもできそうだった。

　舌で、なおみのあそこにふれていると、自分も鋭く反応するようだった。碧がいたぶっているところは、もう火のように熱くて、蜜のるつぼになっていた。

「ああ……リエ。もっと強く……ああ、気持いい……リエのもあとでしてあげるから……リエ」

　リエの口をふさいでいるなおみの腰が、円を描き始めていた。低いあえぎ声が絶たえ間まなくなおみの口からもれていた。それを聞くと、リエはなおも熱心に唇を動かした。

「……もっとよ、リエ。……奥まで……ああ、リエ……上手よ」

　狂おしく髪をふりながら、なおみの背が引きしぼった弓のようにそり返った。シーツはリエの汗でぐっしょりとぬれ、リエの胸は、なおみの体からしたたる汗で光っている。

　まだバイブレーターは、くねくねとリエの体の中でうごめいていた。

　みだらな音が部屋じゅうにひびき、リエの口くち許もとでは、糸を引くなおみの液がやはり鈍にぶい音をたてていた。

「あ……あ、いい……すごく感じる……この子、最高だわ……どこで……こんなこと……」

　なおみの感に堪たえないといったあえぎ声が、部屋にひびいた。なおみは、理性をすっかり失い、リエの唇の動きに酔いしれている。

「お姉さま……碧、もうたまんないわ」

　二人の狂態をみていた碧は、赤く火照った顔でバイブレーターを止め、リエの上にかぶさっているなおみのほうへと体を投げかけた。

「み……碧もほしいの」

「そう……碧。リエにしてもらったら。リエ……碧にもご挨拶するのよ。……」

　リエの体の上で、なおみは碧を抱きしめ、その唇を吸った。二人のキスをぼんやりと見上げながら、リエは激しい嫉妬に身もだえた。

「お姉さま……碧さん。ああ……やめないで……もっとして……碧さん……お、おねがい。あたしひとりにしないで……」

　碧になおみをとられたくはなかった。そのためだったら、どんなことをしてもいい。もう一度サルグツワをされて、碧となおみのものを一緒になめたっていい……。

「お姉さま……好き……リエ、好き……」

　リエはうわごとのようにつぶやき、碧と抱きあっているなおみにしがみついた。

「そう……。じゃ、あたしたち二人のペットになる？　そう誓うんなら、もっといいことしてあげる」

「……ち、ちかいます……どんなことでも……」

「じゃあ、まず、お姉さまのペットのあたしにいいことして。さっき、バイブレーターでいいことしてあげたでしょ。そのお返しよ、さあ……」

　チラッとなおみをみて、碧が含み笑いをした。なおみがうなずくと、碧はさっさとリエの上にまたがった。

「さあ、リエ……さっきなおみお姉さまにしたこと、あたしにもするのよ。お姉さま……見てて……この子にもしてあげるから……」

　驚いたことに、リエの体に馬乗りになったかと思うと、碧は自分のあそこをぴったりとリエの口に当てがい、ゆっくりと腰を動かしながら、身をよじってリエの芽を指でいたぶり始めたのだ。

「あ……リエ、いいわ、もっと強く……もっと……」

「み……碧さん……いい、あたしも……ずっとさわってて……もっとして」

　息がつまりそうになりながら、リエは碧の指が尖った芽の頂きにふれるたびにピクンとそり返った。

　そして、なおも一心に碧の花弁を舌で転がす。

　もう、耐えきれなくなった時、リエの耳になおみのうわずった声が聞えた。

「ふふっ、二人ともとってもステキよ。でもまだまだこれから……リエは、今夜からあたしたちのものなのよ、もっといいことしてあげる」

　なおみがベッドの下へと手を入れた。とり出されたのは、いままで一度もリエがみたことのない張はり形がただった。

　その高たか々だかとそり上がったペニスを、なおみはゆっくりと腰に装着し始めた。ゴムのペニスが月の光にみだらに光った。

「ほら、すごいでしょ。うふっ、バイブレーターより太いけど、リエ、がまんするのよ。碧だって、最初はがまんしたんだから……」

　あやしく目を光らせながら、金具を止めると、なおみは腰に巻きつけたペニスをユラユラと動かしてみせた。

「どう……太いでしょ。あたしも感じちゃうわ」

　いいながらなおみは、碧の体を押しのけると、ゆっくりとリエの上に重なった。

　太くて硬い、冷たいものがぬれそぼったリエの割れ目に押し当てられ、ねじるようにと入ってくる。

「がまんするのよ……リエ」

　グッとなおみが力を入れた。スルリと襞にのみこまれる巨大なペニス。

「あ……ああぁ──」

　激しい苦痛にリエの口から悲鳴がほとばしった。その口を封じながら、なおみは、静かにペニスを前後に動かす。

「ゆ……ゆるして……あ、あ……助けて……おなかに……おなかに入ってくる……どんどん……入ってくる……ああ……おなかが……あ……」

「す……すごい、リエったら」

　碧は、ベッドの傍でリエのなかへ出し入れされるペニスと、ぬれて光っている花弁を横になってみつめていた。

　その目が欲情で光っている。

「こんなの……あたしもたまんない……」

　碧の指は、リエの唾だ液えきでぬれた花びらをそっとはさみ、動かしている。

「すごい……すごいわ、あたしも……すぐにダメになりそう……あの子ったら……どこであんなこと……あ……すごい……」

　碧の目の前にペニスの張り形があった。それが、深く浅くリエの割れ目に出入りしているのだ。

　深く入るたびにリエの腰が逃れるように動いた。リエのかすかな喘ぎがいたいたしい。

「あ……いや、いや……もう……あそこが……熱くて……あたし……お姉さま」

「リエちゃん、がまんするの。もう少しよ……もう少しで、あ……あたしも」

　なおみの腰の動きがエスカレートして、いま、白い腰はあられもなくリエの中に深く浅く激しく浮き沈みしていた。

　苦しそうに悶もだえるリエの顔とは反対に、なおみの顔は恍こう惚こつとしている。長いまつげがふるふるとふるえ、乳房が白くたわわにうねっていた。

「リ……リエ……もっと奥へ入れてあげる」

　汗ばんだ美しい顔で、リエの半ば失神しそうな顔をのぞきこみ、なおみはグイッとリエの膝を抱えた。

　リエの膝が胸を押しつぶすように丸く折り曲げられた。

「……あ……いや……それ……」

　膝を折られたリエの腹部に、ドーンという衝撃があった。

「きゃああっ……お……お姉さま……リ、リエ……く……苦しい……いや……でも……でも、やめないで……」

「す……すごいわ……なおみお姉さま……あたしにはあんなこと、まだしたことないのに……」

　碧は、なおみとリエのくの字型になっている、これ以上はないというほどのみだらな姿し態たいに声をふるわせ、あえいだ。

　自分で自分のものをさわりながら、もう碧は気が狂いそうだった。いまにも、体がバラバラになりそうだ。

　あそこは、指を呑のみこみ、爆発しそうに熱くうるおっていた。

「あ……だめ……あたしも、リエのものがほしい……」

　碧は、片手で自分のものに触れながら、なおみの体を受け入れているリエのほうへと近づいていった。

「リエ……リエったらすごい……あそこがすごく固くなってる……ああ、あたし……たまんないわ」

　碧は、思わずリエの、尖っている美しいピンクの芽に舌を這わせると同時に、激しく自分の股間で指を動かした。リエの声が高まった。

「あ……み、碧さん……いや……いやっ……あ……リエ……リエ……ヘンになるうっ……お……お姉さま……いやああっ」

「リ……リエ……あ、あたしも……」

「あ……あたしも……すごい……すごいわ……あ……とんじゃう」

　三人は重なったまま、くぐもった声をあげた。ふるえる三つの体が、汗と蜜の音をひとしきり激しくさせて静まった。

　どれくらいの時間がたったのか……。

　リエは涙でぬれた目を開いた。

　なおみが、優しい目でリエを見ていた。

　碧が、ゆっくりとリエの背中をなでていた。

「あ……あたし」

　リエは、乾いた唇をなめた。

「いいのよ、リエ。かわいかったわ……すごく……リエ、好きよ」

「あたしも、お姉さま」

「あたしも、リエ好きよ」

「碧さん」

　三人は、絡みあったまま、そっとほほえみあった。

　月の光が高みから窓へとなだれこみ、リエはけだるさの中に、深い満足感を味わっていた。

　体がとろけていきそうにいい気持……。

　あたし……とリエは思った。あたし、なおみお姉さまと碧さんのこと、前よりももっと好き……。もっともっと好き。でも、なぜなの？……いけないことをしたから？　そう、そうだわ。これが、ヒミツのことだから……だから、あたし……。

　思いながらいつの間にかリエは深い眠りに落ちていった。

　なおみの乳房に顔を寄せて……。

　なおみと碧は、そのリエの無邪気な寝顔から目を上げると、かすかにほほえんだ。

「この子……ほんとにかわいい。ペットとしても上等よ」

「ええ、お姉さま」

　碧は、今までの狂態を忘れたように、なおみに対してつつましく答えた。そして碧は、なおみの胸に顔を寄せ、二人はまた小鳥のように舌と舌を絡ませた。

「いいこと、碧」

　唇を離すと、なおみはいった。女王のような口調だった。

「今年の春……あたしがこの学園を卒業したあとも、あの子をちゃんと監視するのよ。そして……また三人で楽しむの……いいえ、今度はもっと、すごいことして遊ぶの。わかったわね、碧」

「はい、お姉さま」

「じゃ、いいわ、もう部屋へお帰り。シスターにみつからないようにね」

「はい、お姉さま」

　碧が部屋を出ていってしまうと、なおみは、ぐったりと死んだように眠っているリエを見おろし、そっとつぶやいた。

「かわいそうな子……でもリエ……あたし、リエが好きよ。だれよりも……」

　そしてなおみは、暗い窓ガラスに映っている自分の顔に目をやり、ハッと怯おびえたように身をふるわせた。

「だんだん似てくる……」

　呟つぶやきながらなおみは寒そうに肩を抱き、ガラス窓から目をそらした。




　翌日のこと、リエは、ぼんやりと教室から外をみていた。

　体のどこもかもが疼うずくようで、そのくせ夢をみているようだった。

　朝、起きた時、もうなおみは身支度をととのえ、明るい顔で笑っていた。

「リエったらお寝坊さんね。早くしないと授業に遅れるわよ」

「あ……」

　リエは夕べのことが信じられなかった。なおみは、何もなかったように平然と、しかも優しかった。

　もうあのロープもバイブレーターもサルグツワも、部屋のどこにもなかった。

「さあ、早く早く。あたしは生徒会長よ。リエちゃん、早くしないとシスターにいいつけるわよ、リエさんは、とっても悪い子ですって」

　からかうようになおみはいい、リエはあわてて寄宿舎を出たのだ。

　今朝のなおみはいつもの優等生だった。どこにも乱れひとつなかった。

「夢みたい……ほんとに夢をみていたみたい……。でも、あれは夢じゃないわ」

　リエは、ノートの間にそっとはさんだなおみの写真をみつめた。優しく笑っているなおみ。

　あんなことがあったのに少しもキライではなかった。むしろ、ますますなおみが好きになっていた。

「お姉さま、リエのこと……好きっていってくれた……うれしい……リエ」

　思い出すと胸がキュンとなる。

　そっとリエはなおみの写真を撫でた。そのリエを、少し後ろの席からじっと碧がみつめていた。

　視線を感じたリエがふり返ると、碧はいたずらっぽくリエにウインクを返した。

「うふ、碧さんたら、いやだ……」

　秘密をわけあった碧の、光る視線に気おくれしながら、リエはそっと自分にいいきかせた。

〝あたし……あたし……もう男の人なんて好きじゃない。あたしが好きなのはお姉さま……リエ、悪い子かしら……でも、もうあたし、一人じゃないんだわ〟

　リエはもう一度なおみの写真をながめるとノートをぱたんと閉じた。

　窓の向こうには、今年初めての雪が降り始めたらしい。厚い雲の間から、淡いものが舞っていた。

　その雪の乱舞をみつめながら、リエは祈るように目を伏せた。

〝春なんかこなければいい……お姉さまが卒業してしまう春なんか……〟

　雪はゆっくりと舞いつづけ、窓ガラスを濡らし、窓枠を濡らした。

　リエは静かに顔を起こし、雪がもっともっと降りつづけ、この学園も寄宿舎も、何もかもを、永遠に閉ざしてしまうようにと祈りつづけた。
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〝お姉さま、どうしていらっしゃるかしら……リエのことなんて忘れちゃったのかも……リエ、さみしいな……〟

　寄宿舎のリエの部屋に、若い木の枝がさわさわと鳴る音が聞えた。

　春の新学期は始まったばかりだ。リエは、十日間家へ帰り、今日、寄宿舎に戻った。

　何だか部屋は前よりもガランとしているみたいだ。

　真理がまだ家から戻っていないせいかもしれない。

　真理は明日、学園に帰ってくるはずだった。

「ほんとうは、家には帰りたくないんだけど、パパがうるさいからしかたないの。リエも元気でね」

　春の休みが始まる時、真理はそういって手を振った。

　リエだってそうだった。家に帰るのはあまり気がすすまなかったが、父の悠介を喜ばせるために、東京の家へと帰ったのだった。

　母の美和子は、相変わらずひそかに南条恒夫とデートしているらしい。

　リエは、父の前で知らない顔をしているのはつらかった。母の顔を見ていると、美しい母親の仮面の陰に、汚いものがチラついて、ついリエは、美和子に対して反抗的になった。

　美和子は無口になったリエに対して、体の具合でも悪いのかしら、学校が合わないのかしらと不審がったが、父の悠介は違った。

「リエだって、大人になりつつあるんだよ、そうそういつまでも母親のいうとおりにはならんさ」

　そういってくれる悠介に、リエは涙が出そうだった。

〝パパ、ごめんなさい、ほんとうのこと言えなくて……。パパのこと大好きよ。でも、パパ以外の男の人とつきあってるママのことを考えると、どうしてもニコニコなんてできないもん〟

　何となく気づまりな家から逃げ出したくて、リエは一日早く、学園に戻ってきたのだ。

　送ってくれたのは美和子だったが、帰りには南条恒夫と会うのだろう。きれいにお化粧をして、新しいドレスを着ていた。

〝……いやなママ……でも、あたしだってママのこと、悪くはいえないんだわ……あんなことしてしまったんだもの〟

　家に帰っていた時は、父の悠介と食事に出かけたり、前の学校の時の友だちに会ったり、ピアノの集中個人レッスンを受けたり、忙しさにまぎれてなおみのことを思い出すことは少なかったが、学園の中に一歩入ると、いやでもなおみとの短かった夜を思い出してしまう。

　なおみと一緒の部屋だったのは、なおみが卒業するまでの、ほんの二か月ばかりの間だった。

　今はもう、学園のどこにもなおみの姿はない。

「手紙書くわね、リエちゃん」

　そういってくれたのに、春休みの間、家にも学園にもなおみからの手紙は来ていなかった。

　リエは、一度自分の部屋に入ると、何もすることがないのに気づいた。まだ寄宿生のほとんどが戻っていないせいか、学園の中はしいんとしている。

　ひどく淋しかった。

「お姉さま……」

　リエはつぶやいた。

「そうだ……お姉さまと一緒だったあの部屋、もう一度見たいな」

　いまの季節、卒業していった上級生の部屋はガランとしている。新しい部屋組みが決まるまで、リエは数日、真理の部屋にいることになっていた。

　新学期が始まり、部屋組みが終われば、もうあの部屋に足を踏み入れることはできないだろう。

　なおみの匂いのしみついた、思い出の部屋……。リエの足は人気のない廊下を西棟Ａ室へと向かっていた。

　ひんやりとした長い廊下に人影はない。かつては華やかな上級生たちが行き来していた部屋のドアも、ぴったりと閉ざされていた。

　リエはそっと、Ａ室の扉を開いた。

　庭に面した窓が明るい。木の床が光っている。

　だれかが落書きをしたのを消したあとも、壁にはそのまま残っていた。

　ベッドの白いシーツが目にまぶしい。何もない部屋の真まん中なかに立って、リエは心細そうに目を閉じた。

　横から、なおみの声がいまにもしそうだ。

〝おいで、リエ〟

　手を差し伸べてくれそうな気がする。

　しかし、目を開くと、だれもいない。二つの整えられたベッドが、窓際にしんと静まり返っているだけだ。

　この窓際のベッドで、リエは毎晩、なおみにお休みのキスをされないと眠れなかった。

　時には、抱きしめられたまま眠ったこともあった。

　さんざんいじめられ、よろこびを与えられて涙を流しながら眠ったこともある。

　あの頃、なおみの傍にいると、もっともっといじめられたくて体が疼いていた。

　いまも、この部屋にいて、なおみのことを考えていると自然に体が濡れてくる。

〝リエ、見ててあげるから、自分でしてごらん……あたしに見せて〟

　みだらななおみの声が聞えてくる。

〝ああ、リエ……お姉さまのいない学園なんて、つまんない〟

　リエは、ベッドに横になった。

　自分の息づかいが聞えた。

　目を閉じると、なおみの体の肌ざわりや、ささやき声や、あの時の手の感触などがはっきりとよみがえってくる。

「……これ……気持いいでしょ……もっとよくしてあげる……」

　いつもなおみはそういって、リエのはずかしいあそこをていねいに舐めてくれた。

　あの、柔らかくて強い舌……。

　いつの間にかリエの手は、パンティの中へともぐりこんでいた。

〝いけない……こんなこと……もうしないって誓ったのに……〟

　でも止めることはできなかった。

　パンティの中はしっとりと湿っていた。

　リエは、なおみが何度も含んだ敏感な芽に指の腹を当てて、ピクッとした。

　この敬けんな学園の中に入ると、自然になおみのことが思い出され、体が火照ってくるのだ。

〝ああ……いい気持……お姉さま……リエ、とっても悪いことしてる……見て……お姉さま〟

　目の裏に、なおみのキラキラと光る大きな瞳が浮かんだ。

　リエはゆっくりと足を開き、なおも自分の指を奥へと這わせた。

「あ……」

　あそこはもうひどくあふれていた。粘ねばった熱いものが指にからみついてくる。

　足の指が自然にピンとそり返った。

「あ……いい……ステキだわ……」

　なおみの指の動きがひとつひとつ思い出された。

　リエは思わずつぶやいた。

「お姉さま……もっといじめて……もっとひどいことして」

　なおみと一緒に過ごした二か月の間に、リエの体はなおみのすることだったらなんでも受け入れるようになっていた。

　張り形だって、バイブレーターだって、ロープやサルグツワだって、なおみが求めればうれしかった。

　そしてリエは、なおみに冷たくじらされると、自分のほうから哀あい願がんするようになっていた。

「いや……お姉さま、いじわるしないで……お……おねがい、やめないで」

　この部屋で過ごした夜、リエはいつもなおみに奴ど隷れいのようにされるがままになっていたが、それが少しもいやではなかった。

　さんざんリエをいじめ抜いたあとのなおみは、数倍優しかった。いつまでもリエを撫でてくれた。

「リエちゃん……かわいかったわ……好きよ……痛かった？」

「ううん、リエ、しあわせ」

　涙のにじむ目でリエはいつもほほえんだ。どんなことをされてもなおみの傍にいたかった。なおみに愛されたかった。

　リエは、そんななおみとの思い出の中で指を動かしつづけていた。

「……そこ……ああ……リエ……いい気持……もう、がまんできない……」

　自分の指なのに、自分のものではないみたいだった。なおみのせいだった。なおみが巧みにリエに教えこんだのだった。

「……あうっ」

　高まってくる快感にリエはあえいだ。白い喉のどがのけぞり、髪が乱れる。

　声を殺しながら、リエは指の動きを速めた。

「もうダメ……リエ、ダメ……あ……ゆるして……あああっっ」

　激しいよろこびが、波のように下腹部をおそった。

　こきざみに肩をふるわせながら、リエは長く熱いタメ息を吐いた。

　まだ体中がふるえている。

　そのよろこびの余よ韻いんの中で、リエは自分のもので濡れている指を見つめた。

　してしまったあとは、いつも悲しかった。

　もうしない、もうしません、と夜、マリアさまに祈っても、なおみのことを思うと自然に指はあそこにいってしまう。

　そして、みだらな声を殺して、あえいでいるのだ。

〝……また、しちゃったんだわ……ああ……どうしたらいいの〟

　甘い香りの中でリエはふるえた。

〝お姉さまが……お姉さまがいけないのよ〟

　リエの目からスーッと涙があふれた。

　こんな時、なおみがいたら、リエを抱きしめていうだろう。

〝悪くなんかないわ。リエちゃん、感じるのは悪いことじゃなくてよ。あたしは、リエちゃんが感じてくれるのがうれしいの、かわいいの〟

　いまはもう、そういってくれる人はいない。

　リエは、白いシーツをそっと撫でた。

〝お姉さま……リエ、お姉さまに会いたい……もう一度、リエを抱いて〟

　天井に若葉の梢の影が躍おどっていた。斜めに射す光の中に、小さなチリがキラキラと舞っている。

　どこか遠いところで、風がさわさわと音たてているのが聞える。

　その、のどかな気配の中で、リエはいつまでもなおみのベッドの上で身を丸め、小さな自分の肩を抱きしめていた。

〝……真理、早く帰ってきて、リエ、ひとりでいると、もっともっと悪い子になっちゃう〟

　リエは真理の明るい声が、いま一番聞きたかった。




　夕食後の自習の時間だった。

　リエは部屋をそっと抜け出して、人気のない礼拝堂に跪いていた。

　青白いマリア像の、慈愛の眼まな差ざしがリエの上に注がれていた。

〝マリアさま……私のように罪深き者をお許し下さい。あのかたがこの学園を卒業なさってからというもの、私の中の罪深いほむらは消え去るどころか、一日一日とくすぶり燃えさかるばかりなのです。あの罪深き日々が、夜ごとみだらな妄想となって私を責めさいなむのです。おそろしいことです。自らの汚れた指でもって自らをおとしめていく禁じられたよろこびを求めるばかりなのです。マリアさま、このままでは私は……マリアさま、どうかこのあわれな私にお慈じ悲ひを……〟

　リエの胸は苦しみでつぶれそうだった。

　新学期が始まり、ふたたび真理と一緒の部屋で新しい毎日が始まったというのに、勉強にも身が入らず、考えるのはなおみのことばかり。

　夜の自習の時にも、ぼんやりとなおみのことを考えてしまうのだ。

　そして、真理が消灯後、スヤスヤと寝ね入いってしまうと、リエの脳裏のなおみはますます妖あやしくみだらにリエを誘うのだ。

　今夜もそうだった。

　今日こそは心を集中して自習しようと思ったのに、参考書の中にはさんであったなおみの写真を見たとたん、心が乱れてしまった。

「どうしたの、リエ」

　机に肘をついたまま同じところをぼんやり見ていたリエに、真理がけげんそうに訊たずねた。

「な、なんでもないの、春のせいかなあ、なんだか眠くって……」

「いやだ、リエったら、昨日も同じこといってたわよ」

「そうだったかなぁ」

　苦笑しながらリエは立ち上がり、大きな伸びをしてみせた。そして真理に「ちょっと庭を散歩してくるわ、アタマすっきりすると思うから」と噓をついた。

　真理が〝わぁ、じゃ、あたしも一緒にいく〟といわなかったのは幸いだった。

　リエの足は、いつだったかなおみが案内してくれた煉瓦敷きの道をなぞり、礼拝堂の前まで来ていた。

　夜の礼拝堂はひっそりとしている。

　おぼろ月が、かすかな光を内部に運び、マリア像が仄白く浮かんでいた。

　それを見た途端、リエの胸から祈りがせきを切ったようにあふれ出てきた。

　何もかもを告白し、心と体を清めたかった。罰ばっされたかった。

　もうなおみのことは忘れて、生まれかわりたかった。

〝……この私の心を、そのお慈悲でお清めください……〟

　リエが長い祈りを終えて、マリア像へ顔を上げた時だった。

　長い影が像の上をよぎった。だれかが礼拝堂のドアを開いたのだ。

　ハッとリエは振り返った。

「み……碧さん」

「ふ、そんなに驚くことないじゃないの」

　碧は、冷ややかに笑った。

「ご立派なものね、ひとりで何をザンゲしていたのか知らないけど、ずいぶん熱心なお祈りだったわね」

　つかつかと近づいてきた碧の視線が、台の上で組み合わされたリエの手や、濡れている瞳を素早く探った。そして碧は、クスッと薄い笑いをもらした。瘦せた指が肩に触れる。

「リエ……ほんとは淋しいんでしょ」

「そ……そんな、ただ、あたしは……」

　リエは唇をかんだ。

　碧の言い方は冷ややかだったが、図星だった。リエはうなだれた。

　そんなリエをのぞきこむように碧はいった。

「ふふっ、愛する人にいじめられたら、それがどんどんよろこびに変わっていくのよ。女はみんなそうだわ。リエ、もう一度、なおみお姉さまにいじめられたいんでしょ？」

「み、碧さん」

「いいのよ、ごまかさなくても……」

「ちがいます。あたしはただ……ただ……」

「ただ、なんなの？」

　リエの肩がふるえた。もう忘れたいと思いながら、忘れることはできない。そんな自分が情けなくて悲しくて、祈っていたのだと、碧にうまく説明できない。

　うなだれているリエの背後に身をかがめ、碧は、低くささやいた。

「いいのよ、いわなくたって……フ」

　いきなり肩からすべり落ちてきた碧の指が、リエの乳房をつかんだ。

「あ……いや」

「そうかしら……いやとはいわせないわ」

「や……やめてよ、碧、こんなところで……」

「こんなところだから、刺激的なんじゃないの、リエってほんとにおバカさんね」

　碧の手は不遠慮にリエのスカートのファスナーをおろし、素早く前へともぐり込んできた。

「やめてったら……あ……」

「ふ……そんなにいやそうでもないじゃないの。お姉さまのお仕込み、忘れてないでしょ」

「碧……ゆるして……ね」

　碧の指がじらすように下肢の間を行き来する。指のぬくもりが、布地を通してはっきりとわかり、リエはかるいめまいに眉を寄せた。

「ね……かっこつけたって女同士、お見通しなの。リエの気持があたしにわからないとでも思ってるの？　これからは、あたしがかわいがってあげる……。それともあたしじゃいや？」

　残忍そうな微笑を浮かべると、碧はますますリエのパンティの奥深く、力をこめて指を押し入れてきた。

「ね……感じるでしょ？　仲よくしましょ、リエ」

　碧の指が、少しずつ微妙に動き始めると、リエは次第に体から力が抜けていった。

「碧……いや……こんなところで……あ……やめて」

　快感に溺おぼれていく自分に抗あらがうように、リエは身をよじった。その目の端に、優しい微笑をたたえた美しいマリア像の穏やかな姿がよぎる。

「ああ……マリアさま……」

　ふいにリエの目から、涙があふれた。もう決してマリアさまにも、だれにも救われないだろうとリエは思った。

「こんなにぬれてる……リエ」

　碧は、眉を寄せるリエの表情を、楽しげに見ながらつぶやいている。

　思わず、リエは罪の意識にふるえた。

「い……いけないわ……おねがい……」

　叫んだリエの口を、すくうように碧の唇がふさいだ。唇が、リエの唇をそっとはさみ、ふるわせた。

「あ……お姉さまのキスと同じ……お姉さま……あたし……どうしたらいいの？」

　なおも碧の舌は、リエの唇を割ってどんどん奥へと入ってくる。

　乳房を片手でつかみ、片手はあそこを刺激するように動かしていた。

「や……やめて」

「あたしじゃダメっていうの？　でも、体はそんなこといってないわよ。ほら……リエ……ふふっ、こんなにぬれて……さあ、次はどうするんだっけ。なおみお姉さまにちゃんと教わったでしょ？」

　スッと碧がリエの割れ目から指を引き抜いた。

「あ……」

　リエの前に、碧の細い指がかざされていた。碧は意地悪く、二本の指を開いたり閉じたりして、糸を引く液をリエにみせつけた。

「あなたのものよ、なんてみだらな子なの」

　その口調が、はっきりとなおみをよみがえらせた。

　まるで、誘いこまれるようにリエは、自分のものでぬれている碧の指にと唇を近づけていった。

「そう、思い出したみたいね、いい子ね」

　目を閉じてうっとりと指をなめるリエを、意地悪くみつめながら碧は満足そうに笑った。

「どう、久しぶりの自分の味は……」

　なおも口の中に押しこまれる指を、リエは涙の味がする舌でなめつづける。

　碧の声がうっとりとした声音に変わっていった。

「なおみお姉さまが卒業してから、あたしたち、一度もしなかったわね……リエ、その調子じゃ、さみしくってたまらなかったんじゃない？　ああ、リエって、ほんとになめるのが上手。あたしも、なんだか……」

　碧が、リエの口から指を離し、いまにも抱きつきかけた時だった。

　礼拝堂に通じる道に、固い足音が聞えた。尼僧のはく靴の音だった。

「リエ……跪いて！」

　小さく鋭い声で碧が命令したのと同時にドアが開いた。

　シスターの鋭い声がひびいた。

「あなたたち、何をしているんですか？」

　碧が、今はじめて祈りから顔を上げたというように、落ちついた声でいった。

「申し訳ありません、シスター。私たちは今日一日の行ないをマリアさまにザンゲしておりました」

「まあ、それは感心ですね。でも、もう消灯時間ですよ。早く部屋にお戻りなさい」

　シスターの顔が一瞬和み、それからマリア像に頭を垂れた。

「今日一日のご加護に感謝します。アーメン」

「アーメン」

　碧とリエも、シスターの祈りの言葉に頭を垂れると低く声を合わせた。

「じゃ、すぐに寮に戻るのですよ」

　シスターが来た時と同じように規則正しい足音をさせて去っていくと、碧はニヤリと笑った。

「ふふっ、リエも相当の演技力ね。いいことリエ……あんたがあたしにとる態度次第では……なおみお姉さまに会わせてあげたっていいのよ」

「それ……どういうこと？……ほんと？」

　思わずリエは顔を上げた。まるで一筋の光が頭上に射したようだった。

「さっきみたいに、私にウソをつかないって約束する？　あたしのいうことを聞くって」

「え、ええ、碧」

「じゃ、いいわ。もうすぐ、リエのピアノコンクールがあるでしょ。そのころ、お姉さま、都合がつくんじゃないかしら。あたし、手紙を書いたの。返事に書いてあったわ。よかったら、リエと二人で遊びにいらっしゃいって……」

「ほ、ほんと？」

　リエの顔に、よろこびがあふれた。それを冷ややかにながめながら碧がいった。

「いったでしょ、あんたの態度次第だって……もし、リエがあたしのいうことを聞かなかったら……」

「わ、わかったわ、碧、おねがい、いじわるしないで……」

「そう、その調子よ。……じゃ、お休み。今日はこれで許してあげるわ」

　素そっ気けなくいうと、突然碧はリエの唇に唇を押しつけ、アッという間に礼拝堂から駆かけ去っていった。

　思わずリエは、マリア像の前に跪いていた。

「マリアさま……お許しください。この弱き心、また、ほむらへと近づいていく私を……」

　しかし祈りながらリエの心は別のことを考えていた。

〝お姉さまに会える……ほんとうなの？　うれしい……お姉さま……リエは……ずっとお姉さまのことを、一日も忘れたことがありませんでした……お姉さま、好き……前よりももっともっと……〟




　そのころ、なおみはゆったりとした早川家の居間で、碧からの手紙を読んでいた。




『お姉さま、そういうわけで、リエのピアノコンクールにはぜひいらしてください。いつかお手紙くださった計画、実現できるかも。だってリエは、まだお姉さまにメロメロだし、あの調子だったら、どんなことだってすると思います。おじさまと、彰あきら君とを含めたパーティだって……。

　あたし、時々、あのパーティ夢にみるの。するとあそこが……。ね、お姉さま、おじさまも誘ってください。碧、お姉さまの計画、こわいけど協力します……。それにリエは、きっと彰君にピッタシよ。もしリエだけじゃもの足りなかったら、ひとりいい子がいます。真理っていう同級生で、リエと同室。リエを尊敬しているみたいだから、連れ出すのは簡単です。そこのところは、あたしがうまくやります。じゃ、リエのコンクールの日、くわしい打ち合わせを……。


♡♡碧』






　なおみはリエの手紙をたたむと、長いスラリとした足を組み替えた。そして、冷ややかな目で、早川コンツェルンの社長、早川道みち明あきを見た。道明はパイプをくゆらせながら、暖炉の前で新聞を読んでいた。銀髪にシルクのガウンがよく似合うが、どこかにこの世の享きょう楽らくはし飽あきたという、けだるさが漂っている。

　なおみは、そんな父親をみながら、大人びた声でいった。

「ねえ、お父さま、まだ、あたしの卒業のお祝い、なんにもくれないのね」

「そうだったかな。なにがいい？」

　道明は、パイプをくわえたままくぐもった声で答えた。

「なんでも許してくださるわね」

「ああ、いってごらん」

「ちょっとしたお遊びをしたいの。お母さまの好きだった別荘で……」

「別荘で？」

　道明の顔に、微妙な戸惑いが走った。目をそらしながら、なおみは楽しそうにいった。

「そう、パーティをするの。お母さまの大好きだった、あのいやらしいパーティをね」

「な、なおみ！」

「いやっていうんじゃないでしょうね。お母さまはあの別荘で、たくさんの若い男をはべらせて、裸で踊ったり、一晩中、男と抱きあってるのが好きだったわ。あたしはそれを何度も何度も見せられたものよ。お父さまだってそうでしょ。でも、お父さまはなにもいえなかった。だって、お父さまは、早川コンツェルンの婿むこ養子ですものね。お母さまの言うなりだったわ。でも……」

「なおみ、やめなさい、やめるんだ」

　道明の顔には、不安が浮かんでいた。

　なおみは、おもしろそうに父親の顔をみながら、小さく笑った。

「いまさら、道徳ぶることなんてないじゃないの。もう、お母さまは死んじゃったんだから、こわいものなんてないでしょ。ふん……だらしないんだから」

　なおみの目がキッと道明の目を見据えた。

「ほんとはお父さまは、お母さまのすること見ないふりをして一緒に楽しんでいたんだわ。お母さまの前では、道徳ぶった顔してたくせに。あたし、知ってるわよ、子供のころから、お父さまがお母さまに言われて、まるで忠実な犬みたいにあの別荘に出かけて、お母さまの若いツバメたちと一緒になにをしてたか……」

「……なおみ」

「ふふ、怒りたくても怒れないわよね。ほんとのことだもの。あたしはお母さまのこと軽けい蔑べつしてたわ。それ以上にお父さまのこともね。でも、あたしの中にはお母さまの血がうんと流れてるんだわ。お母さまそっくりの血。でも、お父さまも知ってるわよね。あたし、男の子になんて興味ないの。好きなのは女の子だけ。ふふっ、だから聖アザレア女子学園の三年間は最高だったわ。まるで、お母さまとそっくりの女になる素養に目覚めちゃったようなものですもの」

「な、なにをいいたいんだ、おまえは」

　道明の声には力がなかった。その道明の前に、なおみは平然と立った。

「あたし、お母さまの大好きだった別荘で、お母さまがしていたのと同じことをしてみたいの……」

「ば……ばかな」

　吐きすてるように道明はいった。まるで悪夢をみているような表情だった。

「お父さまに、そんなこという資格はないわ」

　きっぱりとなおみはいった。自分の計画に酔いしれたうっとりとした声だった。

「聞いてお父さま。あたし、あのころからあたしはお母さまの血をひいてるってわかってたの。人を支配するって、こんなに楽しいことだなんて……。学園でもそうだったわ。お父さまが学園にたくさん寄附してくださったおかげで、あたし、誰にも平気な顔をして、女王でいられたわ。シスターたちに対してだってそうよ……あたし、学園でお母さまがしていたとおりのことを真似て暮らしたわ。……違うのは、お母さまの相手が男で、あたしの相手が年下の女の子だったってことよ」

「やめろ、やめるんだ……なおみ」

「聞きたくなかったら聞かなくてもいいのよ、お父さま。あたしはただ、お願いしてるだけなんだから……。でもね、お父さまは絶対にいやなんていえないわ。だって……あたし……お父さまのことよくわかってるんだもの……」

　ふふっと、なおみは顎あごを上げて笑った。勝ち誇った顔だった。

　道明の、銀髪の頭や広い肩をなおみはゆっくりとながめおろした。道明は苦にが虫むしをかみつぶしたような顔をしていた。

「……パーティを許していただきたいの、お父さま。そして一緒に出てほしいの」

「……なにをいい出す……」

　道明のつぶやきに重なるように、なおみは高々と笑った。

「べつに、むずかしいことじゃないわ。だって、お母さまが生きていたころと同じようにしてればいいんだもの。ソファに座って、ただ見てればいいのよ。あたしのすることをね」

「そんなことは……そんなことはできん……おまえは娘だ……お母さんは大人だった……それなりの考え方があって、あんなことを思いついたんだ」

「あら、あたしにはなんにも考えがないって思ってるの？」

「……なんだって？」

「こんどのパーティは、あたしだけのためのものじゃないわ。彰のためでもあるのよ」

「彰の？」

「そう……」

　なおみはプイと横を向き、鼻で笑った。

「なによ、あの子。男のくせに臆病で……。お父さまそっくりじゃないの。見てるとイライラしちゃう。あんな子にお父さまは早川コンツェルンを継つがせるつもりなの？　あたし、あの子を鍛え直してやるんだわ。絶対にお父さまみたいな男にはさせない。お母さまにかしずいて一生を終わるようなお父さまには似させたくないのよ……」

「なおみ……それはおまえの誤解だ。私は……お母さんを」

「ふ、愛してたっていうんでしょ。でも、お母さまはいつもいってた、お父さまは頼りなくて退屈だって……。彰は違うわ。そんな男にはさせない。人を支配することがどういうことか、よくわかる男に、あたしがしてやるんだわ」

「……バカな……そんなことが……」

　青ざめた顔で、早川道明は目を閉じた。

　そして、力なくつぶやいた。

「それほどまでに……私が憎いのか、なおみ……」

「ええ、お母さまをあんな女にさせたお父さまが憎い……でも、もういいの。お母さまは死んだわ。いまはあたし、お母さまそっくりのあたしをお父さまのその目で見てもらいたいんだわ……彰の相手はもう探してあるの……あたしのかわいいペット、リエ」

「……リエ」

「そう。碧よりも、可愛い素直な子よ。あの子をお父さまに会わせたいの。……お父さま、来てくださるわね、別荘に」

「…………」

「お父さまは来るわ。ううん、来ずにはいられないはずよ。だって、お母さまを愛してたんでしょ。愛してたから、あんなことができたんでしょ。……答えて」

　道明は、肩を落としたまま答えなかった。

　やがて、立ち上がった道明は、フッと長い息を吐いた。疲れきった顔をしていた。なおみを探るようにみつめ、さみしい笑いを浮かべた。

「似ているよ、お母さんに……いつも人を破滅させずにはおかない、そんなところがね」

　なおみは平然と答えた。

「だれも、破滅なんてしないわ。だって、神さまなんてどこにもいないし、あたしは、楽しむのが好きなの。……お父さまやお母さまと同じなだけよ……碧もそうよ。お父さま……碧はお父さまのこと気に入ってるわ。あの子、ファザーコンプレックスなのよ」

　からかうように、なおみは小さく笑った。黙って部屋を出ていく道明の背に、なおみはピタリと視線を据えていた。

　ドアが閉まると、しんとした居間のソファになおみは沈みこむように座った。

　やがてせきをきったように、なおみの目から涙があふれた。声もなく、なおみは涙を流しつづけた。

〝……お父さまのバカ。なぜ、ぶってくれなかったの？　昔からお父さまはそう。お母さまの奴隷だった。お父さまが可哀そうで気の毒で見ていられなかった……でも……あたしは、あたしは、いつの間にかそんなお父さまを憎み、お母さまをもっと憎んだ。そして……気がついたらお母さまそっくりになっていたのよ。……十五歳であたしは聖アザレア女子学園の女王になっていたわ。自分でもどうしてだかわからなかった……男の人に興味がもてなくなっていた……お父さまのせいよ。でも……彰だけは……彰だけは、お父さまのような奴隷にはしない……きっと、あの子を、早川コンツェルンの、後継者にしてみせる。……間違ってるかもしれないわね、お父さま。でも、お母さまの声が……声が、あたしの中でいうのよ。彰を、支配者にするのよって……。お母さま……もうやめて……もう、あたしの前へあらわれないで。おねがいよ、お母さま〟




「第十二回・高校生ピアノコンクール・東京地区大会」は、五月の連休の一日目にあった。

　控ひかえ室しつで順番を待つリエに、真理が声をかけた。

「ハーイ、リエ、どう気分は？　あ……お邪魔かしら……」

「ううん、いいの」

　リエは、真理を見てホッとした顔で笑った。さっきから、胸がドキドキしていたのだ。

　ドアの向こうには、陽子も久美の姿もあった。

　大柄な陽子が、ドアから顔だけのぞかせ、すっとん狂きょうな声をあげた。

「ヘエー、リエ、かわいいじゃん」

　リエは、真っ白いブラウスに紺のスカート、白いベレー帽をかぶっていて、それがとてもよく似合うのだ。

「ほんと、リエ、すっごくかわいいよ」

　久美も声をそろえた。真理もニコニコ笑っている。

「そう……ありがとう」

「うまくいくといいね、リエ。パパもママも来てるんでしょ？」

「うん」

「さっき会場に入ったら、すごい人ねぇ。なんかあたしまでドキドキしちゃう」と陽子がいった。

「あたしもだなぁ。でも、リエなら大丈夫よ。あんなに毎日、熱心に練習したんだもん。リエだって知ってるでしょ、シスターたちが音楽室の前を通るたびに足を止めて聞きほれていたの……。あの調子、あの調子……」

　真理がリボンを揺らしながら、軽い口調でいった。

「うん、心配しないで……大丈夫よ」

　リエはにっこり笑った。

　少しずつ緊張がほぐれてくる。つい数分前まで、冷たくなっていた指先に、あたたかい血が通い始めるのがわかった。

　真理や陽子や久美の笑顔を見ていると、スッと肩から力りきみがとれていくようだった。

「一位とはいかないけど、入賞してみせるからね。そうしたら、みんなにおいしいアイスクリームをおごるから」

「ほんと……ワァ」

「期待しちゃおうっと」

　とびあがってよろこぶ陽子と久美に、真理がいった。

「もう、ホントにゲンキンなんだから……。リエ聞いてよ、この二人ったらコンクールに来たのは、ステキな男の子に会えるかもしれないからだって。リストもショパンもモーツァルトも、全然知らないんだから……」

「あ、バラしたな、真理」

　控室にいた他の高校の生徒も笑った。みんな、緊張しきって固くなっていたのが、一度にリラックスしていくようだ。

　リエもクスクスと笑った。

　真理が、時計を見てあわてていった。

「あ、もういかなくちゃ。じゃ、リエ、客席で応援してるからね」

「うん。ありがとう、みんな」

　真理と陽子と久美が控室から消えたのと入れちがいに、またドアが静かに開いた。

「……リエ」

「あ……碧さん」

　いつもの制服姿の碧が立っていた。碧はリエの、白いブラウス、白いベレー帽姿を上から下まで点検するようにながめると、そっけなくいった。

「なかなかイカシてるわよ、リエ。それならお姉さまの気に入るかもね」

「お……お姉さま？　碧さん、お姉さまが……」

「そう、あたしがリエのコンクールの案内、出しといたの。いらしてるかどうかわからないけど、約束したでしょ。会わせてあげるって……」

「み、碧さん」

「そんなにびっくりした顔なんてしないでよ。とにかく、約束は守るわ。今日、会えなくても、明日、お姉さまに会わせてあげる。学園から一時間くらいの海辺の別荘にいらしてるそうよ。あたしが連れてってあげるわ。……じゃ」

　碧はそれだけをいうと、サッサとドアの向こうに消えた。少年のような体のどこからか、なおみと同じシャンプーの匂いが漂う。

〝お姉さまが、いらしてるかもしれない……〟

　ほんと？　ほんとなの？　と自分に問いかけながら、リエの胸はまたドキドキし始めた。

　もちろん今日は、父の悠介と母の美和子が会場に来ているから、もしなおみが来ていても、ゆっくりと会う時間はなかった。

　それでも、一目、会いたい。

　声だけでも聞きたい。

　そう思うと、緊張とは違う苦しさが胸いっぱいにふくらんでくる。

　……今日、もし会えなくても、明日……なつかしいなおみお姉さまに会える……。

　リエはふいに、胸ではない別のところが、自分でも思いがけず疼き始めるのを感じていた。




　客席はしんと静まり返っていた。

　休憩をはさんでの後半の部、リエはそのトップだった。

　休憩時間の十分間、リエはなおみの姿を舞台裏から探したが、まだ来ていないのか見えなかった。

　もう、今日は会えないかもしれない……。

　リエがあきらめて、静かに舞台袖そでで心を鎮しずめていた時だった。

　暗く照明を落とした客席に、なおみがやっとあらわれたのだ。だれが見てもなおみの美しさは目を魅いたが、なおみは周りの視線には気づかない素ぶりで、素早く席についた。父の道明、弟の彰も一緒だった。

　もちろんリエは、そんなことは知らない。

　じっと祈るように閉じていた目をあけると、煌こう々こうとライトに照らされているピアノへと歩み寄った。

　舞台へ歩き出すと、ふしぎと心が平静になっていった。

　闇の中に、ピアノだけが浮き上がり、客席が薄暗いせいだろうか、ピアノは、リエを待つように静まっている。

　椅子に座ると、スッと雑念が消えていく。

　澄んだ心が、一生けん命ピアノを弾きたいという気持へと変わっていった。

　もうリエの耳には、しわぶきも人声も聞こえなかった。

　静まり返った客席に向かって、リエはショパンの「ノクターン」の最初の一音を押さえた。

　何十回となく練習し、指と体に叩きこんだ音が、なめらかにあふれ出た。

　細い指が自由自在に躍った。

　体が音に乗っていくのがわかった。

　しかも、頭の中は、叩き込んだ楽譜がぎっしりとつまり、音と共にほどけていく。

〝……あ……軽い……〟

　リエは本能的に思った。練習してきたことのすべてが、軽々と体からあふれていく。

　とても、なめらかに、とても完璧に……。

　いつの間にかリエは、そこがコンクールの会場であることを忘れていた。

　だれもいない静かな音楽室で、ステンドグラスの光をいっぱいに浴びて、無心に練習してきた時と同じ心地よさが、リエの周りを包んでいた。

　音と音が、和音と和音が微妙にからまりあいうねりながら、強く低く、会場を流れた。

　だれもが身じろぎもせずにリエの姿をみつめ、音にきき入っていた。

　真理が客席でギュッとてのひらを握りしめていた。祈るような顔をしている。

　音楽なんてわからないという陽子と久美も、すっかり引きこまれてしまって、うっとりとしていた。

　そんな彼女らからずっと離れた席では、真赤なドレスを着たなおみが、くい入るようにリエの姿をみつめていた。

〝ふふっ、リエったら、なかなかやるじゃないの。大したものだわ〟

　心の中でつぶやくと、なおみはリエに視線を当てたまま、低い声で道明にささやいた。

「ね、お父さま……なかなかかわいい子でしょ？　きっとお父さまも気に入るわよ」

　リエは、無心に指を動かしていた。

　メロディが次から次へとあふれ、幸福な優しい気持だった。このまま、メロディに乗って体ごと浮き出しそうだ。

　物音ひとつない、しーんと澄んだ世界に、美しい光の玉だけが弾はじけ漂っている。

　スポットライトのずっと向こうにあるものを、リエはうっとりとした目でながめながら、最後の数小節を弾きこむ。

　キーの上で指が静かに止まった。

　リエの頭の中はまっ白だった。

　現実に引き戻されたのは、割れるような拍手を聞いてからだった。

〝……あ……終わったんだわ〟

　すごい拍手だった。

　リエはあわてて立ち上がった。頰が生き生きと紅潮していた。

　体中の力は抜けきっていた。リエは拍手の大きさにボーゼンとしながら、客席へと頭を下げた。

　最前列にいる母の美和子が笑っている。父の悠介が拍手している。

　美和子はリエと目が合うと、満足そうにうなずいてみせた。

　ホッとしながらリエは、ちょうど前から五列目あたりに座っている真理のリボンの頭を見つけた。そして陽子、久美。

　そのほうに向かって、リエが頭を下げた時、後方の席から低いざわめきが起こり、十三、四歳の少年が飛び出してきた。

　少年は小走りに舞台へと近づいてくると、ツイと小さな花束をリエに差し出した。

　見知らぬ少年の目がまっすぐにリエを見ていた。

「……あ、ありがとうございます」

　一瞬、とまどいながらリエは身をかがめた。

　花束を渡し終ると、少年は再び後方の席へと駆け戻っていく。

〝うふっ、まるでスターみたい〟

　少年を、リエのボーイフレンドだと思ったのか、みんながほほえましいあたたかな笑いを浮かべて拍手を送っていた。

〝やだぁ……照れちゃうなぁ〟

　リエは、恥ずかしさから、その見知らぬ少年が席に駆け戻る前に、あわてて舞台の袖へと身を隠した。

　その一時間後、リエは狭い控室で父母や真理や久美に囲まれていた。

「すごかったわ、リエ、あたし、涙が出そうになっちゃった」

「あたしも……。あんなにきれいなピアノ聞いたの初めて……」

「そうよ、陽子はもっぱらプリンスとかマドンナだもんね」

「うん、だから、ちょっとお勉強し直そうかなと思ってるんだ」

「あたしも、ピアノ習おうかなぁ」と久美。

「久美なんて何年やったって、〝ネコ踏んじゃった〟がいいとこよ」と陽子がやり返す。

「ワ、いったわね」

　そんなふうにみんなが、ワイワイと騒いでいる傍で、リエはニコニコしながら、しきりに控室のドアを気にしていた。

〝なおみお姉さま……来てくださらなかったのかしら〟

　リエは、少年がくれた花束をみつめながら、ふっと思った。

〝あの花束をくださったのが、なおみお姉さまだったら、どんなにうれしかったかしら〟

　だが、控室のドアは閉まったままだ。リエは、まだ興奮してしゃべっている陽子や真理や久美に視線を戻した。

　真理が、花束から離したリエの視線をすくうようにタメ息をついた。

「あ……あたしもリエに花束をもってくればよかった」

「あ……そうだったわね。でも、あの男の子かっこよかったわね。リエのファンかしら……」

「いやだあ、久美。ファンなんていないわよ」

「でも、あの子、じっとリエのこと見てたわよ」と久美はしつこい。

　照れるリエをからかうように真理がいった。

「いいなあ、年下の男の子にまであこがれられちゃって……」

「真理ったら」

　そんな会話を美和子と悠介がくすくすと笑いながら聞いていた。

　少し離れたところでみつめている二人の姿に、リエは素早く視線を走らせホッとした。

〝よかった、パパもママも、とても楽しそう。ママ、もう南条センセイとは別れたのかしら……。なんだか今日のママ、とっても優しく見える……パパ、ママ、うまくやってね〟

　そしてリエは、なおみに会えなかったさみしさをまぎらわすように、三人のにぎやかなおしゃべりの中へと入っていった。




　昨日の抜けるような五月さつき晴ばれはどこへいったのか、車は雲が低く垂れこめた海沿いの道を走っていた。

　海の近くにある聖アザレア女子学園より、このあたりはずっと山に近いらしい。

　なだらかな丘きゅう陵りょうが左手の海の間近まで迫り、その丘は、静かな山あいの別荘地へとつづいているらしかった。チラと下を見ると海が激しくうねっていた。

「リエ、約束よ。さあ乗って」

　午後、碧が車の中から手を振り、リエを手招いた時、正直いってリエは驚いた。車がびっくりするほど高級の外車だったからだ。

「ど、どうしたの、碧、この車は……」

　碧は得意気に笑った。

「ふふっ、なおみお姉さまのお父さまが、あたしたちのために回してくださったってわけ」

「どうしてお姉さまのお父さまが……」

　リエはわけがわからなかった。

　碧が、フッと皮肉な笑いを浮かべた。

「昨日ね、お姉さま、ピアノコンクールにいらしたのよ、お父さまと一緒にね」

「お姉さまが？」

「リエがいけないのよ。控室で、ケーハクな女の子たちに取り巻かれてるから。あたしも、なおみお姉さまも、入るスキなんてなかったわよ」

　意地悪そうにいうと、碧はリエを車へと押しこんだ。

「ま、そんな話はどうでもいいわ。今日は、約束どおり、なおみお姉さまに会わせてあげる。あたしに、少しは感謝してよ。お父さまもいらしてるんですってよ。リエのピアノ、もう一度聞きたいって……。どこへいってもリエってもてるのね」

　最後のほうを投げやりにいうと、碧は急に口調を変えて、やさしくいった。

「でも、リエのおかげだもんね、あたしも、お姉さまに会いたかったの」

　まるで、気まぐれな風のように表情を変える碧にアッケにとられながら、リエは車に乗りこんだのだった。

　あれから碧は、ロクに口もきかず、そわそわと時計を見たり、外をながめたりしている。

　荒れる海辺の道を離れ、車は、山と山との間の狭い道へと入っていった。

　湿った風がガラス窓のすき間から入ってくる。

　陽はすっかり厚い雲におおわれ、いまにも雨がふり出しそうだ。

「このあたりは、天気が変わりやすいのよ、何だか嵐が近づいているみたいね、運転手さん、急いで」

「はい、かしこまりました」

　いんぎんに運転手が答えると、車は人気のない道を少しスピードをあげて登っていく。

　なんて静かなところかしら。まるで人が何年も行き来したことがないような道……。

　一瞬リエは思ったが、それは悪天候の暗い空の様子と、左右に大きく揺れている樹き々ぎの影のせいだった。

　やがて、一粒二粒、大きな雨粒がフロントガラスにあたったかと思うと、どしゃぶりのひどい雨模様になった。

　横なぐりの雨に打たれた樹が、かぶさるように車にのしかかってくる。

　遠いところで雷鳴がとどろき、それは夏を告げる一番の嵐らしかった。

　リエは、後部座席のガラスを伝う雨をみつめながら、身じろぎもせずになおみのことを思っていた。

「会えるだけでいいの、お姉さま……一目でいいの」

　近づいてきたらしい雷の光が、一瞬、山道を照らし出し、間遠いとどろきが聞えた。

　リエは、その音に怯えながら、何かしら自分がもうひとつのものに怯えているのを感じていた。

　静かに、無言で座っている碧のせいだろうか。

〝ううん、違う……違うわ、あたし……お姉さまに会った時の自分がこわいんだわ〟

　青白いリエの顔を、また別の雷光が照らし出した。

　その時、リエの目には、高い樹々の向こうに大きな別荘の屋根が一瞬浮かび上がり、雨と樹の中に隠れていくのが見えた。




　古くて大きな別荘の中に人影はなかった。電気もついていない玄関に立って、リエはけげんな思いで碧をふり返った。

「碧……どうしてこんなに暗いの？　みんなは？」

　玄関の暗がりに碧の低い声がした。

「ふふ、これで充分なの……そのうちわかるわ」

「……どういうこと？」

　ぽかんとした顔でリエはたずねた。

　青白い雷光が、別荘の窓から入ってくる。

　黒々とした樹々の影が、じゅうたんの上に広がった。

　その時、開け放された居間のドアから、雷光に照らされて大きなソファが見えた。

「あっ」

　リエは、目を見張った。

「ど、どうして……」

　真紅のガウンを着たなおみが、ソファに座ってリエを見ていた。足元には一人の少女が、ロープで体をしばられ、しかもサルグツワをされて転がされているのだ。

「……う……う」

「マ……真理。どうしてここに……」

　走り寄ろうとしたリエの体を、碧が後ろからドンとついた。床に倒れるリエを、碧は隠し持ったロープでしばろうとしていた。

　碧の顔には、意地悪な笑いが浮かんでいる。

「なにするの、碧……」

「ふふふっ」

　笑いながら碧は、巧みにリエの手を後ろでしばり、身動きできないように締しめ上げていく。

「いや……なにするの……離して……」

　なおみの傍では、真理がリエのほうへとにじり寄ろうともがいていた。その口から、動物に似た呻きが洩もれている。

　恐怖で真理の目はいっぱいに見開かれていた。

　うめく真理と、抵抗するリエの上に、なおみのアルトが飛んだ。

「静かにおし。パーティはこれからなのよ」

　いけにえを見おろすように、なおみは真赤なガウン姿に、悠々と赤ワインのグラスを掲かかげて、チラッともうひとつのソファを見た。

　そこには、早川道明が、暗く沈んだ生せい気きのない顔で座っていた。その傍には、もうひとつの小さな影があり、床に転がされた二人の少女を身じろぎもせずに見おろしていた。

「遅いから、みんなで心配していたんだよ」

　一瞬、部屋に流れた沈黙を破るように、早川道明がいった。ひどくユーウツそうな、低い声だった。碧が答えた。

「申しわけありません、おじさま。でもこのとおり、すべてうまくいったでしょ。真理はリエが待っているといったらノコノコここへやってきたし、リエはなおみお姉さまに会いたくて、やっぱりあたしについてきたし……フフ、なんだかあたし、ゾクゾクしちゃう。ほら、リエ、お姉さまとみなさんにご挨拶なさい」

　いったい何がどうなっているのか、とっさにわからなかった。リエは床に転がされたまま、首を上げて、広く陰気な居間の中を見回した。

　なおみの光る目が注がれている。碧の勝ち誇った顔がある。

　そして部屋の隅のソファには、初老の男が力なく座っていた。リエは、男の足元にうずくまるようにしている少年へと目をやった。闇に慣れた目に、少年のりんかくがおぼろに浮かんできた。

〝……あ……あの子は……〟

　ピアノコンクールの日、たったひとりリエに花束を渡しに来た、あの少年だった。

　なおみが、リエの驚きの表情を満足げにながめながら、ひとりごとのようにいった。

「久しぶりに楽しい夜になりそうね、お父さま……彰、もっともっと暖炉に薪まきを燃やすのよ」

　少年がノロノロと立ち上がったのを合図に、碧が、おかしくてたまらないというヒステリックな声をあげて笑い始めた。

「ほんとに、お姉さま、最高のパーティだわ。外は嵐だし……あたし、こんなにうまくいくなんて、思ってもみなかったわ……ね、おじさま」




　太い薪がはぜる暖炉の火に、リエと真理の素裸の体が浮かび上がっていた。部屋の中は汗ばむほどに熱い。

　豪華な居間は、異様な空間へと変わっていた。

　天井のハリにしつらえられた太い金具からロープが下がり、そのロープに真理の体は吊つるされていた。それを見上げるように、リエはしばられたまま床に裸で転がされている。

「準備はととのったようね」

　大人びた声でなおみがいった。真紅のガウンがハラリと肩から床に落ちた。

　ガウンの下は、黒のレオタード、黒のタイツ。なおみは闇の女王のようにきぜんと立っていた。色白の足に、黒い網タイツが妖しい模様を描き出していた。

　この衣い裳しょうはすべてなおみの死んだ母が、別荘でのパーティの時、好んだものばかりだった。

　キュッとしまった腰をくねらせて、なおみは、ソファにいる道明、弟の彰、そしてリエを見やり、最後に天井から吊るされている真理を見た。

「まず、この子からね」

　いつの間に取り出したのか、なおみの手には、しなやかなムチが躍っていた。

　真理が恐怖のためにくぐもった声をあげた。

　リエは思わず叫んでいた。

「や……やめて、お姉さま」

　美しい横顔を見せたまま、なおみはゆっくりと、真理の体を下から上へと視線でなぞり上げた。

「碧……うまくやったわね。リエもかわいいけど、この子もなかなかの獲物じゃない。たっぷりといじめられるよろこびを教えてあげる……」

「でしょ。お姉さま……うふふ」

　碧は、なおみが座っていたソファにかけ、得意げに調子を合わせた。その手に、なおみが先ほど飲んでいたワインのグラスが、炎に照らされて光っていた。碧はこれから始まるパーティに胸をワクワクさせて、煌めくワインをグイッとあおった。

「どう？　覚悟はできてる？」

　なおみは、碧のそんな様子にチラッと目を走らせると、落ちついた声と体を真理に向けてたずねた。真理の体は、だれの目にもおののきふるえ、青ざめてみえた。

　リエが床の上から叫んだ。

「お、お姉さま……真理は関係ないのよ。あたしたちのこと、なんにも知らないのよ。許してあげて、お願い……」

「うるさいわねっ」

　なおみの目が光り、ムチが生き物のようにリエの肩を打った。

「生意気に口ごたえするなんて……おまえ、あたしのペットになるってちかったわね」

　なおみは、巧みにリエの体すれすれにムチを鳴らし、リエの身動きひとつできない体を、残酷に見おろしていった。

「もう忘れたの？　まあ、いいわ。ゆっくり思い出させてあげるから」

　なおみはいうなり、リエの体にムチをふりおろした。それはリエの、ロープで引きしぼられた小さな乳房の頂きを確実に打ちつけた。

「ああっ……お姉さま」

　リエの体が激しく床を転がった。楽しそうになおみはいった。

「うふっ……これでも痛くないようにしてるのよ。ありがとうございます、は？」

　リエは、あえぎながら、なおみの声が自分をしばっていくのを感じていた。なおみのムチが、痛さよりも別のものをリエに与えているのだ。これは、なに、お姉さま……これはなんなの？　思いながらリエは、自分でも我知らず、かすれた声でこたえていた。

「あ……ありがとう……ございます……お、お姉さま……」

　身動きできないまま、なおみの目にさらされて、なおみの足の下にうずくまっている自分を、リエはふしぎにいやだとは思わなかった。むしろ、何もかもをなおみにゆだねているよろこびに酔よい始めていた。リエは自分でもよくわからない涙を流しながら、目を閉じた。

「それでいいのよ、リエ。さあ、真理、今度はあんたの番よ。これから二、三の質問をするけど、ちゃんと答えるのよ」

「は……はい」

「ふ……いい子ね」

　なおみの手は、宙吊りにされている真理の、ふっくらとした股間をまさぐった。ぬれている目が、淡いしげみから、サルグツワをはずされた唇のほうへと上っていく。

「ここを……自分の指でいたずらしたことはあるのかしら」

　涙でいっぱいの真理の目が、とまどいと恥じらいを含んでなおみの目を見た。

「いや……そんな……そんな恥ずかしいこといえません」

　なおみの目が、残忍に光り、手が素早く動いた。ムチの先が、真理の白い双ふたつの乳房に当たり、真理は喉をつまらせた。

「ああっ……やめて」

「わかってないようね、この子……。もう一度だけ聞くわ。自分でしたことはあるの？　ないの？　どっち？」

「あ……あります。だから、もうぶたないで、お……おねがい」

「いいわ……週に何回くらい？」

　うなだれ、怯えた真理の、小さな声が居間に流れた。

「……一、二回……」

　いってから、真理は啜すすり泣いた。それをあざ笑うように、ソファの上から碧の含み笑いが聞えた。

「うふふ、あんなウソいっちゃったりして……。毎日してたに決ってるじゃないの。もしかしたら、そこのリエちゃんと、さわりっこしてたのかもしれなくてよ」

　碧の声に、なおみの低い満足そうな声が重なった。

「じゃあ、いままで、ここにキスされたことはある？」

　ムチの黒く硬い柄えが、真理のすぼめられた股の間に差し込まれていく。それを静かに動かしながら、なおみはふしぎな笑いを浮かべていた。

「ありません！　そんなこと……もう、もう恥ずかしいこと、聞かないで……」

　真理は耐えきれなくなったのか、激しくしゃくりあげた。

　上下する頭のリボンを見やりながら、なおみはムチをおろし、床の上でかたずをのんでいるリエを振り返った。そしていった。

「ちょうどいいわ。そこのリエちゃんは、とっても上手なの。さ、おまえからおねがいしなさい。真理のここをなめてください、って」

「…………」

　真理はすっかり怯えきって泣くばかりだ。

　その啜り泣きにイライラしたのか、なおみが声を荒げた。

「まだ痛い目にあいたいみたいね。あたしのいってることが聞えないの？　いいわ、じゃこれでも聞えない？」

　透明なマニキュアをした尖った爪が、スッと真理の股間にのびたかと思うと、なおみは容よう赦しゃなく、真理の一番敏感な部分をつねり上げた。真理の体が宙ちゅう空くうで撥はねあがり、おびただしい涙があふれた。

「あ……いやっ」

「おまえがいうことを聞かないからよ」

　なおみはなおも残忍に、真理の割れ目にムチを押しこもうとする。耐えきれなくなった真理の唇から、細い悲鳴がもれた。

「あ……あっ……」

　キリキリとロープがよじれ、真理の体はますますねじり上げられていく。啜り泣きの中から、真理はいった。

「リエ……マ、真理のここを……なめてください」

「それでいいのよ……おねがいします、は？」

「お……おねがいします」

「おバカさんね。もっと早くおねがいしてれば、痛い目にあわずに済んだのに」

　ふふっと鼻で笑いながら、なおみは小さく手をふった。すると、碧が部屋の片隅に走り寄り、真理を吊るし上げていたロープの片端の固定具をはずした。

　ズルズルとくずれるように真理がジュータンの上におろされる。

「さあ、リエ。真理のところに這っていくのよ。そして、あそこをたっぷりとなめておあげ……」

　なおみの声は心なしか興奮のせいでうわずっている。そのかすれた声に誘われるように、リエは、おずおずと真理の股間へと近づいていった。

　そっと、しげみに唇を這わす。舌を突き出して真理のあそこに触れた。

「あ……いや……やめて」

　のがれようとする真理の体が、上のほうへとずり上がっていく。それをなおみが後ろからしっかりとはがいじめにした。

「……もう、動けないでしょ。リエ、つづけるのよ」

　後ろ手でしばられたまま、リエはまた犬のように舌をつき出した。真理のやわらかい襞が、少しずつ蜜でぬれ始めていた。

　息苦しさと、屈辱的な姿勢。

　リエは、それでも真理のあそこを一心になめつづけた。なおみの目が、うつぶせになっているリエの肩や、桃色に光る舌をじっとながめおろしていた。

「相変わらずいやらしいのね、おまえは……。真理……どうおまえは？　気持いい？」

「…………」

　真理はもう、ぐったりとされるがままになっている。リエの舌先が、いままで感じたことのない熱い波を送りこんでくる。それに耐えているだけで精一杯なのだ。

「あたしは、たずねているのよ、真理」

　黙って目を閉じ、まつげをふるわせている真理の顔に熱い息を吹きかけながら、なおみは隠し持った洗濯バサミをとり出した。真理の小さく尖っている乳首をためらいもなくはさむ。

「アッ……い、いたい！」

　真理の体が大きくのけぞり、また涙が頰をぬらした。真理はしゃくりあげながらつぶやいた。

「き、気持……いいわ」

「今度、いうことを聞かなかったら、バツとして一個ずつ、洗濯バサミを増やしていくわ。わかった？」

　真理が、眉をギュッと寄せてうなずいた。

　そんな光景を、碧は息をのんでじっとみつめていた。

　もう、喉がカラカラだった。なおみのするままに、床で奴隷のようになっている二人の少女は、見物人がいるのを忘れているのか、髪をふり乱し、あえいでいる。

「す、すごいわ……あたし、もうがまんできない」

　碧は、深いタメ息をつくと、手に持ったワイングラスをテーブルに置き、そっと足を開いた。

　さっきから、見ているだけで碧のあそこは熱くうるおっていた。自分でもわかるひんやりとした湿り気が、パンティをぬらしていた。

　碧はそっとスカートの中に指を入れ、静かに動かし始めた。

　目を閉じる。熱い、快感が押し寄せてくる。

　リエに命令しているなおみの声が、居間の炎の音に混じって届く。

「さあ、もっとしっかりなめておあげ……真理、声をあげてもいいのよ、どうせ、だれにも聞こえやしないんだから」

　なおみの声も、湿り気をおびている。碧は、ソファの背もたれに身を沈めると、ひとりで、うっとりとしたあえぎをもらし始めた。

　その様子をチラッとながめ、なおみは薄笑いを浮かべた。

「碧も感じてきたようね……いよいよ、ほんとうのパーティだわ」

　つぶやくと、なおみはクルリと体の向きをかえた。そこには先ほどから少女たちの狂きょう宴えんをながめている二人の人物がいた。道明と彰だった。

　道明の顔には、諦めきった表情と、遠い記憶をまさぐっているかのようなぼんやりとした表情が浮かんでいた。

　なおみは、その足元で目を見開き、かすかにふるえながら狂宴をみつめていた少年に声をかけた。

「彰、こっちへいらっしゃい」

「は……はい」

　おずおずと少年は立ち上がった。好奇心と怯えが目の中いっぱいに揺れている。

「ここへくるのよ、こわがらないで」

　なおみは命令するように彰の肩を押した。

　真理のあそこをなめている、リエの形のいいお尻が目の前にあった。

「よく見るのよ、この子、こんなにぬれているでしょ。この子、人がいじめられるのを見るのも、自分がいじめられるのも大好きなのよ」

　なおみの指が、すぼめようとするリエの下肢を拡げスッと割れ目へともぐりこんだ。指には、熱いぬめりがまとわりついてくる。それを、少年の前に差し出しながら、なおみは赤くなっている少年に、いたずらっぽくささやいた。

「この子、いじめられればいじめられるほどよろこびが増すのよ。彰……あなたもいじめてみたくない？」

「…………」

　うつむいて少年は唇をかんだ。その目に、怯えよりも強く好奇心が浮かんだ。

「やってみるわね。ほら、さっき渡したでしょ、あれ使っていじめておあげ。……そう、あれよ」

　背後の声が聞えたのか、リエの動きがビクッと止まった。

「お……お姉さま、なにを……」

　ふり返ったリエの顔は怯えきっている。なおみは容赦なくいった。

「だれが、やめていいっていったの？　さあ、つづけるのよ」

　リエの耳に、低い震動が届いた。彰が、バイブレーターのスイッチを入れ、リエの足元に近づいてくる。

「いやっ……それは……や、やめて」

　しばられたまま、のがれようとするリエの背中をなおみがしっかりと押えこんだ。

「いいから、彰、この子にしておあげ」

　鋭い声でなおみは彰に命令した。

　ソファでその様子をみている碧は、あまりの刺激に気が遠くなりそうだった。

「す……すごいわ……ああ……あたしまでヘンになりそう……見てるだけで……もう……」

　碧の指の動きは、バイブレーターを見ただけで激しさを増し、もう、人目もはばからず大きく足を開いていた。

　その碧の、トロンとした目の前で、彰はふるえながらバイブレーターをリエの股間に近づけていた。

　バイブレーターの先がそっと、リエの、ぬれている襞に押し当てられる。

「あうっ」

　リエの背中が、キューッと引きしまり、首がのけぞった。体が逃げないように上から押えながら、なおみがリエにささやいた。

「いい忘れていたけど、彰はあたしの弟なの。いずれはお父さまの会社、早川コンツェルンのあととりになるんだけど、どうも気が弱くて困りものなの。だからこの機会に、人を屈くっ伏ぷくさせ、屈辱を味わわせるよろこびを教えてあげようと思ったの。いわばエリートになるための教育の一環っていうところね。リエは、彰にピッタリよ。たっぷりといじめられ、彰に自信をもたせてやって……。ほら、つづけて彰」

　闇の中に立ったなおみを、また雷光が照らし出した。

　黒ずくめの体のラインがくっきりと浮かび上がる。その姿は、いままでのどのなおみよりも美しく危険に見えた。

　まるで、生まれながらに人を屈伏させる力を備えもった女王のようだ。

　道明は、死んだ妻の幻をなおみの上に見ていた。まるで、妻がそこにいるようだった。

　道明の脳裏を、なおみの母が好んだみだらなパーティのいくつかがよぎっていった。

〝そっくりだ……あれのしていたことと……〟

　男を服従させるやり方、平然と奴隷のように扱うやり方、道明の前でも、妻は平気で見せびらかし、勝ち誇っていた。

　バイブレーターを使っていじめるのも大好きだった。

　道明は、妻が生きていた頃のパーティの夜がよみがえったように思えた。いつの間にか、ソファに体がしばられたように身動きができない。それも、妻のパーティの夜と同じだった。

　なおみのみだらなささやきが、妻の声に重なる。

「よく見るのよ、お父さま。彰が、この子をどんなふうにするか……さあ、彰……」

　道明の目に、くねくねと動くバイブレーターが、いまにもリエの割れ目へと入っていくのが見えた。ふるえながら彰は、静かにリエの中へと先端を埋めこんでいく。

「いやああぁーっ」

　激しい悲鳴がリエの口からほとばしり出た。白くてすべすべとした双そう丘きゅうが、のがれようとしてねじれる。

　碧が、くぐもった声を出し、ソファからとびあがった。もう指はぐっしょりだ。

「ああ、たまんない。おじさま……抱いて」

　碧は、興奮でぶるぶるふるえながら、道明にしっかりと抱きついていく。

　道明は、その碧の体を抱きとめてやりながら、クライマックスを迎えようとしている床の狂宴に、暗い目を注いだ。

　腕を組み、立ったままのなおみの足元で、うずくまった三つの影がもつれあっていた。

　一人の少女はあそこに舌を這わせられてあえいでおり、もう一人の少女は、うつ伏せになって少女の股間をなめながら、後ろからは人工ペニスで攻められている。バイブレーターを操りながら、肩で息をしている少年の体も、興奮のためにふるえている。

　三人の呼吸とタメ息、あえぎが絶え間なく居間を満たし、もう一人の少女、碧もまた、道明の傍で、自分で自分のあそこをまさぐりながら、小さなあえぎをもらしていた。

　平然としているのは、なおみだけだった。

　なおみは、傲慢そうに、一人一人の表情をゆっくりとながめ回した。青白い顔には表情はない。唇に、薄い笑いがこびりついている。

　やがて、ひときわ高い悲鳴が上がった。真理だった。

　真理は、リエの頭をしっかりと両りょう肢あしではさみこんだかと思うと、ガクガクと体をふるわせ、そのまま、ぐったりと動かなくなった。

　そして、もうひとつの悲鳴。碧だった。ソファの上でのけぞり、白い喉元をふるわせると碧はホーッと長い息を吐いた。

　二つの悲鳴がおさまると、なおみは肩をすくめた。

「やれやれ、真理ちゃんはもうダウンのようね……碧も、なんにもしないうちからひとりでのぼりつめちゃったりして……。リエちゃんはもう一息というところかしらね」

　なおみは、チラッと、別荘の外の闇へと目をやった。雨う滴てきが激しく流れ落ちる窓に、時折、雷光が青白く光る。風が、ますます強くなってきたようだった。

　なおみの頰に、満足げな微笑が漂う。

「これなら、どんなことをしたって、声が洩れることはないわね」

　ひとりごとをいうと、なおみは彰に命令した。

「彰、リエちゃんはまだ物足りないそうよ。バイブレーターをもっと強くしてあげたら？」

　リエの体も髪も汗でぐっしょりとぬれていた。もう極限なのだ。その極限をじらすように、バイブレーターの音は弱まったり強まったりしている。

「そうそう、彰。上手になったわね。中に入れないで、周りをくすぐるようにじらすのよ」

「あ……あ、あ、あうっ」

　リエの体から力が抜けていく。もうやめてほしいのに、体は勝手にバイブレーターを受け入れ、じんじんとしびれている。

「ほうら、彰。リエちゃんの体が、自分から動き始めたでしょ。ここが肝心よ。いまこの子は最高の興奮状態にあるのよ。もっと刺激が欲しくて、体の中が炎のように燃えているはず……こんな時はね、こうすると……」

　なおみは、体をよじると、一息にリエの体に細いムチをふりおろした。

「きゃあああっ──」

　激しい痛みがリエを襲った。が、同時にリエは信じられなかった。痛みの直後に、深い、引きこまれるような波が、バイブレーターを当てられている中心におこり、それがリエを引きずりこんでいったのだ。気が遠くなっていく。

「あら、一発でのぼりつめちゃったわ、うふっ、彰、わかったでしょ。いまのムチはこの子にとって最高の快感だったのよ」

　バイブレーターを握ったままボーゼンと少年はつっ立っていた。まるで見てはいけない夢からさめたように、少年の顔には冷たい汗が浮かんでいた。

　なおみは、そんな彰を悠然とながめると、つまらなさそうにムチを床へと放り出した。

　そして、冷たい目で道明を見ていった。

「いかが、お父さま、今夜のパーティ。お母さまのパーティよりも刺激的じゃないこと？　お父さま、どうなさったの？　傍にいるかわいいペットを、ご自分のものにしてもいいのよ」

　その時、道明の隣にいた碧の手から、ワイングラスが滑り落ち、ジュータンを赤く染めた。グラリと碧はソファから床にくずおれた。

「お……お姉さま……どうしたのかしら。体が……体が、しびれて……燃えるように熱い……熱くて……あそこが……」

「やっと効いてきたようね。お母さまの大好きだったお薬が……」

「お、おまえ……なおみ……いつの間に」

　道明が、ボーゼンとなおみを見ていた。

「お父さまには関係ないわ。ちょっと、お母さまの引き出しから、いただいたの。……お父さま、まだびっくりなさらないで。これからがほんとうのパーティよ」

　うっとりとした声でなおみは、碧を見おろし、ロープで碧の体をしばり上げた。

「な、なになさるの、お姉さま」

「どう？　お薬の気分は？　もっともっと効いて、おまえは天国にいったような気分になるわ」

　しばられ、転がされた碧をおもしろそうにながめながら、なおみはテーブルの上から煙草を抜きとった。優雅に火を点ともすと、なおみは天井に向けて長々と煙を吐いた。

　すがるようになおみを見上げながら、碧は足をバタつかせた。

「お、お姉さま……約束が違うわ」

「ふふっ、約束ってなんなの？　おまえ、このごろ生意気よ。リエをあたしからとろうとしたり、お父さまの気をひこうとしたり……」

「そ、そんな……ひどいわ」

「おだまり」

　片手で煙草を持ったまま、スッとなおみは身をかがめ、床に放り出してあったムチを取り上げる。

　碧の体を、長いムチの先が確実にかすめた。

「キャアーッ」

　碧の体がすくみ上がり、その目から涙があふれた。

「今夜はたっぷり、おまえの根性を叩き直してあげる……覚悟はできているわね、碧。さっきから見ていると、一人で物足りなさそうだったわ。これから、おまえを死ぬほどいい目にあわせてあげる……いいわね」

「お、お姉さま……はい」

　碧の目が恐怖から妖しい媚こびへと変わっていった。そのトロンとした目に視線をからませながら、なおみはすっかり老ふけこんだような道明に勝ち誇った笑い声を上げた。

「ふふふふっ、お父さま、あたしとお母さまと、どちらがほんとうの女王？　どうしたの？　お父さま、あたしは亡霊なんかじゃないわよ」

　なおみの高笑いは、しかしどこか悲しげでわざとらしかった。

　彰はそんな姉を、怯えたようにみつめ、暖炉の前で寒そうに体をすくめた。

「ぼく、もうこんなこと、いやだ」

　彰のつぶやきに、なおみはふり返った。

「…………」

　なおみの目にはうっすらと涙がにじんでいた。が、彰も道明も碧も、だれひとりそれには気づかなかった。




　真夜中、嵐は峠とうげを越し、雨は小降りに変わっていた。大きな山のようにうねっていた樹々も、いくらか穏やかになっている。

　なおみは、床で抱きあっている碧と真理の姿を、優しい表情でながめていた。

　つい先ほどまで、なおみの中を吹き荒ていた狂暴な嵐も過ぎたようだった。

　残酷な表情のかわりに、なおみの顔にはいくらか疲れた、けだるさが漂っていた。

　媚び薬やくをのまされた碧は、まだ薬が効いているのか、真理の体に体を重ねて、乳首をすりあわせていた。

　気絶していた真理は、もうすっかり回復し、ロープも解とかれている。

　なおみの耳に、クスクスと笑いあう碧と真理の声がとどいた。

「真理ったら、それじゃあくすぐったいだけよ、もっと、上手にして……」

「だって、碧……あたしどうしたらいいのかわかんないもん」

「もう……こうするのよ」

「いやん……エッチ」

「真理……もっと真面目にやってよ、すごく欲しいんだから」

　まるで、二匹の小犬がじゃれあっているみたいだわ、あの二人は……。

　なおみは思いながら、まだ気を失ったままのリエを見おろした。

　バイブレーターの嵐に耐えたリエの体は、ほんのりと紅潮している。

「かわいい子……」

　なおみはつぶやいた。

　いつごろからだろう、こんな少女に興味をもつようになったのは……。年下の少女たちがじっとなおみをみつめるのに気づいてからだ。みんな、憧れと尊敬と、女王をみるような目でなおみをみつめた。

「まるで、男たちがお母さまを見ていた時と同じような目だったわ」

　なおみは、フッとタメ息をついた。

「でも、あたしは、男の人にみつめられてもなにも感じない。女の子だけ。そして、いじめたくなるの……あたしって、二つの顔を持ってるんだわ」

　なおみは、フッと、暗い部屋の片隅のソファに視線を投げかけた。

　先ほどまで道明が座っていたソファに、道明の姿はなかった。そのソファは昔、なおみの母が「あなたの指定席」と呼んでいたものだった。

　いつも、父はあのソファに座って暗い顔をしていた、となおみは思った。

〝かわいそうなお父さま……〟

　亡くなった妻のことを思い出したのだろう。道明がそっと部屋を出ていく後姿を、なおみは黙って見送っていた。道明の後ろ姿は小さく見えた。

〝……そう、お父さま、苦しんで。みんなお父さまがいけなかったの。お母さまがあんなみだらな女になったのも、あたしがこうなったのも……でも、もう充分だわね。まいったでしょ？　お父さま……〟

　姿のない〝指定席〟の主あるじに向かって、なおみは心の中でつぶやいた。

　二階の部屋の暗がりで、いま道明は昔の悪夢と、ついさっきここでおこった悪夢の二つに心を引き裂かれていることだろう。

　そう思うと、なおみの胸には、後悔のようなものが少しずつ湧き上がってくる。

〝お父さま、許してね……〟

　弟の彰は、青ざめた顔で、父親のいなくなったソファからじっと、なおみをみつめていた。

　なおみが何を考えているのか、よくわかっているらしい。姉のなおみにひどいことをいわれ、ひどいことをされても彰はまだ一度も口答えをしたことがなかった。

　なおみは彰が、母親を見るように自分をみているのをよく知っていた。母親の真似をし、母親を超えようとしているなおみを、彰は、怯えと憧れをもって子供のころから見上げていた。

〝あたしをそんな風ふうに見ちゃダメよ、彰。でないと、あんた、お父さまそっくりになっちゃう〟

　しかし彰は首を振ったものだ。

　いまの彰は違う、青い顔はしているが、姉のなおみのしていることを、目を見開いて見ていた。なんとか受け入れようとしていた。反はん撥ぱつしながら怯えながら、なにを姉が求めているのかを一心に考えているように見えた。

　その弟の表情を見ながら、なおみはそっとほほえんだ。

〝そうよ、彰。自分で考えるの。この世には、支配するか、されるかのどっちかなの。どっちも間違いじゃないわ。あなたが、お父さまのような男になるか、それともお母さまやあたしのように、人を支配する立場の人間になるか、あなたが決めること……。でもね、今夜のことは、ほんのプレイ、お遊びなの。夢のようなものなのよ。あなたには、それがわかるかしら〟

　なおみは、彰に話したいことがたくさんあるような気がした。が、言葉にはなりそうもなかった。

　人には必ず秘密があること。道明が、あんなみだらな母でも心から愛していたこと。人にはいくつもの顔があること。憎しみと愛情はとても複雑に絡みあったひとつのものだということ。

　なおみは、彰から視線を外し、ひんやりとしたワインを口に含んだ。

　そして、ひとつだけ心の中でつぶやいた。

〝彰、お母さまは、さみしかったのよ。お父さまのことが大好きだったとしても、そのさみしさは、埋められなかったの。そんな気がする。あたしも……あたし、なんだかお母さまの心がわかってしまう……そして、お父さまの心も……〟

　淋しい顔になったなおみは、ふと、リエの大きな目が下からじっと自分をみつめているのに気づいた。

「リエちゃん」

「お……お姉さま」

「やっと、お目ざめ？」

　優しい柔らかい声だった。

　リエは、もうしばられていないのでびっくりした顔で自分の体をながめた。それに、なおみの顔が別人のように悲しげに見えた。ムチも握っていない。

　まるで、夢を見ていたようだった。

　なおみの髪が、リエの頰をくすぐった。甘い匂いのする唇が、リエの唇に重ねられ、なおみはそっとリエを抱きしめた。

「さみしかったでしょ、リエ。おまえがあんまりかわいいから、ついいじめたくなるの。あれが、あたしの愛し方なの。リエ、わかってね。だれもあたしのほんとうの顔を知らないけど、リエには見せたいの」

　さっきのなおみはもうどこにもいない。優しい手が、ゆっくりとリエの全身を撫でていた。

「お姉さま……リエ、どんなお姉さまでも、好き……」

　思わずリエは、しゃくりあげていた。あんなひどいことをされても、なおみがキライになれなかった。どれだけいじめられても、なおみを憎む気にはなれない。

　こうして、優しく抱きしめられると、いつまでもなおみの傍にいたかった。しばられたり、ムチで打たれたりしても、この優しさにすべての苦痛が消えていく。

「さっきは、つらかったでしょ。今度は、うんと優しくしてあげる……」

　なおみの歯が、柔らかくリエの耳たぶをかみ、熱い息が首すじに吹きかけられた。

　ふたたびリエの体が火照ってくる。

　その火照りを見み透すかすように、なおみの指がリエのうるおっている部分に触れた。

「さっきの火、まだ消えてないのね。ウフッ、リエったら、かわいい」

　なおみの指が乳首をはさみ、手がしげみにそよいだ。心地よく、柔らかい指の動きに、リエはあえいだ。

「ああ……いい気持。お姉さま、やめないで」

「まだまだこれからよ、リエ。ごらん、碧や真理を。楽しんでいるでしょ？　最後には、あたしたちみんなでたっぷりと楽しむのよ。まだ、のぼりつめちゃダメ……」

「ああ……」

　愛あい撫ぶされながら、耳に言葉を吹きかけられると、リエはなおも、体が疼いてくる。もうどうなってもいい。

　目を閉じ、ふるえながらなおみの指に身をまかせるリエを、なおみは優しく抱きしめた。

「かわいいわ、リエ……離さないわ、おまえはあたしのペット……。ずっと、あたしの傍にいるのよ」

　いいながら、なおみの唇がリエの乳首からしげみへ、しげみからうるおっている割れ目へと降りていった。そして、待ちうけふるえている小さな芽を、そっと舌でくるみこんだ。

「……あ……あっ……リエは、リエはお姉さまのペットです。何でもいうことを聞きます。ですから、お姉さま……やめないで……リエを捨てないで……あ……ああ」

「…………」

　うなずきながら、なおみの唇と舌がリエの敏感な芽をそよがせ、蜜を吸った。

「あ、あ……お姉さま、好き」

　狂おしいよろこびがリエを満たした。

　こんなにも優しく、こんなにも心をこめて、お姉さまが愛してくださる、リエ、もう、なんにもいらない。リエ、このまま、死んでもいい……。

　思いながらリエは、頰を濡らした。そしてとろけるような全身のけだるさの中で、一点燃えている部分がますます燃えさかり大きく広がっていくのを感じていた。

　リエは、そのまま、身をよじり大声をあげながら、うねるゼリーのような波の中へ落ちていった。




　あれから一週間。

　制服の肩に落ちる五月の光がまぶしかった。

　聖アザレア女子学園の広い庭のあちこちにいっぱい花が咲き乱れ、芝しば生ふは心地よく刈りとられていた。

　芝生の上でバレーボールをしている下級生がいた。

　寝そべって、本を読んでいる少女もいた。

　合唱部の女子生徒たちが、温室の前の道に並んでシューベルトの「野ばら」の練習をしている。

　その澄んだ声が、のびやかに校庭を流れ、芝生に座って、おしゃべりをしていたリエや碧や真理の耳にも届いた。

　あの一夜を境さかいにして、リエ自身にもわからないのだが、碧と真理がとても近い存在になり、それは碧も真理も同じらしかった。

　五月の連休が終わった日から、いつも三人は一緒にいた。

　陽子や久美が、あっけにとられていた。

「ネェ、リエ。どーしちゃったのよォ。このごろ、ちっともあたしたちとつきあってくんないじゃない」

「そうよ、碧とばっかり一緒にいたりして……」

「あの子、ずいぶん変わったわねぇ、生意気なところ、ちょっとなくなったみたい」

　リエは、そんなふうにいう陽子と久美に、こういった。

「そう？　あたしたち、みんなオトナになったのよ」

「エーッ、オトナ？」

「気持ワルイーッ」

　それぞれ、げんなりとした顔とポーズをとった陽子と久美に、リエは笑いながらＶサインを出した。

「もう、ほんとにどーなっちゃってるのかなぁ、リエたちは……」

　リエは、陽子と久美に、なにひとつ話すつもりはなかった。あれは三人と、なおみお姉さまだけが知っている、大事な秘密の出来事。

　これから先だって、誰にも話すつもりはなかった。

　リエは、チクチクする芝生の感触と、暖かい陽ざしにうっとりとして、今日のミサで学園長が読み上げた「ヨハネによる福ふく音いん書しょ」の一節を、低い声で朗読していた。

「……さて、イエズスは大声でこう叫ばれた。『私を信じる人は、私を信じるのではなく、私を遣つかわされたお方を信じ、私を見る人は、私を遣わされたお方を見ている。私を信じる人がやみにとどまらぬように、私はこの世に光として来た。……』」

　聖書を閉じると、リエはクスッと笑った。こうして聖書を読んでいる自分がなんとなくおかしかった。お祈りをする時もそうだ。

　神さまに悪いことをしているとは思わないが、大真面目に祈っている自分がくすぐったかった。

　碧も真理も同じらしい。リエの笑いに合わせて、クスッと笑う。

　放課後の時間は自由だった。寄宿舎に入る時間まで何もすることがなかった。あんまりお天気がいいので、リエはピアノの練習をする気になれなかったし、碧も真理もボンヤリと眠そうに見える。

「ねえ、リエ、リエは卒業したらどうするの？」

　芝生をむしりながら真理がきいた。

「あたし？　あたしはたぶん、音楽大学へ行くと思う。ママがうるさいの、東京地区大会で二位だったでしょう？　ママのほうが張りきっちゃってるのよ」

「あたしは、また固くるしい大学へ押しこめられちゃうかもなぁ」と碧がつぶやいた。

「どうして？」と真理が無邪気にたずねた。

「……だって、ママはあたしがいたら、邪魔なのよ。うまくいえないけど、あたしがいないほうがいいの」

「そっかあ、碧も大変だね。でも、あたしたち、卒業してもずっと、お友だちでいようね。なにがあっても……」

「当然じゃない、真理。卒業しても、時々は会って、三人でお姉さまの別荘に遊びにいきましょ」

　リエはさりげなくいった。

「いやだぁ」

　真理の顔がポッと赤くなった。

「でも、そうね……いいわ、約束する。ねえ碧……」

「うん」

　碧もうなずく。このごろの真理は、碧ととても仲がいい。あの夜、碧に、しっかり仕込まれたらしい。

「もうすぐ、新しい生徒会長が決まるわね」

　真理が、リボンを揺らしながらいった。

「あたし、きっとリエが選ばれると思うんだ。リエ、もしそうなったら、よろしくね」

「やだ、真理ったら、気が早いんだから。あたしにはムリよ」

「そんなことはないよ」と碧がぶっきら棒ぼうな声でいった。

「そうよ、リエ、学年でトップだし、ピアノはうまいし、シスターたちの覚えもいいし、ファンはいっぱいいるし……」

「そんなぁ……」

　リエは赤くなりながら思った。

　あたしは、なおみお姉さまのようになれるかしら。あんなに落ちついて、あんなに堂々としていて、自分のもうひとつの顔はちっとも見せないで、この学園で尊敬されるような生徒会長に……。

　ううん、あたしにはなれっこないわ、とリエは思った。

　あと一年……。

　どんな一年かしら。

　そして、あたしの未来……。

　リエの脳裏にまたも、初めて会った時のなおみの背すじをのばした美しい姿勢と、規則正しい靴音が浮かんできた。

「リエちゃん、いいこと、しばらくはあたしのことは忘れて、勉強するのよ」

　別荘でなおみはいった。

　もう会えないかもしれない、とリエは予感のようなものを感じる。

　でも、私は、なおみお姉さまを忘れない。

　そして、秘密を分けあった碧や真理のことも。リエは、五月の光に洗われて、自分がいつの間にかとても幸福で満ち足りているのを感じていた。





[image: 3　天使たちのエピローグ]














『リエちゃん、お元気ですか？

　私はいま、南なん仏ふつを回って、ギリシャの、乾いた太陽の下にいます。ギリシャの町は、とても素朴、人間が日ざらしの石のように、さりげなく生きているみたい……。

　ここには、東京のようなあわただしさはなくて、とても自然で、とてものんびりと、まるで動物が一日中寝そべっているような、のどかな時間が流れています。

　ピアノ、相変わらずやっていますか。私がいま泊とまっているホテルは、石造りの古びた建物ですが、その真ま向むかいにある部屋から、ときどきピアノの音が聞えてきます。

　ちょうどリエちゃんと同じくらいの女の子が、向かいには住んでいて、何代かにわたる黄ばんだピアノのキーを叩いていますが、ふと私は、その幼いかわいらしいピアノの音（とても狂っているのよ）を聞くたびにリエちゃんのことを思い出します。

　突然、フランスの学校に留学した理由は聞かないでね。

　その学校で、フランス語を学びながら、国際経済法の勉強もしています。聖アザレア女子学園の、のんびりとした毎日に比べると、とても大変な日々ですが、元気にやっています。

　あわただしく来てしまったので、弟のこと、父のこと、そしてリエや碧のこと、気になるのですが、ここの時間は、とても快適です。

　いまは休暇（夏の間は二か月、フランスでは休みがあります）でギリシャに来ているのですが、これからトルコを回り、フランスに帰るつもりです。

　リエちゃんに会いたいけど、来年の春には、日本に帰ります。その時まで、元気でね。碧によろしく』




　なおみからの手紙を読み終えると、リエはホッと息をついた。

　なぜ突然なおみが、外国へ行ってしまったのか、リエにはわからなかった。

　あの夜、〝遠いところに行ってしまうかもしれない〟といったなおみの淋しそうな顔が浮かんでくる。

　なおみは、あの夜、ひとりごとのようにこうもいった。

「目に見えるものと、見えないものを、合あわせ鏡みたいに人は持っているのよ。どちらがほんとうの自分なのか、あたしにはわからないの……」

　リエは、きれいな文字で書かれたなおみの手紙を見ながら、聖アザレア女子学園の優等生だったなおみと、パーティの夜のなおみの大人びた、青白い顔とを思い浮かべてみた。

「でも、あたし、どちらのお姉さまも好き。どんなお姉さまだって、リエは嫌いにはならない」

　それは、南条恒夫を好きになり、すぐに裏切られたとわかって失望したときの気持とは違っていた。

　リエには、なんとなくわかっていたのだ。南条が、母の美和子と遊んでいること、ただの軽い気持でつきあっていることが……。

　あたしは、嫌い。あたしは、あんなふうにはなりたくない。

　リエは、なおみがリエや碧と、遊ぶためだけにあんなことをしたのだとは思えなかった。

　リエにはわからないが、パーティの夜、なおみは好き勝手なことをしながら、悲しそうに見えた。そして、とても淋しそうにも見えた。

　なんだか、抱きしめてあげたくなるほど小さく細く思えたのだ。

　リエは、そっと手紙を畳たたみ、ステンドグラスの七色の光に照らされているピアノに向かった。

〝いま、あたしにできるのは、ピアノを弾くこと……。どこかで、きっとお姉さまが聴いててくださるわ。そして、だれも憎んだり恨うらんだりしないオトナになること……。なんだか、こうしてピアノを弾いていると、いままでおこった小さなこと、ママと南条センセイのことや、あの夜のパーティのことも、全部きれいに流されていくみたい……ヘンだわ。まるで、あたしが、余分なものがなくなって、ひとりで歩いているみたいな気持になるわ……〟

　リエは、磨かれたグランドピアノのキーに指をおろし、指が奏かなでる音に酔いながら、スッと心が安らかに、穏やかになっていくのを感じていた。

　ピアノに向かっていると、心にわだかまっていたパーティでのできごとや、意味ありげな碧の視線がすっかり洗われていくのがふしぎだった。

　先週行われた全国大会でも入賞を果たしたリエは、滑なめらかに、のめりこむようにキーに走る指を持てあましながら、まるで神への祈りと同じように無心に、音に体をあずけていた。




　生徒会長に選ばれたリエの一日は放課後も忙しかった。

　ピアノの練習に専念したいのに、生徒会の集まりがあったり、期末ごとに催もよおされるバザーの打ち合わせに出たり、シスターに呼び出されて寮生の注意をうけたりしなくてはならなかった。

　その日もそうだった。寮生でシスターたちの機嫌をそこねている女生徒がいるのだった。

「リエさん。東棟の、Ｌ室の生徒ですが、何度注意してもミサのときにクスクス笑ったりするのです。同じ寮生ですから、リエさんから注意してください。明日、その子をあなたに引き合わせますから、放課後、シスター棟に来てくださいね」

　その少女の名前は栗くり本もと亜あ里り沙さといい、真理も知っているという。

「悪い子じゃないけど、ちょっとした問題児よ」

　真理は、リエの話を聞きおわるとあっけらかんといった。

「問題児って？」

「よくいるじゃない。シスターのあだ名を平気で人前で呼んだり、授業中にこっそりコミックスを読んでいたり、一番傑作なのはミサの最中にスヤスヤ寝ちゃったって話よ」

　リエは思わず笑い出した。讃美歌を小こ守もり歌うたに、お祈りの台に顔を伏せて眠っている少女の姿が脳裏に浮かんだ。同時にシスターたちの苦虫をかみつぶしたような表情も……。

　躾しつけがよく、行儀のいい少女が多い聖アザレア女子学園には珍しいタイプの女の子らしい。

「ふうん、おもしろそうな子ね」

　真理がクスッと笑った。

「やだぁ、リエったら興味しんしんっていう顔しちゃって……」

「そんなんじゃないわよ、真理……」

　リエは赤くなった。

　栗本亜里沙に会ったのは、シスターから呼び出しを受けたその日のうちだった。

　音楽室でピアノの練習をしていると、小柄な少女が入ってきて、リエを好奇心いっぱいの目でみつめていた。

　リエは、どぎまぎしながら、ピアノを弾く手を止めた。

　少女の大きな目がクルクルとよく動く。リスのようにすばしっこい感じのする少女だった。

「小松崎リエさんですか？」

「ええ」

「あたし、一年の栗本亜里沙です」

「ああ……あなたが亜里沙さん」

　亜里沙は人なつこくにっこりと、笑った。

「シスターにいわれたんです。小松崎リエさんをお手本にしなさいって。今度シスターを困らせたら、学園から追放ですよって。そうならないように、生徒会長のリエさんを見習いなさいって、ここを教えられたんです」

　悪びれた様子は少しもない。自分で自分を持て余して困っている顔をしていた。

「シスターから、今日、あなたのこと聞いたわ。でも、お手本っていわれても……」

「いいんです。リエさんの傍にいるだけで……」

　亜里沙は息せききっていった。リエは、クルクルよく動く目に微笑を誘われながら、やさしくたずねた。

「今度はなにをしたの？　シスターの話しぶりだと、ずいぶんないたずらをしたって……」

「あ、いたずらなんて……」

　亜里沙は不満そうに口をとがらせた。

「学園の庭に小犬がまぎれこんできたんで、制服の中に隠して授業に出たんです。そしたら小犬が、授業中飛び出しちゃって、シスターの服の裾すそにまつわりついて……大騒ぎになっちゃったんです。たまたま、英語の〝石頭ストーン・ヘッド〟の授業だったもんだから……あのシスター、犬って聞いただけで腰が抜けるほどキライなんですって……そのまま気絶しちゃったんです」

　リエは、聞いているうちにおかしくて笑い出した。大真面目に話す亜里沙もおかしい。

「やだ、笑わないでくださいよ、せんぱい」

「だって……ほんとにおかしいんだもの。あのシスターが犬をみつけたときの顔が、目に浮かぶようで……」

　二人はとうとう、一緒になって笑い出した。こんなに声を上げて笑うのは久しぶりのことだった。

　涙をぬぐいながら、笑いつづけるリエを、亜里沙がいたずらっぽい目で見ていた。

「せんぱい……」

「……え」

「せんぱいって、こわい人かと思っていたけど、そうじゃないんですね。あたし……もっとカチカチの冷たい人かと……安心しました」

　亜里沙の目に、尊敬と親しみの表情が漂っている。

　それを見てリエはハッとした。一年前、なおみをみつめた自分の目をふいに思い出したのだ。

　表情を引き締めると、リエは亜里沙に向き直った。悟すような口調で、リエは亜里沙を見上げた。

「亜里沙さん、あなたが小犬を可哀そうだと思う気持はわかるけど、規則は守らなきゃダメよ。この学園では、教室は神聖な場所なんだから……」

「はい、わかってます。献身・純潔・礼節・慈愛でしょ。なんだか全部、あたしには荷が重いけど、お姉さまのためだったら、これから守るようにします」

「お姉さまって……」

「いいでしょ、せんぱい、そう呼んでも。……今度、お部屋へ遊びにいってもいいですか？」

「それは、いいけど……」

「ワォ、やったあ。亜里沙、いい子にしますから……」

　そういうと、少女は顔を輝かせて音楽室から駆け出していった。体全体がピチピチと弾はずんでいて、どことなく危あぶなっかしい。

　リエは、ホッとタメ息をついた。

「お姉さま、かぁ」

　なんとなく居心地がよくないが、悪い気はしなかった。ぼんやりとしていると碧が入ってきた。眉をしかめている。

「なあに、いまの子。音楽室から飛び出すなり、ワォ、リエお姉さま、なんてブツブツつぶやいていたわよ。ヘンな子……なにかあったの？」

「ううん」

　探るような碧の目に、リエは首を振った。そして、亜里沙のことを話し始めた。

「へぇ、あの子が例の問題児なの？……ふうん、一目でリエに参ったってわけね」

　碧は意味深に頷いている。

「そんなんじゃないのよ、碧……いやだなぁ」

「だって、お姉さまなんて呼んだところをみると、怪しいわよ。……ちょうどいいわ、リエ。そろそろ、また真理と三人でパーティやらない？　よかったらあの子も入れて……」

　リエはギョッとした。

「み、碧、待ってよ。なおみお姉さまはフランスに行ってしまったし……あたし、そんな気には……」

「ふふっ、なれないっていうの？　そっかあ。じゃあしようがない。あたしと真理と二人だけでするかな。……リエ、ほんとにもういやなのね、ほんとに？」

　碧の目が誘うようにぬれていた。リエは、そっと鍵盤に目をおとした。

　よくわからない……。でもなおみのいないパーティなんて。

　迷っているリエを見おろしながら、碧はあっさりといった。

「いいわ。わかった。あと半年で、あたしたち卒業でしょ。このごろリエ忙しそうだし、三人ばらばらだから、ちょっと誘ってみただけ。それに、リエったら生徒会長になったらすごくいい子になっちゃって、あたし、なんだかリエが遠くなったみたいな気がして……。でも、いいの、いいの、気にしない。真理と適当にやるわ。じゃあね」

　あっさりと部屋を出ていく碧の後姿を見送りながら、リエの心は揺れていた。

　あと半年で卒業……。聖アザレア女子学園の、この女同士の生活もなくなる。リエは音楽大学を目指すことに決めたし、碧はまたミッション系の女子大に入るらしい。真理は、相変らずリチャード・ギアを夢見ながら、良りょう家けの子し女じょばかりで有名な女子大へ入るという。

　みんなバラバラになってしまうのだ。

　ふとリエの心が大きく揺れた。

〝どんなことがあっても、あたしたち一生、秘密の友だちよ〟

　そう誓ったのに、いまのリエは少しずつ心が離れていっている。ピアノにのめりこんでいる分だけ、碧や真理と一緒にいる時間が少なくなっているのだ。

　碧や真理がキライになったわけではなかった。むしろ、一年前に比べるとうんと親しく、深く結びついているような気がする。

　ただ、なおみのいない日々が、リエにはどこか空うつろなのだった。

　どんなに碧と真理が近くにいても、なおみとは違う。なおみの傍にいると、どんなことをされても〝愛されている〟という実感があった。

　碧や真理と抱きあっている時にはない、深いよろこびがあった。

　あたしはもう、お姉さまでなきゃダメなのかしら。まだ、他の人を好きになれるのかしら。

　リエは、小さく息を吐いた。

　卒業してしまえば、あんなに固く約束していた三人の間も、新しい環境に染まって薄くなっていくだろう。

　聖アザレア女子学園での日常は、別の日常の中にまぎれこんでいってしまうに違いない。

　リエにはそれが手にとるように見えた。

〝たぶん、碧にもそれがわかってるんだわ。だから、あと半年の時間を大切にしようっていってるんだわ。なのに、あたしったら……〟

　碧や真理を裏切っているような気がする。

　揺れる思いを持て余しながら、リエはピアノのキーに指をおろした。

〝お姉さまがいらしたら、こんなに迷うことなく、胸に飛びこんでいくのに……〟

　リエは、自分がいつまでもなおみの下で、なおみに庇ひ護ごされていたいだけの哀あわれな小羊のように思えてくるのだった。




「わぁ、リエせんぱいって、勉強家なんですねぇ。こんなに本がいっぱいあるぅ」

　本棚の前で、亜里沙は声を張り上げ、リエは亜里沙の無邪気さに苦笑していた。

　本棚には、ヴェートーヴェンやモーツァルトの伝記、ワーグナーの妻・コジマについて書かれた本、音楽理論に関するものや楽譜などがきちんと整理して並べられていた。

「へェ、せんぱい、ミステリーも読むんですねぇ」

　亜里沙が手を伸ばした本棚には、アガサ・クリスティやエラリー・クイーンも並んでいた。みんな、なおみと会えなくなった淋しさをまぎらわすために読んだ本ばかりだった。

　ほんとうにこの半年、リエは音楽室と寮の部屋ばかりで過ごしたのだった。

　音大の受験には、実技の他に理論も含まれる。リエはいつの間にか、真剣に音大に入りたいと思うようになり、音楽理論や音楽家の伝記を読みあさり、その合間にミステリーを読んでなおみのことを忘れようとしてきた。

「別に、勉強家ってわけじゃ……」

　リエの声を亜里沙がさえぎった。

「あたし、せんぱいのこと、ただピアノの上手な上級生だと思ってたんですけど、すごい才さい媛えんなんですね。三年生の人から、ずいぶん情報を仕入れちゃったんです。そんなせんぱいが、ミステリーも読むなんて、あたしなんだかうれしくなっちゃった」

「亜里沙さんも、読むの？」

　亜里沙は首をすくめた。

「ぜーんぜん。あたしってせっかちなんです。犯人探しとか謎ときなんか、性しょうに合わなくて……あたし、いま、セックスの本に興味があるんです」

「…………」

　あっけらかんという亜里沙に、リエは言葉が出てこなかった。

「セックスっていったって、ポルノとかじゃないですよ。ちょっとハードな恋愛小説。たとえば〝Ｏ嬢の物語〟とかね。あ、これはポルノに入るかなぁ。あと〝体のしくみ〟なんて本ね」

「からだのしくみ？」

　リエはポカンとした。

「ええ、思春期の女の子や男の子の体について、精神分析の先生や産婦人科のお医者さんが書いた本なんです。これ読んでると、セックスしたことないけど、したような気分になるんです。シスターにみつかると大変だから、うまく隠してるんですけど……」

　平然としゃべる亜里沙にリエはあっけにとられていた。聖アザレア女子学園では、セックスなんていう言葉は最大のタブーなのだ。きっと〝石頭ストーン・ヘッド〟が聞いたら、気絶するに違いない。

「ねえ、せんぱい」

　亜里沙は、リエの戸惑いには構わず話しつづけた。

「共学の学校じゃ、セックスの話だってしてるのに、この学園ってすごく封ほう建けん的だと思います。あたし、なんだかイライラしちゃう。ねえ、せんぱい、せんぱいはキスしたことあります？　あたし時々、鏡を使って練習するんです。首の角度とか、唇の開け方とか……」

　リエは、またおかしくなった。亜里沙の率直さ、そして好奇心を少しも隠さない目の輝き……。

「それに、あたし、同室の子と時々、キスしてるんです」

「亜里沙ちゃんたら……」

　赤くなったリエの顔をいたずらっぽくみつめて、亜里沙は急に笑い出した。

「いやだ、リエせんぱい、赤くなったりして……」

　リエが赤くなったのは、亜里沙の言葉からなおみの柔らかい唇を思い出したからだった。

　あの優しいしびれるようなキス……。

　そして、しなやかな指の愛撫……。

　リエの口から、小さな吐と息いきがもれた。どこか体の一点が火をつけたように熱くなり始めていた。

　リエは、亜里沙のふっくらとした唇に、急に触れてみたい思いにかられた。自分でも思いがけない声が出た。

「……亜里沙ちゃん、ほんとのキス、教えてあげようか……」

「……え」

　一瞬、驚いた表情の亜里沙の顔が、茶ちゃ目めっ気たっぷりに崩れ、亜里沙は自分のほうからそっと、リエの唇に唇を寄せてきたのだ。

「あ……亜里沙ちゃん」

　避けようとした唇が、亜里沙の頰をかすめ、重なってしまった。

　亜里沙はそのまま、じっとしている。幼いキスだった。

　突然、リエは自分の中にふしぎな火が点るのを感じた。

〝なおみお姉さま……〟

　触れている唇に、ふいになおみの唇が思い出され、リエは、思いがけない強さで、亜里沙の唇をこじあけていた。

「……かわいい、亜里沙ちゃん……」

　リエはいつの間にか自分がなおみの立場になっていくのを感じた。

　亜里沙はリエにリードされるがままボーゼンとしている。頰に赤味がさし、目が熱っぽくうるんでいた。

「せ……せんぱい、あたし……こんなの初めて……」

「でしょ？」

　リエの声はかすれてふるえていた。自分でも、衝動を抑えることができないのだ。

　この子をもっとびっくりさせ、メチャメチャにかわいがってやりたい……なおみお姉さまのように……。

　そう思った時、リエはドアに手を伸ばし、鍵を回していた。

　けげんそうに首をかしげている亜里沙にリエは、優しくいった。

「亜里沙ちゃん……これからもっともっといいこと教えてあげる。……脱いで」

「え？　せ、せんぱい……」

「せんぱいじゃなくて、音楽室でのように、お姉さまって呼んで」

「お……お姉さま？」

「そうよ……さあ、あたしのいうとおり、服を脱ぐのよ」

　まるであたし、自分じゃないみたい。どうしちゃったのかしら……。

　リエは、自分の変化にとまどいを覚えながら、目を見開いている亜里沙の制服へ手を伸ばした。

　亜里沙の小さい胸。

　薄い肩。

　そして、ほっそりとした首すじ。

　いとおしさが、リエの心に湧きあがり、同時に残酷なよろこびが混じった。

「さあ、早く、脱ぎなさい」

　いわれるがままに、亜里沙はあわてて制服を脱ぎ始めた。ベッドの上に投げ出されるセーラー服とリボン、床にすべり落ちるスカート。

　ブラジャーとパンティだけになった恥ずかしそうな亜里沙に、リエは鋭くいった。

「……全部とるのよ」

　リエの心臓はドキドキ脈打っていた。気持の高ぶりを抑えることができない。亜里沙を自分のものにしたい……そして、小さな体をこの手で、思う存分愛撫したかった。

「ぜ……全部だなんて……そんな……」

　ためらう亜里沙にはかまわず、リエは手を伸ばし、ブラジャーのホックを外し、羽は毛けで刷はくように亜里沙の股間を指でなぞった。

　ピクッと亜里沙の体がふるえる。

「いい子だから……これもとるのよ」

「……は、はい」

　やがて亜里沙の裸身が、午後の遅い光を浴びて部屋にシルエットとなって浮かび上がった。

　その体をリエの指がゆっくりとなぞっていく。亜里沙は、初めての体験に身を硬くしたまま目を閉じている。さっきまでの、信じられないという驚きの表情は消え、亜里沙の顔にはうっとりとしたものが漂い始めていた。

「ね……いい気持でしょ」

　下肢深くに指をもぐらせながら、リエは亜里沙の耳に軽く息を吹きかけた。

「ここも……感じるでしょ」

「リ、リエお姉さま……」

「そう、いい子ね。もっと、いい気持にしてあげる……」

　リエの口調はなおみそっくりだった。

　リエ自身にも、そのみだらな低い声は信じられないのだが、勝手に唇をついてあふれてくるのだった。

「お、お姉さま……あたし、こんなこと……こんなの……ああ……」

　亜里沙の声は言葉にはならない。リエのしなやかな指が動くたびに少しずつ亜里沙の体からは力がぬけていった。

　リエは、その亜里沙の、柔らかい匂いのする体をベッドにそっと押し倒すと、小さくふるえている股間の芽へと顔を押しつけていった。




「もう、ほんとにリエったら、どうなっちゃってるの？　あたしや碧のこと避けてるのかと思ったら、あの一年生を部屋に入れてあんなことしてるなんて……」

「ごめんね、真理」

　みんな寝静まった静かな部屋に、リエと真理のひそひそ声がひびいていた。

「部屋に入ろうとしたら、鍵がかかってるんだもん。しかも、合鍵で中に入ったとたん、リエとあの子が……。ほんと、あの子もズーズーしいわよね。思わずひっぱたいちゃったけど、あの子、びっくりしただろうなぁ」

　ここまでいうと、真理は腹這いになってクスッと笑った。

　夏の終りの風が、開いた窓からかすかに入ってくる。高い木立が切り絵のように静まっていた。

「あの子が悪いんじゃないのよ。誘惑したのはあたしなんだから」

　リエは、ベッドで膝を抱えながら小さく呟いた。

「誘惑したくなるほど、あの子、かわいかったのね」

　真理の声が、不安げな、ふしぎな悲しさを帯おびていた。リエは、ぼんやりと、午後のできごとを思い出しながら、あの時の自分の気持をなぞるようにつぶやいた。

「そうなの、自分でもよくわからないんだけど、急にあの亜里沙って子が、かわいくて、抱きしめたくなったんだわ」

「なおみお姉さまみたいに？」

　リエはハッとして、真理の暗いシルエットをみつめた。そして、あきらめたように首をふり、ホッと息を吐いた。

「……そう、真理のいうとおり。あたし、まるで、なおみお姉さまになったみたいな、ヘンな気分だったわ……」

「でしょ。あたし、部屋に入った時、リエじゃなくて、なおみお姉さまが立ってるのかと思っちゃった」

　真理は、しばらくそのシーンを思い出していたのか沈黙し、やがていたずらっぽくささやいた。

「あのあとね、あの子、かわいそうに碧につかまっちゃったの」

「碧に？」

「そう。碧はあたしがあの子をひっぱたくのをドアから見ちゃったのよ。そいで、あの子がうろたえて、部屋から出ていくのをつかまえて〝ちょっと、あなたいらっしゃい〟って、自分の部屋に連れこんだんですって、あの子、なにがなんだかわからないまま、碧に、リエとキスしたこと告白させられちゃったんですって。碧ってなおみお姉さまに仕込まれてるから、一年生の女の子を手玉にとるのなんてうまいのよ。あの子、小さくなって〝リエせんぱいとキスしました。リエせんぱいのこと大好きです〟って碧にすっかり告白しちゃったらしいわよ。それからあの子ったら……」

　真理はクスクス笑い出した。

「どーしたのよ？　碧が亜里沙になにかしたの？　真理」

「やだなあ、リエったら真剣な顔しちゃって。なんにもしなかったっていってた。ただ、あの子、ボーッとした顔して、碧に〝どうなってるんですか、この学園は？〟って聞いたんですって。あたし、笑っちゃったわ。そんなふうに聞いた子なんていないもんね」

　リエも小さく笑いながら、真理の小声に合づちを打った。

「碧ったら、あの亜里沙って子がすごく気に入っちゃって、こうあの子にいったんですってよ。〝亜里沙ちゃん、あなた、きっといい子になるわ〟って」

「それで？」

「うん、亜里沙は、なんのことかわかんなくて、ボーッと碧をみてたって。でも、碧はいってた。リエって、なおみお姉さまとそっくりになってきたねって。あたしも……そう思う」

「そう……」

　リエは目をおとした。そうなのだ。なおみに会わなくなってから、リエはなおみの幻を追い払おう、追い払おうとしているのに、その気持とは反対に、なぜかなおみの幻が、自分を追いかけてくるように思われる。

　まるで、なおみの分身になっていくみたいだった。

「でも、リエ……」

　真理がベッドに腹這いになったまま、考え深げにいった。真理が、真剣な顔をするのは珍しい。

「あたし、リエや碧や、なおみお姉さまと知りあえて、ほんとによかったと思ってるんだ。だって、あたし、子供のころパパとママが離婚して、ママは別のお家うちにいっちゃったし、パパは転勤ばかりで日本中転々としてて、ほんとの友だちってできなかったんだもん。聖アザレア女子学園に来たのは、もう転校するのにうんざりしてたから、それに、パパも新しい奥さんと結婚したからちょうどいい潮しお時どきだったのよ」

　リエは、驚いて真理を見ていた。いつもの真理とは全然様子が違う。家庭の事情を詳しく聞くのも初めてのことだった。

　よどみなく真理は言葉をつづけた。自分の爪を撫でながら、真理は、ちょっと眉をしかめた。

「最初この学園に来た時、あ、たぶんここでも友だちはできないかも、って思ったんだ。だって、すっごく気取ってる子が多いじゃない。碧だって、最初のころはツンとした感じの子だったし……そりゃ、陽子や久美だっていい子だけど、イマイチ心を開いて話すって感じになれなかったもんね。そこへリエが転入してきて同室になったでしょ。あたし、リエと知り合って、なにか今までの生活と色が変わったような気がしたんだ」

　リエは注意深く真理の顔をうかがった。なんだかこわいほど真剣な表情をしている。しかも、とても淋しそうなのだ。

「ねえ、真理、どうしちゃったの、今夜の真理、すごくヘンよ」

　短い沈黙が流れ、真理はベッドから体を起こした。そしていった。

「リエ……あたしたちって、特別な友だちよね、ずっと、これからも」

「……うん、そうよ、真理」

「バラバラになっても、あたしのこと忘れないよね」

「…………？」

　いったい、真理はどうしたというのだろう。

　リエは不安なものを感じながら、真理の言葉を待った。かすれた声で、真理がつぶやいた。

「リエ……抱いて」

「え……」

「あたし、卒業までここにいるつもりだったんだけど……だめになったの。いかなくちゃいけなくなったの」

　真理の目に、みるみる涙がふくらんでくる。

「どういうことなの、真理」

　リエは、思わず真理のふるえている肩に手をやった。

「パパが、ロサンジェルスに転勤になったの。あたし、新しいママと結婚したパパを絶対許さないつもりでいたの。ずっーとずっーと一人でいようと思ってたんだ。でも、この間パパに会って、パパの髪が白くなり始めているのを見ちゃったら、もうパパを恨むのはやめようと思ったの。なんだか、かわいそうになっちゃって。だから、あたし、パパと新しいママと一緒にアメリカに行くことに決めたのよ」

「……真理、そんな……」

「もう、決めちゃったの。あたしを置いていきたくないのよ、パパは……。ごめんね、リエ。だからあたし、ほんとのことはいわないで碧に頼んだの。卒業の前に、三人でパーティやろうよって。なんかあたし、碧とリエの気持を確認したくって……」

「……真理」

　そうだったのか。いつか碧が、音楽室でピアノを弾いているリエのところにやってきて、〝そろそろ三人で、パーティをやらない？〟とささやいたのは、真理がいい出したことだったのだ。

「知らなかった……真理」

「あたし……どうしてもいえなくて。でも、もう時間がないの。来週は、いなくなっちゃうから」

「来週？」

　今日は金曜日だから、あと二日しかない。

「だから、ね、リエ。……お別れに真理のこと抱いて……ね？」

　涙でぬれた顔を隠そうともせず、真理はまっすぐリエの顔をみつめた。手が、ネグリジェのボタンをまさぐり、ひとつひとつ外し始めた。

「真理……」

　ベッドから降りると真理は、言葉も出ないリエの前に静かに立った。ハラリとネグリジェが床に落ちる。

「リエ、おねがい、とめないで」

　真理の切なそうな顔に、リエの心は決まった。胸の中が様々な思いでいっぱいになった。

　真理が来週からいなくなる、そんな……ウソみたい……あと半年で卒業っていうのに……いや、真理……いかないでよ。

　思いは、あちこちへと迷い、迷いの中でリエは真理の体を抱きしめた。

　ひんやりとした真理の肩に、リエは唇を押し当て、ゆっくりと乳房へとすべらせていった。手を、真理の股間へとおろす。そこはしっとりと湿り、リエの指を誘うように息づいていた。

　最後の夜になるかもしれない。そう思うとなにもかもがいとおしく、迷いが少しずつ晴れていく。

　リエは、真理の前に跪き、そっと白い小さなパンティをおろした。

　淡いかげりが、仄ほの明あかりに浮かび上がる。真理の上体が大きく揺れた。髪をしばっていたリボンを自分でほどいたのだ。

　長い髪が真理の肩をおおい、真理はいままで一度も見せたことのない大人びた表情で、跪いているリエの口に、自分の腰を押しつけていった。

「……リエ……なめて」

　唇がしげみに触れると、真理は小さなあえぎをもらした。

「……いっぱい、して」

「わかったわ、真理……いっぱい、してあげる……」

　リエはもうためらわなかった。別れの思いが真理の体を興奮させているのだろう、体のどこもかもが熱く火照り、リエの指を自分から誘っている。

　リエは、静かに真理の割れ目へ指をもぐらせた。

「ああっ……リエ」

　真理の顔がのけぞり、足が大きく開いた。

「ああ……やめないで……お、おねがい……リエ……」

　熱い蜜の糸がリエの指にまつわりつく。芽がふるえながら動いていた。

「……もっと、もっと……リエ……真理をいじめて……」

　くぐもった、うわごとのような声をあげながら、真理の髪が乱れていく。

　立ったまま真理は、自分の乳房をもみしだいている。

「あたし……真理のここ、忘れないわ……ここも……ここもよ」

　リエは、真理の割れ目をまさぐりながら、白い脇腹やおへそ、そして硬く尖っている乳首を唇でなぞった。

「……真理、ベッドに寝て……うんと、いっぱいしてあげるから……」

「……リエ、うれしい……」

　ひんやりとしたベッドのシーツに、真理が横たわる。リエは、その体の隅すみ々ずみを指でなぞりあげ撫でおろすと、真理の熱くうるおっている柔らかい襞を唇に含んだ。

「あうっ」

　真理の体が撥ね上がり、手がギュッとシーツをつかんだ。

　リエの唇と舌が動くたびに、眉を寄せ苦しげに真理はあえいだ。

「真理……もっと、もっと気持よくなって。どんなことでも、してあげる」

　あふれる蜜をすくいながら、リエはささやいた。

「……ああ、リエ……やめないでね……やめちゃいや……」

　感じやすい芽が硬く尖り、リエの舌を突き上げてくる。

　しっとりとした汗にまみれて、真理は髪をふり、リエの手にしがみついたまま声にならない声をあげていた。

　そのしっかりと閉じた瞼まぶたから、涙があふれ枕をぬらしていた。

「……ああ……もうダメ……ああ……飛んじゃう」

　せつない、高い声が真理の喉からこぼれた。

　ぐっとそり返った体が、強くリエの口に押しつけられたかと思うと、激しくふるえながらくずおれていった。

「…………」

「……真理……大丈夫？」

　うっすらと目を開いた真理は、子供のように両手を差し出し、リエの首にしがみついた。

「……リエ、約束して、あたしのこと、忘れないでね。ずっと、ずっとお友だちでいてね」

「うん、もちろん」

　闇の中で体を重ねあっていると、真理が遠くへいくなんてウソのように思えた。これまで一緒の部屋で笑い、勉強し、励ましあったりイタズラしたりしてきた真理がいなくなる……。ここはどんなにポッカリと淋しくなるだろう、とリエは天井をみつめた。

　なおみがいなくなり、次には真理が去り、大切な人が二人も……。

　特別な秘密を分けあった二人は、リエにはかけがえのない存在だった。

　リエは思わず、もう一度真理をギュッと抱きしめた。

　足を絡ませ、お互いの胸に手を置き、心臓の鼓動を聞いていた。

　とっくん、とっくん。二つの脈みゃく搏はくが混じりあうのを感じながら、リエはこうして他人の心臓の音を聞くのは初めてのことだと気づいた。

「なんてふしぎな音なの。それに、気持いい音なの。真理、あたし、この音、絶対に絶対に忘れないわ」

　真理もリエの乳房の下に手を置き、じっと耳を澄ましていた。

　もう涙は乾き、真理はいつもの明るい顔を取り戻していた。体を重ねたまま、真理はいった。

「行くべきか、どうか、ずいぶん迷ったけど、リエに話したらスッキリしちゃった。なんだか、サバサバとアメリカへ行けるような気がしてきたわ。それに……リエだって……」

「ん……なに？」

「うふっ、あたしね、さっきまで、あの一年生の亜里沙って子に嫉やいてたんだ。リエはもう、あたしに興味がなくなって、もう特別な友だちだと思ってないんじゃないかってね」

「……そんな、真理」

「でも、わかったの。いま。いまでもリエはあたしの特別な友だちだって。だから……」

　クスンと真理は鼻を鳴らした。

「あたしがいなくなったら、あの亜里沙って子、かわいがってあげてよ。さっきは怒ったけど、あたし、あの子キライじゃないわ。リエがどんなふうにあの子を手なずけるのか見られないのがチョッピリ残念だけど……」

「いやだなぁ、真理ったら」

　二人はクスクスと笑いあった。なおみに対してもそうだったが、リエは真理との間に深い共犯関係が芽ばえるのを感じていた。

　ピアノとあたしとの関係は一種の闘いみたいだけど、それとは全然違う、すごく安心できる関係だわ。共犯関係……。

　リエは、寄り添ったまま、スヤスヤと眠り始めた真理の横顔をみつめながら、自分がやさしい、ひろい気持になっていくのを感じた。

　真理が何もかもを打ち明け、心と体の両方を素直に求めてくれたせいだろうか、それとも……少しずつ自分が変わっているのだろうか……。

　リエは今夜、真理を守り、真理のそばにいて、目覚めるまで抱きしめていたかった。

　この学園から一足早く、別の世界へと飛び出すことに決めた真理に、父親や義母の人生に加わることを決めた真理に、リエはなぜかひどく心を打たれていたのだった。

〝えらいわ、真理。立派よ、真理。またいつか、絶対に会おうね〟

　リエは、ベッドに散っている真理のほどけた髪と、穏やかな寝顔をながめながらそっとつぶやいた。




「バイバーイ、リエ」

「真理、元気でねーっ」

「手紙ちょうだいね」

　碧とリエ、そして陽子や久美、シスターたちに見送られて、車が出ていく。車の中には二年半、聖アザレア女子学園で過ごしたなごりの品々に混じって、たくさんのプレゼントが積みこまれていた。

　シスターたちが贈ってくれた花束は、聖アザレア女子学園の温室で咲いた花々だった。

　その花束を胸いっぱいに抱きかかえて、真理は泣き笑いの顔をしながら手を振っていた。

　その姿も、車も、海沿いの道に消えてしまうと、校門のあたりには、冬の気配が忍び寄っていた。

「行っちゃったね」

「うん」

　碧とリエは、キラキラ光る初冬の海をみおろしながら、どちらともなくつぶやいた。

「三マイナス一、ポッカリだね」

「うん」

　なんとなく二人とも気が抜けたように、いつまでも真理の去った道の向こうをながめていた。

「あたしたちも、もうすぐお別れだね。リエ、冬休みは家に帰るんでしょ」

　碧がポツンという。

「うん、碧は？」

「あたしも帰る。なんだか、卒業するのいやだなあ。今度の女子大、寮がないから下宿か、女子学生会館みたいなところでしょ。つまんないだろうな」

　碧は家から通う気は全然ないらしい。父親という人から、相当のお金が仕送りされているのだが、碧はその人にまだ一度も会ったことがない、会う気もないのだ。

　母親とその人が、どんなことから愛しあい碧を産むことになったのか、碧は母親にたずねたことはなかった。

　たずねると、母親がつらそうな顔をするのがよくわかるからだった。

　リエは最近知ったのだが、碧の母親は有名な女優だった。ほとんど家にいない母親と暮らすより、ひとりでいたほうがいいと碧はいう。

「それにさ」と碧はいつか投げやりな口調でいった。

「母親は、あたしが周りにいるの、いやみたいなの。女優って人の目がうるさいでしょ。相手の男の人のこと、いまさら嗅かぎ回され、騒がれたくないと思うよ。だから、あたし、なるべく母親から離れてたほうがいいんだ」

　父親がいない、というより、父親に会えない事情があるというのは、どんな気持だろう、と時々リエは複雑な思いで碧のことを思った。

　父親のほうだって、いまだに大金を送ってくるのだから碧を気にしているのだろう。

　碧は醒めた顔でいう。

「ようするに、向こうもスキャンダルがこわいのよ、奥さんも子供もいるんだしさ、あたしのことはお金でカンベンしてほしい、そういうとこね。大人って、いい気なもんなんだわ。ああ、いやだな、大学なんて。このままずっと高校生でいたいなぁ。ほんと、あたし、大人になんかなりたくないよ」

　そんな話を思い出していると、碧が明るい声でリエを誘った。

「リエ、ついでだからこのまま、海まで走っちゃおか」

「え……でも」

「シスターなら大丈夫。真理の車を思わず追っかけちゃったっていえば、うるさくはいわないわ。だって、あたしたち、三年生の有名な三さん羽ばガラスだったんだもん」

「そうね」

　リエは、にっこり頷き、碧と一緒に坂道を駆けおりた。そして、海辺の石の上に立ち、冬の落陽を浴びてどちらからともなく、そっと唇を触れあわせた。

　二年余の間、毎日耳に響いていた海の音が、ふいに高まり騒ざわめく。もうここで、いまと同じように波の音をきくことはないだろう、と思いながら、リエはしっかりと碧の手を握りしめていた。




　クリスマス前から正月明けまで、リエは久しぶりに家で過ごした。

　時々は帰っていたはずなのに、勉強部屋の匂いも、ピアノの薄い埃ほこりも何もかもがなつかしかった。

「ほんとに、ママ、リエのおかげで鼻高々よ。あなたにピアノをつづけさせてよかったって思ってるの、全国大会入賞って聞いた時、ママ、思わず涙が出ちゃった」

　美和子は浮き浮きとして、ひとりで喋っていた。心なしか、以前と比べると化粧も薄くなったようだ。

　南条恒夫との火遊びは、もう終ったのかもしれない。

　リエは、上機嫌で夕食の用意をしている美和子の後ろ姿をみながら、南条のことを考えても心が少しも騒がないのに気づいた。

　あれは、夢だったのかもしれない。南条のことを思いつめた高校一年生の春から冬。

　そして、美和子と南条の密かな関係を知ってしまった夜。

　あの時のショックは忘れていないが、なぜか遠い光景に思えた。浮気をしていた美和子は許せないが、憎む気持は消えていた。

　それは、真理が父親を許し、理解したことを知ったせいかもしれなかった。あるいは、なおみという強い女性を知ったせいかもしれない。

　なおみはいった。

〝二つの顔を人は持っているのよ。どちらが本当なのか、あたしにはわからないの〟

　たぶん、どちらも同じ人間の顔なのだ。

　マリア像に純潔の祈りを捧げるのもあたし。なおみに抱かれて我を忘れ、真理や碧と秘密をわけあったのもあたし。

　そう思うとリエは、目の前にいて、リエのことを思い、リエの入賞と未来を喜んでくれている美和子を、憎みつづける気にはなれなかった。

　それに、いまの美和子に浮わついた雰囲気はなかった。この冬休み、美和子は一人では外出しようとしなかった。

　美和子はリエが帰ってきたのが嬉しくてたまらないようだったし、父の悠介もそうだった。

　その二人の様子を見て、リエには美和子の火遊びが短く終わったことがわかったのだ。

「リエがいないと、どうも火が消えたようでたまらんよ」

「パパったら、同じことばっかりいってる」

「あと、数か月ですよ、あなた」

「また、下宿するっていい出すんじゃないだろうな。もう、パパは下宿なんてさせんぞ。音大に受かっても受からなくても、リエはこの家にいなさい」

「わ、パパったら勝手ね」

「勝手じゃないさ。二年間、この家にいなかったんだから、その埋め合わせはするもんだ。いずれ、ほんとうにいなくなる日がくるんだからな」

「やだ、パパ、リエはどこにもいかないわよ」

「そうはいかんだろ。いつかはよその男にくっついていっちまうんだから」

「パパ……」

「あなたったら、もうリエをお嫁にやる気なんですか？　ずいぶん気の早いことね」

「いいの、いいの、リエの恋人はピアノなんだから。リエ、ピアノと結婚することにしたんだもん」

「おい、おい、リエ。それは困る。せっかく女の子に生まれたんなら、一度くらいは男と結婚しなくちゃ……」

「もうやだ、パパったら、酔っぱらってる……。ジョーダンよ、ジョーダン」

　美和子と悠介と三人で軽かる口くちを叩きながら、リエには、なんとなく悠介の気持がわかるような気がした。

　そして、ハッとした。〝パパは、ママと南条センセイとのこと知ってたのかもしれない……。じっと、待ってたのかもしれない。三人で、昔みたいに楽しく暮らせる日を……〟

　ウイスキーのせいで少し赤くなっている父の顔を見やりながらリエは胸がいっぱいになった。

　悠介はどちらかというと口の重い、穏やかな男だった。その悠介がこんなに喋るのも珍しいし、楽しそうに見えるのも珍しい。

　その父が、まじまじとリエを見ていた。

「なによ、パパ、そんなに見ないでよ」

「うむ……しかし、女の子は変わるもんだね、ママ。二年の間に、すっかり大人っぽくなったよ……男女共学の時より、なんだかイキイキしてるぞ、おまえ……」

「いやだなぁ、パパ、だれだって二年もたてば少しは大人になるわよ……背だって伸びるし、考えなきゃいけないことはいっぱいあるし……」

　リエは赤くなった。〝秘密だって、できるし〟といいそうになったからだ。

　こんなふうに、一日一日がにぎやかに過ぎていくと、リエはふと聖アザレア女子学園での日々、なおみや真理や碧との秘密の日々が夢のように思われてくるのだった。

　そんなある日、ピアノの練習に疲れて庭に出たリエは、ポストの中に亜里沙からの手紙を見出した。

　レモンイエローの封筒には、亜里沙の丸っぽい字が、一字一字刻んだように並んでいた。

　ふとリエは、真理が去り、卒業と受験を控えて、亜里沙のことを忘れていたのに気づいた。




『リエお姉さま（やっぱり、お姉さまと呼ぶことにしました）。お元気ですか。

　私は、いま家に帰り冬の休暇を過ごしています。何度も迷ったのですが、とうとうお手紙を書くことにしました。

　ずっとずっと、お姉さまのことを思っています。何度か、寮のお部屋の前まで行ったり、音楽室の外からピアノを弾くお姉さまの姿をながめたりしましたが、もう私のことなんて忘れていらっしゃるように思えて、声をかけることができませんでした。

　ピアノの練習、そして、音大受験と、お忙しい様子、私にもよくわかります。でも……私は、お姉さまのこと、忘れられないのです。ほんのちょっとだけでいい、お話ししたり、勉強を教わったりしたいのです。

　もし、許してくださるのなら、リエお姉さまのためになんだってします（ホントです！）。

　冬休みが終わって間もなく、お姉さまとは会えなくなるのかと思うと、淋しくて悲しくてじっとしていられません。

　お姉さまには迷惑でしょうが、私は、お姉さまが好き。大好きです。

　ヘンな手紙になりました。ごめんなさい。


亜里沙　



　リエお姉さま


』






　封筒と同じレモンイエローの便箋にびっしりと書かれた文字はリエを動揺させた。

　これとそっくりの手紙を、リエはなおみに出したことがあるのだ。なおみが卒業する前に……。

　しかし、なおみからの返事はなかった。そして、別荘での意外な再会、夢のようなみだらなパーティ。

　あれからなおみはフランスへいってしまった。

　あの手紙、あの時の、燃えるような思い。

　そっくりだわ。

　リエには、亜里沙の気持が手にとるようにわかった。

〝亜里沙ちゃん、あたしはあなたにとって、あたしのなおみお姉さまと同じなのね。……〟

　子供っぽくかわいらしい文字をみつめながらリエはつぶやいた。

　もう一度、リエに抱きしめられ、愛撫されることをふるえながら待っている亜里沙。

　一度知ってしまったみだらな学園の夜を、夜ごと想おもい返している亜里沙。

　リエには、すべてが見えるようだった。

　もう一度、もう一度だけ……。手紙にはそんな亜里沙の思いがありったけあふれていた。

　リエは、静かに手紙を封筒に戻した。そして心の中でつぶやいた。

〝亜里沙ちゃん。かわいい子。あたしもあなたのことが好き。でも、もう時間がないのよ。あと数か月しかない。あなたを、これ以上、苦しめたくないの。わかってね。あのことは聖アザレア女子学園にいる、だれもが一度は見る夢だと思って……ね。あとは、あなたが自分で、その夢のつづきを創つくるの。今度は、あなたが主役になって。……あたしは、別の夢、ピアノの夢があるの。でも……いつか、あなたとまた、抱きあえるといいわね。もう少し、大人になって……〟

　リエは、亜里沙への返事を書かなかった。そのかわり、聖アザレア女子学園の制服を着た自分の写真を一枚、美しい外国製の封筒に入れて送った。

　それっきり、亜里沙からの手紙はなく、リエは幾つかの音楽大学、芸大の受験に忙殺されていった。




　キンコーン、キンコーン。

　澄んだ鐘の音が、早春の丘陵から海のほうへと流れていく。

「卒業、おめでとう」

「やったね、リエ。いよいよピアニストの卵ね」

「聖アザレア女子学園。我らの楽園よ、さようなら」

「もう一年、いたくなっちゃった」

　様々な声が、礼拝堂にまじりあった。

　最後のミサ、讃美歌の合唱、学園長の別れの挨拶、卒業生代表のリエの挨拶、そして、〝蛍ほたるの光〟の大合唱が終わると、誰の目にも涙が浮かんでいた。

　その厳粛な卒業式が終わると、リエは思わず碧や陽子や久美と抱きあい、鐘の音に耳を澄ました。

　碧も感無量の顔をしている。普段は決して表情を変えないのに、大きな目には涙がいっぱいだ。

「碧、おめでとう、よかったね」

「リエこそ、音大合格おめでとう」

「ううん、碧だって……お互い来月には大学生ね」

「うん」

　うわずった声と表情で、卒業証書の入った筒を抱きしめる。

　いまはもう、なにもかもがなつかしかった。

　古い寄宿舎の廊下もステンドグラスの窓も、シスターたちのもの静かな足どりも、音楽室の木の床も……。

　あとは、午後いっぱい、部屋の整理をして、去るのみ……。

　リエは感動的だった卒業式の興奮の余韻を引きずりながら、寄宿舎のメイルボックスと、下足箱をながめた。小さなステンレスの箱と素朴な木の下足箱とも今日でお別れだ。目を走らせて、リエはあ、と思わず声をあげた。淡い水色の封筒、いつもなおみが使っていた封筒がリエのメイルボックスに入っていたのだ。

「お姉さま……お姉さまの手紙……」

　ふるえる手で、リエは封を切った。

　なつかしい、美しいなおみの文字が目に飛びこんできた。




『リエちゃん、卒業おめでとう。心からお祝いをいいます。そして、音大、合格したんですってね。帰国した翌日、碧から連絡がありました。とてもうれしい報告でした。

　日本に帰り、まだ、だれにも会っていませんが、リエのお祝いをぜひしたいと思っています。もし、都合がつくようだったら、前、ご招待した別荘にいますのできてください。荷物の整理、お別れの会などいろいろあって大変でしょうが、待っています。今夜、会えますように……。


なおみ　



　小松崎リエ様


』






　タクシーの中で、リエは何度も何度もなおみの手紙を読み返していた。

　なおみに会える、お姉さまに会える……思うだけでリエの体は、一年の空白を経て、かすかにふるえてくるのだった。なおみは、リエのことを忘れてはいなかった、もうそれだけでリエは、心臓の鼓動が高まり、海辺の道、山あいの細い道を、まともに見ていられないのだった。

　ピアノコンクール全国大会入賞のこと、真理の米国行きのこと、話したいことは山ほどあった。しかし、リエは、そのひとつひとつを話し報告するのがもどかしいほど、なおみに会いたかった。




　真っ白いドレス姿のなおみが、二階の階段の踊り場でほほえんでいた。

　一年前と比べるとずっと大人びている。フランスの生活で美び貌ぼうに磨きがかかり、輝くような美しさだった。

「お姉さま」

　リエは、うっとりとなおみを見上げながら、一年も会わないでいた自分が信じられなかった。

　胸がドキドキしている。嬉しさで頰が上じょう気きしていた。手に持った卒業証書とトランクをギュッと握りしめて、リエは踊り場に立ってほほえんでいるなおみを食い入るようにみつめていた。

「卒業おめでとう、一年会わない間に、大人っぽくなったのね」

　優しいふくらみのある声がなつかしかった。

　唇の形も、顎のラインも、大好きななおみのままだ。

　なおみは、ボーッとしているリエにクスッと笑いかけた。

「さあ、そんなところに突っ立ってないで、下でお祝いのパーティしましょ。もう、用意はできてるはずよ」

　肩にかかった手が、そっとリエの体を包みこみ、リエはいい匂いのするなおみの唇が、自分の唇に重ねられるのをあえぐように受け止めた。

「ふふ、そんなに急がないで……」

「だって、リエ……あんまり嬉しくて……」

　唇を離すとなおみは、さあ、と促うながすようにリエを客間へ押しやった。

「あなたに、プレゼントがあるの。びっくりしないでね」

「…………？」

　客間の中は暗い。なおみはドアを閉めると脇のスイッチを押した。シャンデリアが、部屋の中を明るく照らし出した。

　リエは、あ、と声を呑んだ。

　マホガニーの大きなテーブルの上に、御ご馳ち走そうやワインは並んでいない。そのかわり、裸の少女が横たわり、キラキラ輝く目でリエを挑発していた。

「亜里沙ちゃん……」

　リエはあまりのことに次の言葉が出てこない。

「驚いた？　これがあなたへのプレゼント、受けとってちょうだい」

「ど、どういうことなの？」

「それはね……」

　背後で碧の声がした。リエの驚いた表情をいたずらっぽくながめながら、碧はツカツカと亜里沙の傍に立った。

「この子、リエのこと大好きなのよ。どうしてもリエに会いたいって聞かないの。ちょうどリエが受験で忙しかったころ、あたしがちょっとこの子の相手をしてやったってわけなんだけど、もうリエに夢中。リエには、亜里沙よりも好きな人がいるのよ、って話してもきかないんだもの。その人って、だれなの？　どんな人？　ってうるさいったらないの。今日だって、自分からあたしについてきちゃうんだもの。おかげで、おもしろいパーティになりそうだけど……」

　碧の説明をリエはポカンと聞いていた。亜里沙は、別に恥ずかしがるふうもなく、相変わらず挑発的にリエを見ていた。

　なおみが、そんな二人をおもしろそうに見やりながらいった。

「この子、どうしてもリエのものになりたいんですって。一度、リエの部屋で抱かれたことが忘れられないんですってよ」

「あ……あれは……」

「いいのよ。それにあなた、この子にお姉さまって呼ばせてるそうね。ふふ、リエちゃんも成長したものだわ。うれしいわ」

　なおみは全てを知っているのだ。リエは、恥ずかしさで頰を染めた。とうていなおみにはなれないのに、なおみになろうとしたことも見抜かれてしまっているのだ。

「さあ、リエちゃん、あたしからのプレゼント受けとってくれるわね」

　亜里沙が身を起こし、祈るような目でリエを見ている。待っている目だった。期待と好奇心と思し慕ぼがいっぱいにあふれている。

〝ど、どうしよう〟

　迷うリエに、なおみの声がとんだ。

「あたしのいうことが聞けないの？　あなたはあたしのペットなのよ。……あたしが教えてあげたこと、亜里沙ちゃんにしてあげるのよ」

　なおみの声は優しかったが、リエを金縛りにした。なおみのいうがまま、というより、リエの内に期待が生まれた。

〝なおみお姉さまのいうとおりにすれば、あとできっと優しくしてくださる……あの時みたいに……〟

　リエは頷いていた。

「はい、お姉さま」

　亜里沙の顔が輝いた。碧が亜里沙に目くばせをした。

「亜里沙ちゃん、あたしの部屋でしたことより、もっとすごいわよ、リエちゃんは、上手なんだから」

　……そうか、亜里沙は碧とも。

　初めてそのことに気づきながら、リエはテーブルに横たわっている亜里沙の、あどけない裸身に近づいていった。

　リエはブラウスのボタンをはずし、スカートを脱ぎ、ゆっくりとブラジャーをはずした。

　一年前に比べると少し大きくなった乳房がプルンと飛び出る。

〝見て、お姉さま、リエの体……〟

　ブラジャーを外しパンティを脱ぐと、自然にリエの中から羞しゅう恥ちが消えた。かわりに、まつげをふるわせ、待ち受けている亜里沙を、なおみの前で思いっきりかわいがってやりたい思いが芽ばえた。

　息を弾ませ、うっとりと目を閉じている亜里沙をみていると一年前の自分の姿がよみがえってくる。

〝あたしも、あんなふうにお姉さまを待っていたんだわ……〟

　そう思うと、自分に会いたい一心でやってきた亜里沙がいとおしかった。

　リエは、かすかに開いている亜里沙の唇を吸い、舌をさし入れた。

「……うれしい、リエお姉さま」

　両腕を回してしがみついてくる亜里沙を抱きしめてやりながら、リエはもうひとりの自分がムクムクと起き上がるのを感じた。

　ここは聖アザレア女子学園ではない。もうマリア像も聖書もお祈りもない場所。

　一年前の、みだらなパーティの断片がリエの頭をかすめた。

　あの時、なおみに乳首を吸われ、指の愛撫を受け、はずかしいほど我を忘れた自分の姿を……。

〝だから、それと同じことを、いましてあげる。あたしのなおみお姉さまの前で……〟

　リエは、みだらで残酷な気持になって、亜里沙の小さな乳首に乳首を押し当てた。ゆっくりと動かす。亜里沙のものが尖ってくる。小さなあえぎが、亜里沙の口からもれた。

「いい気持でしょ、亜里沙ちゃん」

「……は、はい」

「かわいいわ……もっとよくしてあげる」

　リエは、じっとみつめているなおみの視線を意識しながら、亜里沙の軽く開いている股間へ指を這わせた。

　熱い湿りがリエの指にまつわりつく。

「……亜里沙ったら……こんなに濡らしちゃって」

　リエは亜里沙の耳もとでささやいた。かつてなおみがささやいた言葉が自然に口をついて出てくる。リエは、もうひとりの自分に酔い始めていた。

「……ああっ」

　リエの指の動きに、亜里沙の体がふるえ始めた。感じやすい芽が、あふれた蜜のせいでピンクに輝いて尖っている。

　じらしながらリエは、スッと指を引き抜く。

　亜里沙はいやいやと首を振った。

「……お、お姉さま……やめないで……もっと、もっと……ああん」

　リエの手を求めるように、亜里沙は腰を持ち上げてくる。

　リエはふたたび、しげみをなぞるように指を亜里沙の股間へともぐらせた。

　碧がかすれた声でつぶやいた。

「すごい……リエの指。……ピアニストの卵だけのことはあるわ。あたし……とってもあんな上手にはできない……ああ、あたし、もう見てるだけで感じちゃう……」

　碧の目はトロンとして、スカートの中の、熱い部分を自分の指でまさぐっていた。

「ふふっ、碧ったら相変わらず自分でするの好きね」

　なおみが低く笑った。

　リエの指は、すっかり亜里沙の中にもぐりこみ、巧みに動いている。

　亜里沙はもう我を忘れているようだ。

　やがてリエは、指の動きを止め、ゆっくりと亜里沙の体に重なった。

　乳首からおへそ、脇腹へとリエの唇と舌がおりていった。足を持ち上げると、リエは熱くうるおっている亜里沙の泉へとかぶさっていった。

　唇が襞をついばむと、亜里沙の体が撥ね上がった。

「ああ……いや……そこ……すごい」

　言葉にならない声が部屋にひびいた。苦しげに眉を寄せて、亜里沙は首を振っている。

　リエは、亜里沙のかすれた声を聞くと、なおも熱心に唇と舌を動かした。

　あふれる蜜がリエの顎をぬらしていた。

「……ああっ、リエ……お姉さま……亜里沙もう……あ……ダメ」

　絶え絶えの悲鳴を上げながら、亜里沙は汗にまみれ、痺しびれるような快感に酔っている。

　熱く燃えさかっている体は、さっきから小刻みにふるえ始めていた。

「……もうすぐだわ」

　なおみがつぶやいたのと同時に、リエは唇と舌だけではなく、指を泉へと差し入れ、動かし始めた。

「あうっ……あ……すごい……あ……いや、あたし……あたし……」

　激しく体をふるわせながら、亜里沙の足が硬直した。ひときわ高い悲鳴が長く尾をひいた。

「いやああっ」

　引きしぼるように背をそらせた亜里沙の体が大きく波打ち、テーブルの上にくずおれる。

　そのぐったりとした体が静まると、リエはようやく身を起こした。

　我に返ったような顔をしている。

　夢中だったのだ。思わず激しく指と舌を動かしてしまったのだが、そうしている間もリエはうっとりとしていた。亜里沙のあえぎを聞いているうちに、なぜかもっともっと亜里沙をかわいがってやりたい気持になった。

　罪の意識も後ろめたさもない、まるでピアノを無心に弾いている時と同じような陶とう酔すいにとらえられていった。

　いま、嵐が過ぎ静まった客間に、リエはボーッと立っていた。碧も、欲情にぬれた上気した顔をしている。

　リエは、テーブルの上に死んだように横たわっている亜里沙を、心配そうに見た。

「大丈夫よ、リエちゃん。この子、あんまり気持がよくて気を失っただけだから。……それにしても、リエちゃん、ステキだったわ。じらしたり、いじめたりするよろこび、わかったでしょ」

　なおみが、ソファから立ち上がり、乱れたリエの髪を撫でた。

「あたしが、見込んだだけのことはあったわね、あたし、あなたがどんなふうに成長したか、会うのを楽しみにしてきたのよ」

　なおみはこぼれるような笑みを浮かべ、満足そうに頷いた。

「満点だったわよ」

「お姉さま……」

「ごほうびにね、今度はあたしがしてあげる。一年間、淋しかったでしょ」

「うれしい……お姉さま」

　肩を抱かれ、なおみの胸に抱きしめられると、リエは自分がこの瞬間を待っていたのに気づいた。なおみの手紙を受けとった時から、リエはなおみに抱かれるのを待っていた。

　碧は、そんな二人を笑いながら見ていた。

「やっぱり、あたしじゃダメなんだ、リエは……でも、安心しちゃった、リエ、すごくいい子になって遠くなったみたいに思えたもんね。さすが、なおみお姉さまね」

　碧は、いたずらっぽくリエにウインクした。

　そう、碧のいうとおりだった。なおみの前へ出ると、心も体も砂糖菓子のように溶けて、屈服したくなってしまう。とても自然に、甘えたり、いじめられたくなってしまう。

「さあ、いきましょう、リエ。あたしのお部屋でかわいがってあげる」

「碧は？」

「碧はね、あの亜里沙って子がかわいくってしかたがないんですって。そうでしょ、碧」

「はい、お姉さま」

　碧はにっこりとした。

「あの子がリエに夢中なのはシャクにさわるけど、あたし……あの子スキ。だから、ここであの子と、もう一度……ふふ。ね、いいでしょ、リエ。あの子、聖アザレア女子学園への、あたしたちの置き土産だもの」

　碧は屈くっ託たくなく笑い、テーブルの上へ二つの燭しょく台だいを並べた。マッチで火をつけると、碧は一方をリエの手にそっと握らせた。

「楽しい時間を……」

　碧はもうひとつの燭台を亜里沙の横に置くと、天井の豪華なシャンデリアを消した。

　リエとなおみをドアの外に押し出しながら、碧は茶目っけたっぷりにささやいた。

「リエ、あとであたしにもお別れのパーティ、してね」




　二階の部屋はしんとしている。長い間使われていなかったらしいこもった闇に、燭台のローソクの音がジジ、と音をたてた。

　柔らかいベッドに、リエは素裸で横たわっていた。ローソクの炎が揺れるたびに、リエの上におおいかぶさっているなおみの影が揺れた。

「……ああ……お姉さま……あ」

「ここ、感じるの？」

　乳首を転がしながらなおみがささやく。硬い歯が、先ほどから執しつ拗ように乳首を攻めていた。

　碧も真理も、こんなには上手くない。なおみは巧みに、リエの体を燃え上がらせていく。

　もうリエは、夢うつつだった。

　一年ぶりのなおみの匂い……指の動き、そよいでいる舌の熱さ……。

　何度も夢に見た、みだらななおみ……。

「リエちゃん……すごい……ビショビショよ……なんて子なの」

　恥ずかしい言葉のひとつひとつが、リエを痺れさせた。なおみが何かいうたびに、ますます、体の中心が疼いていく。

「ああ……もっとよ……お姉さま、会いたかった……」

　荒い息を吐きながら、リエはほっそりとした足を開いた。いつの間にか、なおみを自分から誘い、求めていた。

「……わかってるわよ、リエちゃん……ふふ、そんなに欲しいの……かわいい子ね……待ってて、いま、リエの大好きなものあげるから」

　いいながらなおみが、リエの体の上を這いおりてくる。

　熱い息が、おへそからしげみにかかり、リエの尖った芽をすっとかすめた。

「あ……あっ」

「……ここ、好きでしょ、リエ」

「……お、お姉さま……リエ、感じちゃう……」

　のけぞりながら、リエは深いタメ息をついた。ビロードのような唇が、リエの花びらをふるわせる。

「……や……やめないで……いや」

　うわごとのようにあえぐリエを、逃すまいと、動く腰をなおみの手が押えつけた。大きく開いた足の間で、なおみの頭が小刻みに動くと、リエは耐えきれずシーツをつかんだ。

　息づまるほどの快さが、リエをとらえていた。あそこが、熱くてとけるようだ。

「そう、これ……あたし……こうされるのをずっとずっと待ってたんだわ……碧とも真理とも違う……この感じ……体がバラバラになっていくみたいな、お姉さまの愛撫……。吸いつくような舌……ああ……リエ、たまんない」

　そしてリエは、いままで一度も感じたことのない強いよろこびの波に体をゆだね、高い声をあげながら全身をふるわせた。

「いいの……いい……お姉さま……落ちる……」

　自分でも止められない大きなうねりが、リエをさらっていく。

　……

　遠いところでリエは、頰ずりするなおみの声を聞いていた。

「……まだ、まだ序の口よ、リエちゃん。今夜は一晩中、かわいがってあげる……一年分……」

　短い間、リエは気を失っていたのかもしれない。

　なおみの優しい目が、リエをのぞきこんでほほえんでいた。

「気がついた？　すごくよかったみたいね」

「……お姉さま……」

　汗ばんだリエの髪を、なおみの指が梳くように撫でた。

「今夜はずっと、一緒なのね……二人でいてもいいのね」

　なおみに思いっきり甘えたい。そして、いろんな話をしたい。

　けだるい余韻の中に、再会のよろこびが、はっきりと浮かび上がってくる。リエは、なおみの肩に顔を埋めてもう一度、確かめるようにつぶやいた。

「……ここに、お姉さまがいる。夢じゃないんだわ……お姉さま……ずっとリエのそばにいて……このままどこにもいかないで……約束して」

　なおみの目に、小さな影が走り過ぎた。黙ってリエを抱きしめていた腕が、ためらうように外された。

「どうしたの？　お姉さま。もうリエのこと……好きじゃないの？」

　なおみの裸身が、ベッドを離れ、暗い窓の外をみつめた。

　ローソクの炎が、背中に妖しい陰影をつくり出した。

　リエは、黙っているなおみの美しい後ろ姿を不安げにみつめた。

「お姉さま……なに考えてるの？　リエ、なんか悪いこといった？」

「そうじゃないのよ、リエちゃん。あなたに話そうかどうか迷ってるだけ……」

「迷ってるって、なんの話？」

　思わずリエはベッドから起き上がっていた。静かななおみの声に、いつもとは違うひびきが感じられたからだった。

「やっぱり、話したほうがいいわね」

　くるりと振り返ったなおみの顔には、かすかな諦めと、決意のようなものが浮かんでいた。

「もう……日本には帰らないことにしたの。……あたし、みんなにお別れをいいにきたの」

「え」

　信じられない言葉だった。しかし、なおみはきっぱりとつづけた。

「ひとりでフランスで生きることに決めたのよ」

「ど……どうして……お姉さま。いや、そんなこと」

　リエの体が硬こわ張ばった。お別れだなんて……そんな馬鹿な……。

「聞いて、リエちゃん」

　うろたえているリエの心に、穏やかななおみの声がしみこんできた。

「一年間、フランスでいろんなことを考えたわ。とっても、いろんなこと。あなたにはわからない、あたし自身のプライヴェートなこと、家庭のこと、ほんとにうんざりするくらい、いろんなことを毎日考えて決めたことなの。……リエちゃんには話してないけど、このままだとあたし、父と弟の彰の人生をめちゃめちゃにしてしまうの。父や彰のそばに、あたしはいちゃダメな人間なの。理由はね、あたしがあんまり母に似ているから」

「お母さまに？」

「そう、母はとても淋しい人だったわ。いつも女王のようにふるまっていたけど、何かに飢うえていた。その飢えを、男やお酒でまぎらわせていたの。……ここは、母の別荘だったのよ。母は週末になるとここでよくパーティを開いたわ。たくさんの男たちを引き込んでね。……あたし、そういう母がキライだった。それを許してる父のことも……。でもね、母が死んでからあたし、わかったの。母がとても孤独で不幸な人だったってことが……。父もそれを知っていて、どうすることもできなかった……ひどい話でしょ。でも、もう少しだけ聞いてね」

「は……はい」

　リエはいつの間にかなおみの話に引き込まれていた。青白く見えるなおみの顔は、ものうげでつらそうだった。

「去年、ここでパーティをしたわね。父がいて、彰がいたわよね、あのパーティは、あたし、父への復しゅうのつもりだったの。母がしていたことをそっくり再現して、父を傷つけたかった……。それは成功したのよ。父は傷つき、彰も傷ついた。でも……それ以上にあたし、自分が傷ついているのに気づかなかった。あたし……あたしね」

　なおみは言いよどみ、眉をひそめた。タメ息がもれた。

「あの時、あたし……自分の中に母と同じものが流れているのに気づいたんだわ。とても残酷で、とても不安なもうひとりの自分に……」

「じゃあ……じゃあ、なおみお姉さまは、あたしや碧や真理を……ほんとは好きじゃなくって……なのに」

　リエは、混乱しながら叫んだ。なおみは首を振り、優しくリエをみつめた。

「ううん、違う。あたし、リエちゃんのこと、ほんとに好き。大好きよ。リエちゃん、わからない？　母はね、だれかに無償で愛されたかったの、メチャメチャに愛してもらいたかったの。でも、父の愛し方は違っていたのね、寛かん容ようでしかも……父は気が弱かったのね。ただ母の情熱を持て余していたわ。……母は、愛されたかったのと同時に、激しく人を愛したかったんだと思う……。あたしもそう……愛されたかった、とても。子供のころから、あたし、飢えてたの。……だから、愛されてないぶん、メチャメチャにだれかを愛したかった」

「お姉さま……」

「ごめんなさい、こんな話をして。……フランスであたし、ひとりで暮らして、母のこと父のこと、そして、あなたや碧のこと、考えたわ。いろんなことがわかった……。あたし、ほんとは、父や母のこと、とても好きだってこと……あたし、それをうまく表わせなかったの。だって、自分では父や母を憎んでいるって信じてたから。だから……リエや碧を、思いっきり愛したかった……愛されたかったの、他のだれよりもね」

　しばらくリエは、無言でなおみをみつめていた。

　いつかのパーティのあと、なおみは小さく淋しく見えた。それは、錯覚のように思えたが、いまのなおみもそうだった。

　ローソクの炎に照らされている体は、か細く弱々しかった。

　まばたきもせず、身じろぎもせずなおみをみつめるリエに、なおみはふと明るい笑顔を見せた。

「もういいの、リエちゃん。決めちゃったんだから。あたし、母のようにはならない。お金も財産もいらないの。そんなものにしがみついて生きるのはゴメンだわ。……コラ、そんなヘンな顔はしないの。あたしが、いま、とっても幸せだってことわからないの？　リエや碧っていう友だちがいるし、もうガツガツ飢えてもいない。あたし……とってもいい気持なの。だってね、リエや碧は、こんなあたしでも、待っててくれた。大好きだっていってくれたでしょ」

「だって、だって……リエ、ほんとにお姉さまのこと好きなんだもの」

「だから、お別れにきたの。その気持のまま、お別れしたかった……。リエに、きらわれたくなかった。そしてね……もっともっといいお姉さまになりたいの」

「ううん、リエ、いまのお姉さまが好き。どんなお姉さまでも……」

　胸に顔を埋めてリエはつぶやいた。それはほんとうだった。

「ありがと、リエちゃん。でもね、あたし、自分の中に芽ばえた気持を大事にしたいの。フランスで一人で頑張ろう、父や彰をふり回すのはもうやめよう、母の幻を追うのはいや、それが、あたしの結論なの。わかってね……リエ。お別れっていってもね、いつかまた会えるわ。あなたがもっと大人になって、フランスにくることだってあるでしょ。その時、あたし、きっとみんなに紹介するわ。この子、あたしの昔の恋人よって」

「お姉さま……」

「リエ、好きよ。……帰ってきてよかった」

　なおみは、ほほえみながらリエを抱きしめた。

　リエは、初めてなおみのほんとうの顔を見た気がした。いつも冷静で、穏やかで、時にとても残酷なもうひとつのなおみのほんとうの顔を……。

「いらっしゃい、リエ。あたしの話はもうおしまい……。聞いてごらん、ほら、聞こえるでしょ。あの声……」

　肩を抱きよせながら、なおみがいたずらっぽい目でリエをみつめた。いままで気づかなかったが、階下から碧か亜里沙か、細く高い声がひびいていた。

「ふ、碧ったら、最後の夜だと思って、思いっきりハッスルしてるみたいね。リエ、あたしがいなくなっても、碧と仲よくやってね。あの子……すごくいい子よ。すぐに人の気持がわかっちゃうの。勘のいい、やさしい子よ」

「ええ、お姉さま」

　リエは、転校したばかりのころ、英語の授業を聞いていなかった自分を助けてくれた時の碧を思い出していた。

　そして、アメリカに行ってしまう真理を送るパーティをさりげなくリエに伝えに来た音楽室の碧……。たぶん、なおみのことだってだれよりもよくわかっていたに違いない。そして、亜里沙のリエに対する心も……。

　なおみがささやいた。

「ねえ、リエちゃん……碧に負けないようにあたしたちも、お別れのパーティしましょ。あれは、碧のメッセージなのよ。ほら、あの声……。頑張ってね、なおみお姉さま、リエ、しっかりしてねっていう……あ、もうひとつあったわね、碧は、あの亜里沙って子を、第二、第三のなおみとリエにしたいらしいわよ」

　もうなおみは、いつものなおみに戻り、おかしそうに笑った。その、大人びた、柔らかい表情を見て、リエも笑う。

　素晴しいメッセージだ。なんて、ステキな夜……。

　なおみがいってしまうことを除けば、リエは幸せだった。

　さっきの話はもうこれでおしまい、というようになおみはさっさとベッドに近づき、耳もとでささやいた。

「リエ、お別れにいいものあげる。気が狂いそうになるほどいいものよ」

　なおみがベッドの端から取り出したものを見てリエは赤くなった。張り形だった。

　ペニスの形をしたゴムの玩具は、いつだったかリエに気を失わせたのと同じものだった。

「ね、見ただけでゾクゾクしちゃうでしょ」

　妖しく目を輝かせながら、なおみはリエをうかがった。

　人工的に光るゴムのペニスの光に目を奪われていたリエは、ふと、あることを思いついた。喉が乾いて、声がかすれた。

「お、お姉さま、待って！」

「…………？」

「……あたし、あたしがそれをつけたいの。それをつけて……お姉さまを愛してあげたいの、お願い、リエだって……お返しがしたい……」

　リエは真剣だった。なおみは驚いたようにリエをみつめている。しかしリエは、その巨大なペニスで、思いきりなおみを愛して別れたかった。

「あたしにだって、たぶん、できると思うわ。ね、やらせてみて……お姉さま」

　しばらくリエの真剣な顔をみつめていたなおみは、黙って頷いた。装着しようとしていた張り形をそっとリエの手に握らせた。

「あ、ありがとう、お姉さま」

　もどかしそうに受けとると、リエは思いきって張り形の片方を、自分の熱い泉へと埋め、腰の固定具を締めた。

　息づまるほどの、異様な感覚だった。

　なおみは、チラッと不安げな様子を見せたが、素直にベッドへ横たわった。

「それでいいのよ、リエちゃん……来て……」

　自分の泉から半分飛び出しているグロテスクな黒いものを、半ばこわごわと、半ば興奮しながら確かめると、リエはなおみの傍へ身を横たえた。ふしぎな気持だった。優越感に似た一種残酷な気持がわき上がってくる。

　……両性具有……あたしいま、女でありながら男の人の役目もしているんだわ……初めて……こんなの、へんな気持……。

　目を閉じると、リエはなおみの唇に唇を合わせた。舌を激しく差し込んでいく。

「リ……リエちゃん」

　なおみのタメ息を聞くとリエは思いきってなおみの上へとまたがり、開いている股間の泉の真ん中へと焦点を合わせた。

「お姉さま……がまんしてね……」

　思いきって腰を落とす。くぐもった声がして、苦痛か快感かなおみの背がふるえた。

「……ああ……あ」

　ペニスがなおみの中に埋まってしまうと、リエはゆっくりと動き始めた。なおみの細く整った眉が歪み、あえぎがリエの耳を打つ。

　いままで一度も聞いたことのない深い悦楽のあえぎだった。

　あたし、いま、お姉さまを犯している……犯してるんだわ。大好きなお姉さまを……。でも、なんてすごいの……こんなふうに愛しあえるなんて……ああ、リエも……すごく感じる……。

　目を閉じ一心に動くリエの顔に赤味がさし、髪が肩にふりかかった。

　右に左に、ねじるようにリエはなおみの体を攻めつづける。されるままになっているなおみの体からも、しっとりとした汗と蜜がふき出し、もうどちらのものかわからなくなっていた。

「リエ……リエちゃん、だめ……だめよ」

　我を忘れたように、首を振るなおみ。

　シーツをかきむしるなおみの指。

　そんなふうになおみが乱れるのは初めてのことだった。いつもリードし、支配することしか知らなかったなおみが、理性のかけらもなく、揺れていた。

「こ……こんなの初めて……」

　むさぼるようになおみは唇を求め、リエの体にしがみつき、あえぎつづけた。

「まだよ……お姉さま、まだよ……一晩中……離さないわ。リエが……愛してあげる」

　リエの中には、なおみとの別れが、狂暴な感情となって渦巻き、なおみを離すまいとしていた。

　自分の快感に酔いながら、それ以上の快感をなおみに与えたかった。

　リエは、狂ったようになおみの乳首を転がし、全身をくまなく愛撫した。

「……どう、お姉さま、ぜんぶ、お姉さまがあたしに教えてくれたことよ……感じる？　感じるでしょ、ね、お姉さま」

　口走るリエに、なおみがとぎれとぎれの声で応こたえる。

「……ああ……上手よ……リエ……やめないで……やめちゃ、いやよ」

　立場が逆になったまま、その逆転を楽しむように二人は上になり下になり、つながっている部分をもっと相手の奥へと差し入れようと呻いた。

　白い二匹の動物のような女体は、もうどちらが相手を支配しリードしているのかわからないまま、高みへと駆け上がっていった。

「もう、ダメェ……」

「ああっー……いやああっ」

　ローソクの炎に照らされ、汗を光らせてうごめく二つの体を、階下から上ってきた碧と亜里沙がまばたきもせずにみつめていた。

「きれい……なんてきれいなの……」

　しっかりと碧の手を握りしめたまま、亜里沙がつぶやいている。

　高みへと登りつづけるリエとなおみは、それぞれお互いの体を庇かばうように、手と足を絡ませたままひとつになろうとしていた。

　それから数時間後。

　二階の部屋のローソクは燃えつきている。かわりに山の端はからのぞいた朝焼けが室内を照らし出していた。

　二つのベッドをひとつに隣りあわせた大きな寝床に、なおみとリエ、碧と亜里沙が寄り添うように体を重ねていた。

　体からはもう、先ほどの狂ったような欲望の火照りは消え、穏やかな気持だけが残っていた。

　シーツを胸まで引き上げて、なおみがホーッと息を吐いた。

「あたし、もう思い残すことないわ」

　憑つきものが落ちたように、なおみは平安だった。この別荘は、近く売りに出されることになっている。

　いつか日本に帰ってくることがあっても、その時、この別荘は人の手に渡っているだろう。

　なおみの手をリエがまさぐった。

「あたし、いつかきっとフランスへいくわ。ううん、ウイーンでもいい。お姉さまにリエのピアニスト姿を見てもらいたいの」

「そう……きっとね」なおみが小指を絡ませた。

「リエなら、絶対大丈夫……その時は、あたし、秘書役でついていこうかな」

「碧ったら、気が早いんだから」

　まるで聖アザレア女子学園の寮に戻ったように、四人はクスクスと笑いあった。

「ウイーン、そしてフランスかあ。あたし、ほんとに実現させちゃおう」

　つぶやくリエに、亜里沙の舌ったらずの声が重なった。

「リエお姉さま、あたしのことも忘れちゃいやですよぉ」

「忘れないわよ、もちろん」

　フランスかウイーンかわからないが、遠い未来、顔を合わせ異国の町を歩いている四人を、なおみは、ふと現実のことのように思い描いていた。

　亜里沙が沈黙を破って叫んだ。

「ね、ほら、見て。すごくきれいな朝焼け。太陽がのぼってくるわ」

「ああ、ほんと、大きな太陽」

　幾いく条すじもの光の帯を引きながら、山の端から太陽が顔を出し始めている。

　まっさきに窓に飛びついた亜里沙を先頭に、次々と四人はベッドからはね起きた。

　無言でみつめている八つの目の中に、光は次第に赤味を帯び、やがて一面の朝の光景を照らし出した。




　キンコーン、キンコーン。

　聖アザレア女子学園の朝が始まる。

　亜里沙は、寮から教室へと向かう廊下を、背筋を伸ばして歩いていた。

　幼さは影をひそめ、亜里沙の顔には、優等生らしい落ちつきと、控え目な自信が漂っている。

「ほら、あの人、三年生の栗本亜里沙さんよ」

「わ、ステキな人。……西棟Ａ室でしょ。あの人に憧れてるんだ、あたし」

「入学式の時、あたし、あの人の挨拶聞いて感激しちゃった……」

　まっすぐに歩いていく亜里沙を目で追いながら、下級生たちがふり返る。

　ひそやかな、小鳥のついばみにも似たささやき声が、亜里沙の耳に快くひびいた。

　亜里沙は、胸に抱えたノートや参考書を、ギュッと乳房に押しつけながら、昨夜のことを思い出していた。

　あの、かわいい一年生の下級生のことを。

　ふるえている少女は、ひどくかわいかった。その少女が、自分のほうから身を投げ出してきたのだ。

　桜んぼのような唇の味が、亜里沙の唇によみがえる。

「ふふっ、楽しみ。これからあの子をどんなふうに料理しちゃおうかな。……碧さんや、リエお姉さまにも報告しなくちゃ……」

　亜里沙は、まだ唇に残っている一年生の少女の蜜の味を楽しみながら、心の中でクスッと笑った。

〝みんな、なおみさんやリエお姉さまが悪いのよ。ほんとに……ここ……なんて学園だろ。あたしは大好きだけど……〟

　亜里沙は、リエがくれた制服に身を包み、胸のリボンを揺らしながら、足早に廊下を歩いていく。

　明日はフランス語のレッスンがある日だ。

　亜里沙は、制服のポケットに肌身離さずもっているリエの写真に向かってつぶやいた。

〝リエお姉さま、必ずあたしも、ウイーンへ追いかけていくから、待っててね〟

　あと一年で、この聖アザレア女子学園ともお別れだった。

　亜里沙は、少女たちの尊敬と羨せん望ぼうの眼差しを一いっ身しんに浴びながら、優しいほほえみを浮かべて、鐘の鳴り終った校舎へと入っていった。

　教室の中でシスターの声がひびく。

　祈りの中で、跪くたくさんの少女たち。

　たくさんのなおみやリエや碧や真理たち。

　その少女の一人に、熱い視線を注いでいる亜里沙。

　亜里沙は、朝の祈りをとなえながら、心の中では別のことを祈っていた。

〝……神さま、どうかあの子をあたしにお与え下さい……あの子が、いじめられるよろこびにめざめますように、私に力をお与え下さい……。そしてあの子が、あたしたち五人のすばらしいイケニエになりますことを……アーメン〟





解　説　令和にそっとくりいむレモン


倉田英之







　本書は一九八〇年代に発表された成人向けアニメーション、『くりいむレモン』シリーズの第二弾、『エスカレーション　～今夜はハード・コア～』（以下『エスカ』）及び二本の続編のノベライズである。

　僕は一九六八年生まれのアニメファンなので、十代半ばに『エスカ』と出会った。『くりいむレモン』は前述したように成人向けのシリーズなので、なんかちょっと「ん？」と思う人もいるとは思うが、まあそのヘンは大らかな時代だった、と大雑把に考えてほしい。時効だし。

『エスカ』はミッション系女子校の寮室で、夜になると美少女たちがくんずほぐれつ、という男のファンタジーをそのまんま映像にした内容で、多くのアニメファンに衝撃を与えた、と記憶している。

　当時はまだ「百合」という言葉も一般的には浸透していない昭和の後期。女の子同士の恋愛は「レズビアン」、俗称「レズ」と呼ばれていた。ＬＧＢＴの概念もなく、まして田舎で暮らしていれば、「レズ」というのは日活ロマンポルノの看板でしかお目にかかることの叶わない、本当にファンタジーな「性癖」だったのだ。

「女同士で、どうやってやるんだろう？」「どうやって、終わるんだろう？」「何か使ったりするのかなぁ？」と浮かんで消える幾多の疑問に答えをくれたのが、この『エスカ』だった。三〇分という短尺の中、次々と繰り広げられる疑問への回答は興奮よりも驚きの方が強く、初見時はその情報を処理しきれずにただただ啞あ然ぜんと見終わった。そう、『エスカ』は「見たことのないもの」のつるべ打ちだった。

　まずアニメで「女の子同士がキスをする」という画えを見たことがなかった。その女の子たちが服を脱ぎ、からみ、性器を愛撫し、器具まで使って終ついには果てる……。何もかもが初めて見る場面だった。今にして思えば、僕は確かに田舎のティーンエイジャーとして股間をふくらませつつ、巷ちまたで噂のエロアニメを見始めたのだが、アニメファンとして「見たことのない映像」と文字どおりエスカレートしていく展開の方に惹かれ、いつしか愚息もすっかりオフサイド、となっていたのだ。なんだそれ。

『くりいむレモン』の第一弾は兄を慕う妹が主役の『媚・妹・Ｂａｂｙ』で、ヒロインの亜あ美みは劇場版まで作られた人気キャラになったが、僕は永く彼女のシリーズを見る気になれなかった。「これよりスゴいものなんてあるはずがない」そう思い込んでいたのだ。それほどまでに、『エスカ』の衝撃は大きかった。

　そして当時、人気を博したアニメ作品は本、レコード、グッズなど他のジャンルでも展開させていく、という動きが始まっていた。いわゆるメディアミックスだが、その頃そんな言葉はまだなかった。

　グッズ展開の一翼を担っていたのが本、つまり出版物だ。映像作品を基とするノベライズの点数が、月ごとに増えていった気がする。

　本書もそういった流れの中で出版された一冊だ。僕も当時息をするかの如く当たり前に買って、読んだ。




　そしてそこから抱いた感想は、アニメ版とは真逆のものだった。




　文字のみによって克明に浮かんでくる『エスカ』のストーリーは、昭和の古典的官能小説のセオリーに沿ったそれだった。考えてみればミッション系女子校、麗しき先輩と可憐な後輩、緊縛といった舞台や小道具は、古いにしえの官能作品で既に使い尽くされたものであり、それ自体は決して目新しいものではないのだ、という事実に僕は気づかされた。

　しかしそれは決して落胆ではない。アニメ版では止め絵で簡略に描かれたリエの事情、その内面などはノベライズ版、すなわち本書によって繊細に補ほ塡てんされ、キャラクター性に厚みを加えている。

　当時の僕は本書に「なんだか不思議な読み心地」を感じていた。それは官能小説のような背徳性と、コミックを読んでいる時に感じる軽快さ、その二つが微妙に合わさりかけたものだった。

　もちろんライトノベルという言葉もジャンルもない時代だったが、先述したノベライズや一部の作家の著作で、その萌芽は既にあった。本書もおそらく、その一冊だったのだろう。本著者の倉くら田た悠ゆう子こ氏が実は『エンドレス・ワルツ』の稲いな葉ば真ま弓ゆみであることを今、改めて考えると、なるほどという納得と予想外の驚きが同時に湧いてくるし、「偉大なる先達に何をオマエは偉そうに」と自分へツッコまずにはいられないのだが。




　少し時代をズラしながら記していくと、『くりいむレモン』の中でも人気シリーズになった『エスカ』は、続編として『禁断のソナタ』、完結作として『天使たちのエピローグ』が製作された。作画のクオリティなどは上がったが、僕は正直、一作目ほどのめりこめなかった。

　大ヒットしたことで皮肉にも、成年向けアニメーションは他メーカーから量産されるようになり、鮮度と衝撃は薄められていったのだ。

　それを別としても、『ソナタ』にはナオミ（ノベライズ版ではなおみ）の父親や弟が出てきて宴に参加したり、ＳＭ描写がより強調されたりと、方向性の変更が見受けられた。

　完結編となる『エピローグ』では後輩のアリサ（ノベライズ版では亜あ里り沙さ）がリエを慕い、卒業を控えた各キャラの成長と関係性の変遷が描かれていた。別に不満はないのだが、「今までに見たことのないものを見た」という驚きも消えていた。

　これは時代のせいもあったろう。僕個人の印象だから、ただの思い込みもあったと思う。それでも『エスカ』は最初の衝撃を頂点に、僕の心の「昔見たアニメ箱」に永くしまわれていたのだった。




　その心境に変化があったのは、まさにこの、この解説の依頼を受けてからだった。

　僕は貰ったゲラで、実に三〇年ぶりにノベライズ版を再読した。

　ライトノベルが定着した平成の世を経て、令和の時代に読む倉田悠子氏の文体は非常に新鮮だった。現在では見る機会のない表現、言い回し、描写が当時とは比べものにならないレベルで脳に刺さってくる。まあ確かに、真ま理り（アニメ版ではマリ）の好きなタイプが『愛と青春の旅だち』のリチャード・ギアなんて描写はあの時代でしか思いつかないだろうが。

　アニメ版『エスカ』で感じた衝撃が、今改めて文字のみで上書されていくような、不思議な感覚だった。そしてノベライズ版の細やかな描写が、アニメ版の僅かな場面をきちんと解釈し、かつ矛盾なく差し込まれていることに今さらながら感心させられる。なんと丁寧な仕事だろう。

　そして実は、ノベライズ版の『ソナタ』と『エピローグ』は今回が初読になることを告白しておきたい。

　前述したように、続編の二作にあまり思い入れを持てなかった僕は、ノベライズも敬遠してしまっていたのだ。今回の通読で、初めてノベライズ版『エスカ』三部作を読了したのである。

　まず感想から述べると、アニメ版の印象すら変わるほど驚いた。

　どうしても唐突に思えたナオミの父たちによる宴参戦は、早はや川かわ家の暗い背景、そして歪んだ親おや娘この関係を知って、咀そ嚼しゃくすることが可能になった。

　ＳＭはより精神面によって深く繫がるものである、ということは僕もティーンエイジャーでなくなってからぼんやりと知ることになっていた。

　その極北に立とうとするナオミの決意、振るまい、高潔さは、ノベライズ版のなおみから、より率直に伝わってきた。

『エスカ』冒頭で空いたリエの心の穴は、ナオミ、ミドリ（ノベライズ版は碧みどり）によって一旦満たされるものの、『ソナタ』でまた渇望が始まり、『エピローグ』ですべてを貪欲に飲み込んでいく。その果てにあるのは姉であり、恋人であり、師でもあるナオミをディルドーで貫くという精神の逆転成長。

　リエのみならず歪んだ家族愛を抱えるナオミの解放、ミドリの矛盾する純情、傍観者から当事者に巻き込まれつつ、リエの隣にはどうしても立てなかったマリの孤独、そして継承者であるアリサの展望。

　そうした各キャラの揺れ動きが、簡潔にして芳醇な文章で紡がれていく。絵も音も、色も声もないのに、なんと鮮やかに映ることか。三部作を経て狂い咲く百合たちの、なんと美しいことか。




　昭和の時代に「レズ」だった『エスカ』は今、令和になって「百合」として鮮やかに咲き誇っている。

　これは紛れもなく才人であった倉田悠子氏が、僕たちのようなどうしようもないアニメファンに遺のこしてくれた花束だと勝手に思い、勝手に受け取りたい。




　蛇足として。僕が『エスカ』で一番興奮したのは、ナオミが初めてディルドーを装着する場面だった。「これからなにか、スゴいことが起きる！」という期待と高揚が一瞬で身体に満ちたことを覚えている。

　今回三〇年ぶりにその場面を見返して、「……平成になって、これとまったく同じ高揚を感じた映像があったな」とぼんやり思った。何のシーンだったか頭をＳってやっとさっき思い出した。

　アレだ、『パシフィック・リム』の香港バトルで、ジプシー・デンジャーがカイジュウをブン殴るためにタンカー引きずっていくあのシーンだ。

　そうか、あのタンカーはナオミお姉様のちんこだったのか！

　スッとしました。





（くらた・ひでゆき＝脚本家・作家）










本書は、『エスカレーション』（富士見文庫、１９８６年）を底本とし、再編集して出版したものです。

「解説　令和にそっとくりいむレモン」は、書き下ろしです。







本書の収録作品には、今日的な観点からは差別的あるいは不適切と受け止められうる表現が用いられておりますが、作品の執筆時期および著者が故人である点に鑑み、改変は行っておりません。

表記上、明らかに誤りであると認められる箇所については、編集部責任にて訂正いたしました。

（星海社ＦＩＣＴＩＯＮＳ編集部）
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